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は
じ
め
に

本
論
文
は
、

『

六
妙
法
門』

の「

第
十
証
相
六
妙
門」

の
続
編
で
あ

り
、
天
台
止
観
成
立
史
の
立
場
か
ら
、
原
典
解
明
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
本
論
に
は
、「

注」

の
つ
づ
き
と
、「

現
代
語
訳」

を
収
録
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
研
究
は
、
平
成
十
三
年
度
後
期・

平
成
十
四
年
度
前
期
の
大
学

院
修
士
課
程
の「

講
義」

の
授
業
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
授
業
の
受

講
生
は
、
宗
教
学
仏
教
学
専
攻
の
私
の
ゼ
ミ
の
次
の
諸
氏
で
あ
る
。

吉
見
典
生・

久
田
静
隆〔

博
士
一
年〕

、
松
永
眞
由
子〔

修
士
二

年〕

、
天
野
明
美・

今
井
勝
子・

藤
井
崇
文・

三
好
秀
範〔

修
士

一
年〕

、
伊
藤
光
壽・

武
藤
明
範・

鈴
木
あ
ゆ
み・

濱
口
寛
朗・

水
野
荘
平・

森

琢
朗〔

研
究
生〕

、
當
間
日
澄〔

聴
講
生〕

毎
週
、
右
の
担
当
の
大
学
院
生
諸
氏
に
や
っ
て
頂
い
た
も
の
を
、

伊
藤
光
壽
氏
が
文
章
化
さ
れ
、
詳
細
な「

注」

を
作
成
し
て
頂
き
、

そ
れ
に
私
が
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、

『

六
妙
法
門』

を
大
学
院
修
士
課
程
の「

講
義」

で
読
み
始

め
た
の
は
、平
成
九
年
四
月
か
ら
で
あ
る
。平
成
十
四
年
七
月
を
も
っ

て
読
了
し
た
。

伊
藤
光
壽
氏
の
存
在
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
研
究
成

果
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
四
年
半
に
わ
た
り
、

全
面
的
に
ご
尽
力
を
頂
い
た
伊
藤
光
壽
氏
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
天
台
学
研
究
史
上
、
は
じ
め
て
本
格
的
に
研
究
さ
れ

天
台『

六
妙
法
門』

の
研
究（

九）

－
二

大

野

栄

人
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た
成
果
で
あ
る
。何
れ
一
冊
の
書
物
と
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

〔

注〕（

120）

広
く
説
か
ば
＝「

広
く
説
か
ば」

は
、
範
囲
を
広
げ
て
い
う
な

ら
ば
の
意
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
前
段
で
、「

す
で
に
般
若
の
正
慧

を
得
、
如
来
蔵
を
開
き
、
真
の
法
身
を
顕
わ
し
、
首
楞
厳
を
具
え
、

明
ら
か
に
仏
性
を
見
、
大
涅
槃
に
住
し
、
法
華
三
昧・

不
思
議
の
一

実
の
境
界
に
入
る
な
り」
と
説
き
示
し
た
が
、
こ
れ
と
同
じ
立
場
で

説
か
れ
て
い
る
教
え
を
、
範
囲
を
広
げ
て
取
り
上
げ
て
み
る
な
ら
ば

の
意
を
い
う
。

（

121）
『

華
厳
経』

＝『

華
厳
経』

は
、
正
式
名
を『

大
方
広
仏
華
厳
経』

と
い
う
。
漢
訳
に
は
、
三
種
類
が
あ
る
が
、
智
顗
が
用
い
た
の
は
、

東
晋
の
仏
駄
跋
羅（

三
五
九

－
四
二
六）

が
訳
し
た
三
十
四
品
、
六

ぶ

だ

ば

だ
ら

十
巻
で
あ
る
。
略
し
て『

六
十
華
厳・

旧
華
厳・

晋
経』

と
も
い
う
。

『

華
厳
経』

は
、
仏
が
成
道
し
た
後
、
第
二
七・

十
四
日
に
、
毘
廬

舎
那
法
身
と
し
て
、
海
印
三
昧
と
い
う
深
い
三
昧
に
入
っ
て
、
文
殊

や
普
賢
な
ど
の
大
菩
薩
に
対
し
て
、
仏
の
自
内
証
、
す
な
わ
ち
、
仏

自
身
の
悟
り
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
説
い
た
経
典
で
あ
る
。
旧
訳
の
第

二
十
二
の
十
地
品
は
、
歓
喜
地
か
ら
法
雲
地
に
至
る
菩
薩
の
十
地
の

修
行
段
階
を
説
き
、
旧
訳
の
第
三
十
四
の
入
法
界
品
は
、
善
財
童
子

が
五
十
五
人
の
善
知
識
を
訪
ね
て
、
普
賢
の
行
願
を
完
成
す
る
求
道

物
語
が
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
品
は
、『

華
厳
経』

の
中
で
も

成
立
が
古
く
、
教
義
の
面
か
ら
も
特
に
重
要
で
、
漢
文
へ
の
異
訳
も

多
い
。

智
顗
は
、
晩
年
に
五
時
八
教
の
教
判
論
を
説
く
が
、
そ
こ
で
は『

華

厳
経』

を
第
一
時
の
華
厳
時
に
位
置
づ
け
、
教
説
の
内
容
の
分
類
で

あ
る
化
法
の
四
教
判
で
は
、
別
教
に
位
置
づ
け
る
。『

華
厳
経』

の

教
説
の
内
容
は
円
教
で
あ
る
が
、
衆
生
済
度
の
方
便
に
欠
け
る
か
ら

別
教
を
兼
ね
て
い
る
、
円
兼
一
別
で
あ
る
と
判
定
し
、
衆
生
済
度
の

方
便
を
具
え
た
純
粋
の
円
教
を
説
く『

法
華
経』

よ
り
も
一
段
下
位

の
教
え
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
智
顗
の
教
学
を
形
成
す
る
上
で
、

『

華
厳
経』

は
、
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
は

な
い
。

（

122）

こ
れ
を
、
初
地
に
、
不
可
思
議
真
実
の
六
妙
門
を
証
る
と
な
す

な
り
＝「

こ
れ
を」

は
、
既
出
の
第
十
証
相
六
妙
門
の
真
実
証
相
の

通
に
対
す
の
、「

初
証」

の
法
門
を
い
う
。

「

初
地」

は
、
別
教
の
五
十
二
位
の
行
位
の
第
五
で
あ
る
、
十
地
の

初
位
を
い
う
。

十
地
は
、
成
仏
の
智
を
生
じ
、
無
縁
の
大
悲
を
起
こ
し
て
、
一
切

の
衆
生
を
背
負
う
位
を
い
い
、
歓
喜
地
と
も
い
う
。
歓
喜
地
の
名
は
、

『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

に
よ
る
。

菩
薩
は
、
十
地
に
入
っ
て
、
絶
対
的
世
界
に
体
達
す
る
中
観（

中

道
観・

中
道
第
一［

義］

諦
観・

空
仮
一
心
観）

に
よ
っ
て
、
十
地

の
そ
れ
ぞ
れ
で
、一
部
の
無
明
を
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
じ
、

一
部
の
法
身・

般
若・

解
脱（

如
来
蔵
の
相
貌
、
性
徳
の
智
慧・

第

そ
う
み
ょ
う
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三
義
空
、
中
道
法
性
の
理）

の
三
徳
を
現
わ
す
。

初
地
で
は
、
こ
の
位
か
ら
凡
夫
を
捨
て
、
聖
位
に
入
る
。
こ
の
位

で
は
、
先
の
十
廻
向
の
方
便
有
余
土
に
お
い
て
受
け
た
、
欲・

色・
無
色
の
三
界
の
迷
い
の
世
界
を
離
れ
、
輪
廻
を
超
え
た
聖
者
の
変
易

生
死
に
よ
っ
て
、
死
魔
や
陰
魔
や
煩
悩
魔
に
惑
わ
さ
れ
動
か
さ
れ
る

こ
と
が
な
く
、ま
た
天
魔
に
も
惑
わ
さ
れ
動
か
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

こ
の
位
で
、
わ
ず
か
に
悟
り
の
境
地
に
到
達
し
て
、
初
め
て
聖
者
と

な
っ
て
大
い
な
る
歓
喜
の
心
が
起
こ
る
。
歓
喜
地
の
歓
喜
は
こ
れ
を

い
う
。
浄
心
地・

聖
地・
無
我
地・

証
地・

見
地・

堪
忍
地
な
ど
と

も
い
う
。

「

初
地
に
、
不
可
思
議
真
実
の
六
妙
門
を
証
る」

の
初
地
は
、
初
め

て
悟
り
を
求
め
る
心
を
起
こ
し
た
菩
薩
の
修
行
者
が
、
初
住
位
に
お

い
て
、「

す
で
に
般
若
の
正
慧
を
得
、
如
来
蔵
を
開
き
、
真
の
法
身

を
顕
わ
し
、
首
楞
厳
を
具
え
、
明
ら
か
に
仏
性
を
見
、
大
涅
槃
に
住

し
、
法
華
三
昧・

不
思
議
の
一
実
の
境
界
に
入」
り
、
菩
薩
か
ら
仏

に
な
る
道
を
、
二
住
か
ら
十
住
ま
で
の
九
住
と
十
行
と
十
廻
向
と
の

二
十
九
位
を
飛
び
越
え
て
、
初
住
位
か
ら
瞬
時
に
到
達
し
た
初
地
位

を
い
う
。

二
十
九
位
を
飛
び
越
え
て
、
瞬
時
に
初
住
位
か
ら
初
地
位
に
到
達

す
る
の
は
、
化
法
の
四
教
を
修
行
す
る
も
の
の
修
行
が
あ
る
程
度
進

み
、
中
途
で
よ
り
高
い
教
え
の
修
行
者
と
な
る「

被
接」

と
同
じ
で

ひ

し
ょ
う

あ
る
。
被
接
に
は
、
通
教
の
修
行
者
が
中
途
に
別
教
に
飛
ん
で
入
る

「

別
接
通」

、
通
教
の
修
行
者
が
中
途
に
円
教
に
飛
ん
で
入
る「

円
接

通」

、
別
教
の
修
行
者
が
中
途
に
円
教
の
菩
薩
に
飛
ん
で
な
る「

円

接
別」

の
三
が
あ
る
。

九
住
と
十
行
と
十
廻
向
と
の
二
十
九
位
を
飛
び
越
え
て
、
瞬
時
に

初
住
位
か
ら
初
地
位
に
達
す
る
の
は
、
い
わ
ば
、「

地
接
住」

と
も

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
菩
薩
の
修
行
者
の
心
の
は
た
ら
き
は
、

こ
と
ば
で
い
う
こ
と
も
、
心
で
思
い
は
か
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
玄

妙
で
不
可
思
議
な
現
象
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
の
一
切
は
無
自

性
空
で
あ
っ
て
、
現
象
と
し
て
仮
に
あ
る
の
が
真
実
の
す
が
た
で
あ

る
と
い
う
、不
可
思
議
真
実
の
六
妙
門
の
悟
り
に
入
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
第
十
証
相
六
妙
門
の
真
実
証
相
の
通
に
対
す
の「

初

証」

の
法
門
は
、
初
め
て
悟
り
を
求
め
る
心
を
起
こ
し
た
菩
薩
の
修

行
者
が
、
一
切
は
実
在
す
る
と
す
る
見
惑
を
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
断
じ
る
初
住
位
に
お
い
て
、「

般
若
の
正
慧
を
得
、
如
来
蔵
を

開
き
、
真
の
法
身
を
顕
わ
し
、
首
楞
厳
を
具
え
、
明
ら
か
に
仏
性
を

見
、
大
涅
槃
に
住
し
、
法
華
三
昧・

不
思
議
の
一
実
の
境
界
に
入」

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
初
住
位
に
あ
る
菩
薩
の
修
行
者
は
、
菩

薩
か
ら
仏
に
な
る
道
を
、
二
住
か
ら
十
住
ま
で
の
九
住
と
十
行
と
十

廻
向
と
の
二
十
九
位
に
わ
た
っ
て
飛
び
越
え
、
瞬
時
に
初
住
位
か
ら

初
地
位
に
達
す
る
。
こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
修
行
者
の
心
の
は
た
ら
き

は
、
こ
と
ば
で
い
う
こ
と
も
、
心
で
思
い
は
か
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

玄
妙
で
不
可
思
議
な
現
象
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
の
一
切
は
無

自
性
空
で
あ
っ
て
、
仮
に
現
象
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

一
切
は
、
現
象
す
る
だ
け
の
不
生
不
滅
に
あ
る
、
真
実
の
す
が
た
で
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あ
る
と
す
る
、
不
可
思
議
真
実
の
六
妙
門
の
悟
り
に
入
る
こ
と
で
あ

る
の
意
を
い
う
。

修
行
の
段
階
を
い
う
行
位
は
、
中
国
仏
教
で
重
視
さ
れ
、
様
々
な

展
開
を
し
て
き
た
。

智
顗
以
前
に
は
、
中
国
で
成
立
し
た
経
典
で
あ
る『

仁
王
般
若
経』

『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

が
説
く
行
位
説
や
、
地
論
宗
や
摂
論
宗
が
説

く
行
位
説
が
あ
っ
た
。

五
十
二
位
の
行
位
説
は
、

『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

に
由
来
し
、
智
顗

は
、
こ
れ
を
別
教
と
円
教
の
行
位
に
充
当
し
た
。

そ
の
淵
源
の
一
つ
は
、
慧
思
の『

四
十
二
字
門』

に
あ
る
。

『

四
十

二
字
門』

に
は
、『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

の
賢
聖
学
観
品
が
多
数
引

用
さ
れ
、
菩
薩
の
四
十
二
位
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、

佐
藤
哲
英
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。『

四
十
二
字
門』

は
、
現
存
し
な
い
が
、
そ
の
所
説
が
智
顗
の
行
位
説
の
形
成
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
疑
う
余
地
の
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
。

『

四
十
二
字
門』

以
外
に
、
智
顗
の
行
位
説
の
形
成
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
第
二
の
経
典
に
、『

法
界
性
論』

が
あ
る
。『
法
界
性
論』

も
現
存
し
な
い
が
、『

法
華
玄
義』

な
ど
に
残
る
記
述
か
ら
、
華
厳・

般
若・

法
華・

涅
槃
と
次
第
す
る
教
判
が
、
智
顗
の
五
時
判
の
骨
格

と
な
り
、
五
時
判
を
主
張
す
る
と
き
の
拠
り
所
と
な
り
、
後
年
、
成

道
後
最
初
の
三
七・

二
十
一
日
の
華
厳
時
、
次
の
十
二
年
の
鹿
苑
時
、

次
の
八
年
の
方
等
時
、
次
の
二
十
二
年
の
般
若
時
、
次
の
八
年
と
三

カ
月
の
法
華
涅
槃
時
の
五
時
判
に
発
展
し
、
集
大
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

『

法
界
性
論』

が
挙
げ
て
い
る
法
数
は
、
四
十
二
善
知
識
、
四

十
二
位
、四
十
二
年
説
法
法
華
経
な
ど
四
十
二
と
い
う
法
数
で
あ
る
。

中
国
の
成
立
で
な
い
四
十
二
の
法
数
は
、『

大
品
般
若
経』

の
四
十

二
字
門
だ
け
で
あ
っ
て
、
他
は
す
べ
て
中
国
で
成
立
し
た
法
数
で
あ

る
。

『

華
厳
経』

は
四
十
一
位
を
説
き
、『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

は
、
こ

れ
に
等
覚
位（

無
垢
位）

を
加
え
て
四
十
二
位
と
し
て
い
る
が
、
青

木
隆
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
と『

四
十
二
字
門』『

四
十
二
章
経』

な

ど
の
法
数
と
の
関
連
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
判
然
と
し
な
い
と
い
う
。

と
も
か
く
青
木
隆
氏
は
、
六
世
紀
前
半
に
中
国
で
成
立
し
た
と
思

わ
れ
る『

法
界
性
論』

が
、
四
十
二
位
説
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
や
、

慧
思
の『

四
十
二
字
門』

が
、
智
顗
の
四
十
二
位
説
の
採
用
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

『

華
厳
経』

は
、
十
住・

十
行・

十
廻
向・

十
地
に
仏
位
を
加
え
た

四
十
一
位
を
説
く
の
に
対
し
て
、『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

は
、
十
住・

十
行・

十
廻
向・

十
地
と
妙
覚
位（

仏
位）

の
間
に
等
覚
位（

無
垢

位）

を
立
て
て
四
十
二
位
と
し
、
次
第
に
展
開
さ
れ
る
菩
薩
行
の
心

境
を
眺
め
て
い
く
。
そ
し
て
、
経
は
更
に
、
四
十
二
位
と
関
連
し
て
、

初
住
に
入
る
前
に
、
大
衆
受
学
品
に
十
信
の
行
願
が
あ
る
と
説
く
。

十
信
を
四
十
二
位
に
加
え
れ
ば
五
十
二
位
と
な
る
。

智
顗
は
、『

法
華
玄
義』

巻
第
四
下
に
、「

瓔
珞
の
五
十
二
位
は
名

義
整
足
す
。
恐
ら
く
は
是
れ
諸
の
大
乗
方
等
別
円
の
位
を
結
べ
る
も

の
な
ら
ん」（『

大
正
蔵』

三
三・

七
三
一
ｃ）

と
推
定
し
、
菩
薩
の
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行
位
の
最
も
完
備
し
た
も
の
と
し
た
。
智
顗
の
五
十
二
位
説
は
、
智

顗
も
述
べ
る
よ
う
に『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

に
倣
っ
て
完
成
さ
れ
た

教
え
で
あ
る
。

五
十
二
位
の
行
位
説
は
、
修
証
の
進
行
と
深
化
の
具
合
を
段
階
的

に
区
分
し
、
整
理
し
た
説
示
で
あ
り
、
後
の『

法
華
玄
義』『

法
華

文
句』『

摩
訶
止
観』

の
三
大
部
で
、
よ
り
整
っ
た
構
成
で
論
及
さ

れ
る
が
、
原
初
の
す
が
た
を
示
す
の
は『

六
妙
法
門』

の
嚆
矢
と
す

ほ
う

し

る
。

『

六
妙
法
門』

の
第
十
証
相
六
妙
門
で
は
、
別
教
の
円
頓
証
の
証
相

が
、
内
容
か
ら
相
似
証
相
と
真
実
証
相
に
類
別
さ
れ
る
。
相
似
証
相

に
、『

法
華
経』

に
い
う
六
根
清
浄
相
を
当
て
、
真
実
証
相
を
、
更

に
別
に
対
す
と
通
に
対
す
に
類
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
十
住・

十
行・

十
廻
向・

十
地・

等
覚・

妙
覚
を
当
て
、
五
十
二
位
の
行
位
説
の
教

理
的
な
骨
組
み
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。

な
お
、
六
根
清
浄
相
を
十
信
位
に
当
て
る
の
は
三
大
部
以
後
の
こ

と
と
な
る
が
、『

六
妙
法
門』

に
初
出
す
る
六
根
清
浄
相・
十
住・

十

行・

十
廻
向・

十
地・

等
覚・

妙
覚
に
、
後
年
の
十
信・
十
住・

十

行・

十
廻
向・

十
地・

等
覚・

妙
覚
と
い
う
、
整
然
と
確
立
さ
れ
た

菩
薩
の
五
十
二
位
の
修
行
階
位
説
の
原
型
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

る
。

『

六
妙
法
門』

で
説
く
教
説
は
、
仮
か
ら
空
へ
進
み
、
空
か
ら
仮
へ

戻
っ
て
、
現
実
の
無
量
の
相
に
対
す
る
的
確・

自
在
な
対
応
を
説
き
、

そ
し
て
、
更
に
中
に
赴
く
も
の
で
あ
る
。
智
顗
が
説
く
こ
う
し
た
教

説
の
究
極
は
、『

六
妙
法
門』

で
は
、
骨
格
的
な「

五
十
二
位
の
行

位
説」

と
し
て
悟
り
の
す
が
た
が
示
さ
れ
る
。
ひ
と
り
菩
薩
だ
け
が

漸
次
に
修
行
し
、
段
階
的
な
悟
り
を
経
て
仏
と
な
る
に
至
る
か
ら
、

『

六
妙
法
門』

は
別
教
に
区
分
さ
れ
、
前
の
蔵
教・

通
教
の
二
教
と

異
な
り
、
後
の
円
教
と
も
異
な
る
教
え
で
あ
る
。
ひ
と
り
菩
薩
が
仏

に
至
る
教
え
と
は
い
う
が
、
声
聞・

縁
覚
の
二
乗
の
先
に
あ
る
、
菩

薩
か
ら
仏
へ
の
道
を
示
す
教
え
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
は
、『

六
妙

法
門』

は
、
通
教
と
別
教
と
に
共
通
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、

「

五
十
二
位
の
行
位
説」

の
形
成
の
跡
を
概
観
し
た
が
、
他

の
諸
経
と
の
関
わ
り
な
ど
、今
後
の
解
明
を
待
つ
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

（

123）

中
証
と
は
、
余
の
九
住
、
十
行
、
十
廻
向
、
十
地
、
等
覚
地
を
、

み
な
中
証
に
し
て
、
不
可
思
議
真
実
の
六
妙
門
と
名
づ
く
る
な
り
＝

「

中
証」

は
、
既
出
の
第
十
証
相
六
妙
門
の
真
実
証
相
の
通
に
対
す

の
、「

中
証」

の
法
門
を
い
う
。
初
証
に
続
き
、
後
に
究
竟
証
が
控

え
る
。

「

余
の
九
住」

は
、
五
十
二
位
の
第
二
の
十
住
位
の
初
位
を
除
い

た
、
二
住
か
ら
十
住
ま
で
の
九
位
を
い
い
、
空
観
に
よ
っ
て
空
理
に

安
住
す
る
行
位
を
い
う
。

「

十
行」

は
、
仮
観
に
よ
っ
て
空
か
ら
仮
に
出
て
、
利
他
行
を
実
践

す
る
行
位
を
い
う
。

「

十
廻
向」

は
、
仮
観
か
ら
中
観
に
向
か
う
行
位
を
い
う
。

「

十
地」

は
、
中
観
を
実
践
し
て
、
十
地
の
そ
れ
ぞ
れ
で
一
部
ず
つ

の
無
明
の
惑
を
破
し
、
一
部
ず
つ
の
法
身・

般
若・

解
脱
の
三
徳
を
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顕
わ
す
行
位
を
い
う
。

「

等
覚
地」

は
、
仏
と
等
し
い
が
、
仏
の
一
歩
手
前
の
入
法
界
心
に

あ
る
行
位
を
い
い
、
最
後
に
残
る
一
部
の
無
明
の
惑
を
破
し
、
あ
と

一
生
を
経
て
妙
覚
位
の
仏
と
な
る
行
位
を
い
う
。

五
十
二
位
は
、
十
信・

十
住・

十
行・

十
廻
向・

十
地・

等
覚・

妙
覚
を
合
わ
せ
て
成
る
、
大
乗
の
菩
薩
の
、
仏
に
至
る
修
行
実
践
の

階
位
を
い
う
。
菩
薩
の
修
行
の
階
位
は
、
経
典
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち

で
あ
っ
た
。
そ
の
内
で
、
一
番
整
っ
て
い
た『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

に
説
く
十
住・

十
行・
十
廻
向・

十
地・

等
覚（

無
垢）

・

妙
覚
の

四
十
二
位
に
、
智
顗
が
十
信
を
加
え
て
五
十
二
位
と
し
た
。

『

六
妙
法
門』

の
第
十
証
相
六
妙
門
の
こ
の
部
分
の
所
説
が
、
別
教

の
五
十
二
位
の
先
駆
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
五
十
二
位
は
、
菩
薩
の
み

の
法
で
あ
る
か
ら
、
化
法
の
四
教
で
は
別
教
と
円
教
と
に
限
る
。

「

界」

は
、
欲・

色・

無
色
の
三
界
と
地
獄・
餓
鬼・

畜
生・

修

羅・

人
間・

天
上
の
六
道
の
輪
廻
の
世
界
を
指
す
。

「

界
内」

は
、
三
界
の
内
の
対
象
の
世
界
を
い
い
、
凡
聖
同
居
土
を

い
う
。

「

界
外」

は
、
三
界
の
外
の
対
象
外
の
世
界
、
聖
人
の
居
住
す
る
土

を
い
い
、
方
便
有
余
土・

実
報
無
障
礙
土・

常
寂
光
土
を
い
う
。

天
台
で
は
、
煩
悩
に
見
思・

塵
沙・

無
明
の
三
惑
を
立
て
る
。
三

け
ん

じ

惑
は
、
そ
の
本
体
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
煩
悩
で
は
な
く
、
一
惑
の
は
た

ら
き
の
麁（

粗）

と
中
と
細
の
程
度
の
差
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。

「

見
思
の
惑」

は
、
万
有
を
有
と
執
著
す
る
迷
い
で
あ
り
、
三
界
の

生
死
を
招
く
界
内
の
惑・

煩
悩
を
い
い
、
空
観
に
よ
り
伏
し
断
つ
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち「

見
惑」

は
、
迷
理
の
惑・

分
別
起
の
惑
、

す
な
わ
ち
一
切
は
実
在
す
る
と
す
る
迷
見
を
い
う
。

「

思
惑」

は
、
迷

事
の
惑・

倶
生
起
の
惑
、
す
な
わ
ち
眼
前
の
衣・

食・

住
な
ど
の
事
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物
に
対
し
て
起
こ
す
煩
悩
を
い
う
。

「

塵
沙
の
惑」

は
、
見
思
の
惑
を
断
っ
た
菩
薩
が
空
に
執
着
す
る
著

空
の
惑
で
あ
り
、
菩
薩
が
十
界
の
衆
生
を
教
化
す
る
の
に
障
害
と
な

る
化
道
障
の
惑
を
い
い
、界
内
と
界
外
に
共
通
し
た
煩
悩
で
あ
っ
て
、

仮
観
に
よ
っ
て
伏
し
断
つ
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
恒
河
の
沙

の
よ
う
に
無
数
に
多
い
無
知
で
あ
り
、
菩
薩
一
人
が
空
理
を
証
っ
て

生
死
を
離
れ
て
も
、
差
別
の
理
に
通
達
せ
ず
、
十
界
の
衆
生
を
利
益

す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

「

無
明
の
惑」

は
、
界
外
の
惑
で
あ
る
、
親
し
く
中
道
の
理
に
迷
う

中
道
親
付
体
の
惑
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
現
象
し
存
在
す
る
も
の
の

し
ん

ぷ

真
実
の
相
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
空
有
不
二
、
非
有
非
空・

亦
有
亦

空
の
理
に
あ
る
一
法
界
で
あ
り
、
中
道
で
あ
る
こ
と
を
体
し
な
い
煩

悩
を
い
い
、
中
観
に
よ
っ
て
伏
し
断
つ
こ
と
が
で
き
る
。

「

伏」

は
、
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
い
う
。

「

断」

は
、
断
滅
し
て
永
久
に
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。

「

一
部」

は
、
一
分
と
も
一
品
と
も
表
記
。
一
部
分
を
い
う
。

な
お
、
凡
聖
同
居
土・

方
便
有
余
土・

実
報
無
障
礙
土・
常
寂
光

土
の「

四
土」

に
つ
い
て
は
、『

六
妙
法
門』

の
時
代
に
は
、
萌
芽

は
あ
る
が
、
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
仮
に
当
て
は
め
て
み

た
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
五
十
二
位
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
究
明
し
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
。

一

十
信
位

こ
の
十
位
を
通
し
て
信
心
と
名
づ
け
る
の
は
、

「

信」

が
随
従
の
意

を
い
う
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
妙
覚
位
の
仏
が
別
教
の
因
縁
仮

名
、
無
量
の
四
諦
、
仏
性
の
理
、
常
住
三
宝
を
説
く
の
を
聞
い
て
、

随
順
し
て
疑
わ
な
い
、
初
心
の
菩
薩
が
信
じ
る
べ
き
十
種
の
心
を
い

う
。
十
信
は
、
信
心
、
念
心
、
精
進
心
、
慧
心
、
定
心
、
不
退
心
、

廻
向
心
、
護
心
、
戒
心
、
願
心
の
十
位
か
ら
な
る
。
こ
れ
は
、『

菩

薩
瓔
珞
本
業
経』

に
説
く
十
信
位
で
あ
る
。『

仁
王
般
若
経』

は
不

退
心
を
施
心
と
説
き
、『

梵
網
経』

は
信
心・

念
心・

廻
向
心
を
そ

れ
ぞ
れ
忍
心・

喜
心・

頂
心
と
説
き
、『

首
楞
厳
経』

は
不
退
心
を

捨
心
と
説
き
、
順
序
に
も
違
い
が
あ
る
。

１「

信
心」

は
、
信
心
を
お
起
こ
し
、
仏
道
を
成
就
し
よ
う
と
願

い
求
め
る
位
を
い
う
。

２「

念
心」

は
、
仏・

法・

僧・

戒・

施・

天
を
念
じ
る
、
六
念

の
位
を
い
う
。

３「

精
進
心」

は
、
善
業
を
実
践
す
る
こ
と
に
精
進
す
る
位
を
い

う
。

４「

慧
心」

は
、
す
べ
て
は
空
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
知
る
位

を
い
う
。

５「

定
心」

は
、
修
行
を
し
て
、
心
を
平
安
に
す
る
位
を
い
う
。

６「

不
退
心」

は
、
禅
定
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
後
退
す
る
こ

と
の
な
い
位
を
い
う
。

７「

廻
向
心」

は
、
修
行
し
て
い
る
こ
と
を
、
菩
提
に
振
り
向
け

る
位
を
い
う
。
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８「

護
心」

は
、
修
行
の
心
を
守
っ
て
、
他
に
目
を
移
さ
な
い
位

を
い
う
。

９「

戒
心」

は
、
清
浄
に
戒
を
保
つ
位
を
い
う
。

化「
願
心」

は
、
種
々
の
願
い
を
成
就
す
る
よ
う
に
実
践
す
る
位

を
い
う
。

欲
界・

色
界・
無
色
界
の
三
界
の
内
の
、
対
象
の
世
界
を
い
う
界

内
に
お
い
て
、
迷
理
の
惑
で
あ
り
、
一
切
は
実
在
す
る
と
す
る「

見

惑」

と
、
迷
事
の
惑
で
あ
り
、
眼
前
の
衣・

食・

住
な
ど
の
事
物
に

対
し
て
起
こ
る「

思
惑」
と
い
う
煩
悩
を
、
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
階
位
が
、
十
信
の
位
で
あ
る
。

一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を「

伏」

と
い
う
。
従
っ
て
、
三
界
の
見
思
の
二
惑
を
伏
す
こ
の
位
を
、「

伏

忍
位」

と
い
う
。
智
慧
に
、
伏
惑
の
は
た
ら
き
を
生
じ
た
位
を
い
う
。

別
教
は
、
十
信
を
外
凡
に
位
置
づ
け
る
。
蔵
教
の
七
賢
位
、
通
教

の
第
一
乾
慧
地
、
第
二
性
地
に
相
当
す
る
。

二

十
住
位

こ
れ
は
、

『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

に
説
く
十
住
位
で
あ
る
。
十
住
の

「

住」

は
、
理
に
安
住
す
る
こ
と
、
真
の
無
漏
の
智
を
発
こ
し
、
空

智
を
証
っ
て
、
真
諦
の
空
理
に
安
住
す
る
こ
と
を
い
う
。
十
住
は
、

発
心
住
、
治
地
心
住
、
修
行
心
住
、
生
貴
心
住
、
方
便
心
住
、
正
心

住
、
不
退
心
住
、
童
真
心
住
、
法
王
子
心
住
、
灌
頂
心
住
の
十
位
か

ら
成
る
。

１「

発
心
住」

は
、
界
内
の
見
惑
を
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

断
ち
、
真
実
の
無
漏
の
智
を
起
こ
し
て
邪
見
を
起
こ
さ
ず
、
広

く
智
慧
を
求
め
て
、
心
が
真
諦
の
理
に
あ
る
位
を
い
う
。

２「

治
地
心
住」

は
、
常
に
空
観
を
修
し
て
、
心
地・

心
境
を
治

め
る
位
を
い
う
。

３「

修
行
心
住」

は
、
心
地
を
治
め
た
後
、
あ
ら
ゆ
る
善
行
を
実

践
す
る
位
を
い
う
。

４「

生
貴
心
住」

は
、
無
我
の
理
に
安
住
し
て
、
種
性
が
清
浄
に

な
る
位
を
い
う
。

５「

方
便
心
住（

具
足
方
便
住）」

は
、
無
量
の
善
根
を
具
足
し

て
、
空
観
を
助
け
る
方
便
と
す
る
位
を
い
う
。

６「

正
心
住」

は
、
般
若
の
空
智
を
成
就
す
る
位
を
い
う
。

７「

不
退
心
住」

は
、
す
で
に
空
観
が
成
就
し
て
見
思
の
二
惑
を

断
ち
尽
く
し
、
空・

無
相・

無
作
の
三
三
昧
か
ら
心
が
後
退
し

な
い
位
を
い
う
。

８「

童
真
心
住」

は
、
す
で
に
見
思
の
二
惑
が
な
い
か
ら
、
天
魔

外
道
の
愛
見・

迷
妄
の
邪
見
を
起
こ
さ
ず
、
菩
提
心
を
破
る
こ

と
の
な
い
位
を
い
う
。

９「

法
王
子
心
住」

は
、
仏
の
教
え
に
随
っ
て
智
解
を
生
じ
、
未

来
に
仏
の
位
を
受
け
る
位
を
い
う
。

化「

灌
頂
心
住」

は
、
空
観
の
最
上
に
至
っ
て
無
生
の
心
を
得
、

空
理
の
法
水
を
頭
に
灌
ぎ
、
仏
の
位
を
継
ぐ
位
を
い
う
。

ほ
っ
す
い

そ
そ

十
住
の
位
は
、
内
凡
位
で
あ
る
。
界
内
に
お
い
て
、
見
思
の
二
惑

と
塵
沙
の
惑
を
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
ち
、界
外
に
お
い
て
、
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塵
沙
の
惑
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
伏
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
階
位
を
い
う
。
つ
ま
り
、
見
思
の
二
惑
を
断
っ
て
空
理
を
証
る
位

で
あ
る
が
、
初
住
で
界
内
の
見
惑
を
断
ち
、
第
二
住
か
ら
第
六
住
で

界
内
の
思
惑
を
断
ち
尽
く
し
、
位
不
退
を
得
、
第
八
住
か
ら
第
十
住

で
界
内
の
塵
沙
の
惑
を
断
ち
、
界
外
の
塵
沙
の
惑
を
伏
す
。

三

十
行
位

こ
れ
は
、

『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

に
説
く
十
行
位
で
あ
る
。
十
行
の

「

行」

は
進
み
ゆ
く
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
先
の
十
住
位
で
空
理

を
証
っ
た
が
、
続
い
て
更
に
、
仮
観・

従
空
出
仮
観
の
実
践
を
経
て
、

や
が
て
中
道
に
進
み
ゆ
く
こ
と
、利
他
行
を
実
践
す
る
こ
と
を
い
う
。

十
行
は
、
歓
喜
心
行
、
繞
益
心
行
、
無
瞋
恨
心
行
、
無
尽
心
行
、
離

に
ょ
う
や
く

癡
乱
心
行
、
善
現
心
行
、
無
著
心
行
、
尊
重
心
行
、
善
法
心
行
、
真

実
心
行
の
十
位
か
ら
成
る
。

１「

歓
喜
心
行」

は
、
十
住
の
空
観
に
の
み
あ
れ
ば
、
二
乗
と
等

し
く
灰
身
滅
智
し
て
利
他
行
を
円
満
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
初
め
て
法
空
に
入
っ
て
、
二
乗
所
得
の
涅
槃
を
空
じ
て

化
他
の
法
の
運
用
に
通
達
し
、
邪
見
に
動
か
さ
れ
ず
、
歓
喜
し

て
衆
生
を
済
度
す
る
位
を
い
う
。

２「

繞
益
心
行」

は
、
常
に
衆
生
を
教
化
し
、
法
利
を
得
さ
せ
る

に
ょ
う
や
く

位
を
い
う
。

３「

無
瞋
恨
心
行（

無
違
逆
行）」

は
、
常
に
忍
ん
で
、
人
に
逆
ら

わ
な
い
位
を
い
う
。

４「

無
尽
心
行（

無
屈
繞
行）」

は
、
他
を
究
竟
の
涅
槃
に
導
こ

む

く
つ
に
ょ
う

う
と
、
大
精
進
す
る
位
を
い
う
。

５「

離
癡
乱
心
行（

無
癡
乱
行）」

は
、
無
明
の
た
め
に
乱
れ
ず
、

利
他
を
す
る
位
を
い
う
。

６「

善
現
心
行」

は
、
常
に
、
仏
国
の
中
に
生
ま
れ
る
位
を
い
う
。

７「

無
著
心
行」

は
、
我
と
我
所
、
あ
る
い
は
空
と
有
の
二
辺
の

見
に
執
着
し
な
い
位
を
い
う
。

８「

尊
重
心
行（

難
得
行）」

は
、
得
難
い
利
他
の
善
根
を
身
に
成

就
す
る
位
を
い
う
。

９「

善
法
心
行」

は
、
利
他
行
の
機
に
応
じ
、
法
を
説
い
て
、
人

を
導
く
位
を
い
う
。

化「

真
実
心
行」

は
、
空
か
ら
仮
に
出
て
、
中
道
実
相
の
理
を
照

ら
す
位
を
い
う
。

つ
ま
り
、
仮
観・

従
空
出
仮
観
を
実
践
し
、
界
外
の
塵
沙
の
惑
が

永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
ち
、
利
他
行
を
実
践
す
る
の
が
、
十

行
の
修
行
の
階
位
で
あ
る
。

四

十
廻
向
位

こ
れ
は
、

『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

に
説
く
十
廻
向
位
で
あ
る
。
十
廻

向
の「

廻
向」

は
、
事
を
転
回
し
て
理
に
向
か
い
、
因
を
転
回
し
て

果
に
向
か
い
、
お
の
れ
の
功
徳
を
転
回
し
て
普
く
衆
生
に
施
し
、
こ

の
位
の
終
わ
り
に
い
よ
い
よ
中
観
を
修
行
実
践
す
る
こ
と
を
い
う
。

十
廻
向
は
、
救
護
一
切
衆
生
離
相
廻
向
心
、
不
壊
廻
向
心
、
等
一
切

仏
廻
向
心
、
至
一
切
処
廻
向
心
、
無
尽
功
徳
蔵
廻
向
心
、
随
順
平
等

善
根
廻
向
心
、
随
順
等
観
一
切
衆
生
廻
向
心
、
如
相
廻
向
心
、
無
縛
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解
脱
廻
向
心
、
法
界
無
量
廻
向
心
の
十
位
か
ら
成
る
。

１「

救
護
一
切
衆
生
離
相
廻
向
心」

は
、
無
相
の
心
で
衆
生
を

救
護
し
、
衆
生
を
救
護
し
て
い
る
と
い
う
思
い
を
離
れ
る
位
を

く

ご

い
う
。

２「
不
壊
廻
向
心」

は
、
自
分
が
し
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま

ふ

え

に
空
と
観
じ
る
位
を
い
う
。

３「

等
一
切
仏
廻
向
心」

は
、
三
世
の
諸
仏
の
教
え
を
、
常
に
弘ぐ

通
す
る
位
を
い
う
。

づ
う

４「

至
一
切
処
廻
向
心」
は
、
あ
ら
ゆ
る
仏
の
国
土
に
入
っ
て
、

一
切
の
仏
を
供
養
す
る
位
を
い
う
。

５「

無
尽
功
徳
蔵
廻
向
心」

は
、
尽
き
る
こ
と
が
な
い
、
常
住
の

仏
性
の
功
徳
の
教
え
を
、
人
々
に
教
え
る
位
を
い
う
。

６「

随
順
平
等
善
根
廻
向
心」

は
、
中
道
の
無
漏
の
善
行
を
実
践

し
、
善・

悪
は
別
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
観
じ
る
位
を
い
う
。

７「

随
順
等
観
一
切
衆
生
廻
向
心」

は
、
人
々
が
行
う
善・

悪
は

一
つ
の
も
の
で
、
差
異
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
観
じ
る
位

を
い
う
。

８「

如
相
廻
向
心」

は
、
中
道
の
智
慧
に
よ
っ
て
有
と
無
を
照
ら

し
、
す
べ
て
は
仏
法
の
世
界
で
あ
る
と
観
じ
る
位
を
い
う
。

９「

無
縛
解
脱
廻
向
心」

は
、
般
若
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
す
べ
て

は
平
等
で
あ
る
と
観
じ
、
執
着
を
離
れ
る
位
を
い
う
。

化「

法
界
無
量
廻
向
心」

は
、
す
べ
て
は
中
道
で
あ
り
、
無
相
で

あ
る
と
悟
る
位
を
い
う
。
こ
の
位
を
三
賢
、
ま
た
内
凡
位
と
す

さ
ん
げ
ん

る
。

十
廻
向
は
、
無
明
の
惑
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
階
位
で
あ
り
、
ま
だ
中
観
を
成
就
し
た
位
で
は
な
い
。

十
廻
向
は
、
仮
観
か
ら
中
観
に
至
る
途
中
に
あ
る
。
従
っ
て
、
無
明

は
断
ち
尽
く
し
て
い
な
い
か
ら
、
方
便
有
余
土
に
住
す
。
無
明
の
惑

は
、
第
十
の
法
界
無
量
廻
向（

心）

位
に
お
い
て
初
め
て
断
ち
か
か

り
、
次
の
十
地
の
修
行
の
初
地
か
ら
各
地
に
、
中
観
に
よ
っ
て
、
一

部
ず
つ
の
無
明
を
断
っ
て
い
く
。

五

十
地
位

十
地
は
、
よ
く
成
仏
の
智
を
生
じ
、
育
み
、
生
長
さ
せ
、
無
縁
の

大
悲
を
起
こ
し
て
、
一
切
衆
生
を
負
荷
す
る
位
を
い
う
。「

地」

は
、

草
木
を
生
育
さ
せ
る
大
地
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
住
処
の
意

で『

十
住
毘
婆
沙
論』

の
経
題
の
よ
う
に
、「

十
住」

と
も
い
う
。
十

地
は
、
歓
喜
心
地
、
離
垢
心
地
、
明
光
心
地
、
焔
慧
心
地
、
難
勝
心

地
、
現
前
心
地
、
遠
行
心
地
、
不
動
心
地
、
善
慧
心
地
、
法
雲
心
地

の
十
位
か
ら
成
る
。

明
光
心
地
、
焔
慧
心
地
、
現
前
心
地
の
三
地
の
名
は
、

『

菩
薩
瓔
珞

本
業
経』

に
よ
り
、
他
の
七
地
の
名
は
、『

六
十
華
厳
経』

巻
第
二

十
三
に
よ
る
。
そ
の
他
、
智
顗
は
、『

十
地
経
論』

や『

十
住
毘
婆

沙
論』

を
参
考
に
し
た
と
い
わ
れ
る
。

１「

歓
喜
心
地」

は
、
こ
の
位
で
初
め
て
中
道
の
智
を
成
就
し
、

か
ん

ぎ

凡
位
を
捨
て
て
聖
位
に
入
り
、
先
に
方
便
有
余
土
に
お
い
て
受

け
た
、
変
易
生
死
の
死
魔
な
ら
び
に
陰
魔
の
た
め
に
動
か
さ
れ
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ず
、
ま
た
天
魔
に
動
ぜ
ず
、
仏
界
に
証
入
し
て
、
自
利
と
利
他

に
大
い
に
歓
喜
す
る
位
を
い
う
。

２「

離
垢
心
地」

は
、
中
道
の
理
に
住
し
、
九
界
の
衆
生
の
中
に

入
っ
て
も
、
二
辺
の
垢
を
離
れ
て
汚
れ
る
こ
と
の
な
い
位
を
い

う
。

３「

明
光
心
地（

発
行
地）」

は
、
二
辺
の
垢
を
去
っ
て
、
中
道
の

く

智
慧
が
明
ら
か
に
発
す
る
位
を
い
う
。

４「

焔
慧
心
地」
は
、
無
生
法
忍
に
よ
っ
て
、
中
道
の
智
慧
が
一

え
ん

ね

層
明
ら
か
で
あ
る
位
を
い
う
。

５「

難
勝
心
地」

は
、
断
ち
難
い
界
外
の
無
明
の
惑
を
、
こ
と
ご

と
く
空
じ
る
位
を
い
う
。

６「

現
前
心
地」

は
、
こ
れ
よ
り
進
ん
で
、
諸
法
平
等
の
観
に
入

ろ
う
と
し
て
、
何
を
観
じ
て
も
寂
滅
無
二
で
あ
る
位
を
い
う
。

７「

遠
行
心
地」

は
、
界
外
の
別
見
惑
を
断
っ
て
中
道
を
得
、
念

お
ん
ぎ
ょ
う

念
に
遠
く
上
地
に
進
む
位
を
い
う
。

８「

不
動
心
地」

は
、
界
外
の
三
界
の
報
を
捨
て
て
変
易
生
死
を

離
れ
、下
観
無
生
法
忍
に
よ
っ
て
中
道
不
思
議
の
妙
慧
に
入
り
、

中
道
の
妙
慧
に
安
住
し
動
じ
な
い
位
を
い
う
。

９「

善
慧
心
地」

は
、
上
観
無
生
法
忍
に
入
り
、
中
道
無
生
の
善

ぜ
ん

ね

妙
の
智
慧
に
安
住
し
動
じ
な
い
位
を
い
う
。

化「

法
雲
心
地」

は
、
こ
れ
よ
り
以
後
は
、
一
切
の
色
心
の
相
寂

滅
し
、
こ
と
ご
と
く
法
性
と
な
る
。
色
心
の
相
が
寂
滅
す
る
か

ら
、
一
塵
も
法
界
、
一
念
も
法
界
の
全
体
と
な
る
。
こ
れ
を
中

道
第
一
義
諦
の
寂
滅
忍
と
い
う
。
忍
と
は
体
認
の
こ
と
。
こ
こ

に
至
っ
て
中
道
三
昧
が
成
就
し
、十
方
の
諸
仏
の
灌
頂
を
受
け
、

仏
の
職
位
を
受
け
継
ぐ
。
仏
の
位
を
許
さ
れ
て
、
慈
悲
と
智
慧

が
仏
法
の
世
界
を
覆
う
こ
と
が
大
雲
の
よ
う
で
あ
る
位
を
い
う
。

十
地
は
、
無
明
の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
つ
、
十
聖

の
階
位
を
い
う
。
こ
の
十
地
の
内
、
第
二
地
よ
り
は
、
九
地
の
一
地

く

じ

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
一
部
の
無
明
を
断
ち
、
一
部
の
中
道
を
証
る
。
こ

れ
が
見
道
の
位
で
、
聖
位
に
証
入
す
る
。
任
運
無
功
用
の
位
、
百
界

作
仏
し
、
八
相
成
道
し
て
衆
生
を
利
益
し
、
実
報
無
障
礙
土
に
入
る
。

つ
ま
り
、
十
地
に
入
っ
て
、
中
観
を
修
行
実
践
し
て
、
一
部
の
無
明

を
破
し
、
一
部
の
法
身・

般
若・

解
脱（

如
来
蔵
の
相
貌
、
性
徳
の

智
慧・

第
一
義
空
、
中
道
法
性
の
理）

の
三
徳
を
顕
わ
す
。

な
お
十
地
は
、『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

で
は
、
無
量
心
地・

善
心

地・

明
光
心
地・

焔
慧
心
地・

大
勝
心
地・

現
前
心
地・

無
生
心
地・

不
思
議
心
地・

慧
光
心
地・

受
位
心
地
と
あ
り
、『

華
厳
経』

に
は
、

歓
喜
地
、
離
垢
地
、
明
地
、
焔
地
、
難
勝
地
、
現
前
地
、
遠
行
地
、

不
動
地
、
善
慧
地
、
法
雲
地
と
あ
る
。

六

等
覚
位

等
覚
位
の
等
覚
は
、
等
正
で
あ
る
覚
の
意
の
等
正
覚
、
普
く
真
実

を
悟
り
、
諸
仏
の
悟
り
の
内
容
が
等
し
い
こ
と
を
い
う
。
等
覚
位
は
、

仏
に
等
し
い
位
、
妙
覚
に
隣
る
位
を
い
い
、
仏
の
一
歩
手
前
の
入
法

界
心
に
あ
る
階
位
を
い
う
。
つ
ま
り
、
別
教
の
行
位
の
第
五
の
十
地

の
第
十
法
雲（

心）

地
の
後
心
に
、
空・

仮・

中
の
三
観
を
用
い
て
、
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残
る
一
部
の
無
明
の
惑
を
断
つ
位
で
あ
る
。
す
で
に
天
魔・

陰
魔・

煩
悩
魔
の
三
魔
を
断
ち
尽
く
し
て
い
る
が
、
な
お
変
易
の
一
部
の
死

魔
が
残
る
。
だ
か
ら
、
妙
覚
に
至
る
に
は
、
な
お
一
生
を
要
す
る
。

従
っ
て
、
な
お
一
部
の
無
明
を
残
し
て
い
る
か
ら
、
妙
覚
か
ら
観

れ
ば
、
ま
だ
菩
薩
で
あ
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。
だ
か
ら
等
覚
を
、
金

剛
の
よ
う
に
堅
固
な
心
で
、あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
打
ち
破
る
こ
と
か
ら
、

金
剛
心
の
菩
薩
と
も
、
汚
れ
を
離
れ
て
清
浄
な
こ
と
か
ら
、
無
垢
地

の
菩
薩
と
も
、
現
在
の
一
生
を
過
ぎ
て
仏
の
処
を
補
っ
て
仏
と
な
る

こ
と
か
ら
、
一
生
補
処
の
菩
薩
と
も
い
う
。
妙
覚
の
仏
陀
を
無
上
士

ふ

し
ょ

と
す
る
の
に
対
し
て
、
な
お
上
位
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
有
上
士
と
も

い
い
、
仏
の
一
歩
手
前
の
入
法
界
心
に
あ
る
か
ら
、
等
覚
仏
と
も
い

う
。十

地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
、
中
観
に
よ
っ
て
一
部
ず
つ
の
無
明
の

惑
を
断
ち
、
合
わ
せ
て
、
十
部
の
無
明
の
惑
を
断
っ
て
き
た
が
、
仏

と
等
し
い
別
教
の
等
覚
位
で
は
、
更
に
残
る
一
部
の
無
明
の
惑
を
、

空・

仮・

中
の
三
観
に
よ
っ
て
断
ち
尽
く
し
て
、
仏
の
妙
覚
位
へ
と

進
む
。

七

妙
覚
位

妙
覚
位
は
、
別
教
の
行
位
の
第
六
の
等
覚
位
に
お
い
て
修
行
実
践

す
る
観
智
が
、
金
剛
の
よ
う
に
鋭
く
、
最
後
の
一
心
に
お
い
て
、
更

に
残
る
一
部
の
無
明
の
惑
を
断
ち
尽
く
し
、
無
明
の
惑
の
習
気
を
も

断
ち
尽
く
し
て
、
仏
果
に
あ
る
階
位
を
い
う
。
妙
覚
の
位
に
至
っ
た

仏
は
、
常
寂
光
土
で
あ
る
蓮
華
蔵
世
界
に
住
し
、
形
は
、
蓮
華
の
よ

う
に
十
方
法
界
を
包
含
す
る
。
七
宝
の
菩
提
樹
の
下
の
大
宝
華
王
座

に
坐
し
、
円
満
の
報
身
を
現
わ
す
。

な
お
、
仮
か
ら
空
に
入
る
従
仮
入
空
観
と
呼
ば
れ
る「

空
観」

、
空

か
ら
仮
に
出
る
従
空
出
仮
観
と
呼
ば
れ
る「

仮
観」

、
前
の
二
観
を

そ
れ
ぞ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず
に
並
べ
て
用
い
る
中
道
第
一
義
諦
観
と
呼

ば
れ
る「

中
観」

と
い
う
、
空・

仮・

中
の
三
観
を
次
第
に
、
順
序

に
修
行
実
践
す
る
、
別
教
の
鈍
根
の
菩
薩
の
た
め
に
、
無
量
の
四
諦

を
始
め
、
別
教
の
因
縁
仮
名
、
仏
性
の
理
、
常
住
三
宝
な
ど
を
説
く

の
は
、
こ
の
妙
覚
位
に
あ
る
仏
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

妙
覚
位
は
、
煩
悩
を
永
遠
に
断
ち
切
っ
て
、
智
慧
が
円
か
に
具
わ

り
、
心
の
障
害
を
断
っ
た
悟
り
の
極
致
の
、
断
証
究
竟
の
寂
滅
心
に

あ
る
階
位
を
い
う
。

つ
ぎ
に
、
参
考
ま
で
に
、
修
行
の
階
位
の
異
説
に
つ
い
て
記
し
て

お
く
こ
と
に
し
た
い
。

『

六
十
華
厳
経』

は
、
十
住・

十
行・

十
廻
向・

十
地・

妙
覚
の
四

十
一
位
を
説
く
。

『

金
光
明
経』

は
、
十
地・

仏
果
の
十
一
位
を
説
く
。

『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

は
、
十
住・

十
行・

十
廻
向・

十
地・

等
覚

（

無
垢）・

妙
覚
の
四
十
二
位
と
十
信
を
説
く
。

『

勝
天
王
般
若
経
波
羅
蜜
経』

は
、
十
地
を
説
く
。

『

仁
王
般
若
経』

は
、
十
信・

十
住・

十
行・

十
廻
向・

十
地・

妙

覚
の
五
十
一
位
を
説
く
。

『
南
本
大
般
涅
槃
経』

は
、
五
行
を
明
か
す
。
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『

法
鏡
論』

は
、
十
信・

十
住・

十
行・

十
廻
向・

十
地・

等
覚・

妙
覚
の
五
十
二
位
を
説
く
。

天
台
で
は
、
凡
聖
同
居
土・

方
便
有
余
土・

実
報
無
障
礙
土・

常

寂
光
土
の
四
土
を
立
て
る
。

１「
凡
聖
同
居
土（

同
居
土）」

は
、
欲
界・

色
界・

無
色
界
の
界

内
の
対
象
の
世
界
で
あ
り
、
凡
夫
と
聖
者
と
が
共
に
住
む
土
を

い
う
。

２「

方
便
有
余
土（
方
便
土）」

は
、
方
便
道
で
あ
る
空
観
と
仮
観

を
修
め
て
、
三
界
に
生
ま
れ
る
因
で
あ
る
見
思
の
二
惑
は
断
っ

た
が
、
塵
沙
の
惑
と
無
明
の
惑
と
を
断
っ
て
い
な
い
た
め
に
、

界
外
の
変
易
生
死
を
受
け
る
蔵
教
の
二
乗
、
通
教
の
三
乗
、
別

教
の
三
十
心
の
菩
薩
な
ど
が
生
ま
れ
る
、
界
外
の
土
を
い
う
。

３「

実
報
無
障
礙
土（

実
報
土）」

は
、
真
実
の
法
で
あ
る
中
観
を

修
め
て
、
無
明
を
断
っ
た
別
教
の
初
地
、
円
教
の
初
住
以
上
の

菩
薩
が
生
ま
れ
る
、
界
外
の
土
を
い
う
。

４「

常
寂
光
土（

寂
光
土）」

は
、
仏
果
を
悟
っ
た
仏
が
存
在
す
る

界
外
の
土
で
、
如
々
法
界
の
理
に
外
な
ら
ず
身
土
不
二
で
あ
る

土
を
い
う
。

三
論
宗
で
は
、
仏
の
教
化
す
る
国
土
を
仏
土
と
名
づ
け
、
凡
聖
同

居
土・

大
小
同
居
土・

独
菩
薩
所
住
土・

諸
仏
独
居
土
の
四
位
が
あ

る
と
す
る
。

な
お
、

『

梵
網
経』

で
立
て
る
仏
土
は
、
蓮
華
蔵
世
界
で
あ
る
。
蓮

華
蔵
世
界
は
、
千
葉
の
大
蓮
華
か
ら
な
り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
葉
の
一

世
界
に
、
百
億
の
須
弥
山・

四
天
下・

南
閻
浮
提
な
ど
の
世
界
が
あ

り
、
毘
廬
舎
那
仏
が
、
そ
れ
ら
の
本
源
と
し
て
蓮
華
台
の
上
に
坐
し
、

自
身
を
変
化
さ
せ
て
、
千
体
の
釈
迦
と
な
っ
て
千
葉
の
一
々
の
葉
の

上
に
拠
り
、
千
の
釈
迦
は
更
に
百
億
の
菩
薩
釈
迦
と
な
っ
て
、
南
閻

浮
提
菩
提
樹
下
で
説
法
す
る
と
す
る
。

『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

二
巻
、『

大
正
蔵』

第
二
十
四
巻
に
収
蔵
。

姚
秦
建
元
十
二
年（

三
七
六）

～
十
四
年（

三
七
八）

、
前
秦
の
竺

仏
念
の
訳
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
近
年
で
は
、
五

－

六
世
紀
頃
に
中
国

で
撰
述
さ
れ
た
と
す
る
説
が
、
大
勢
を
占
め
て
い
る
。

『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

は
、
略
し
て
瓔
珞
本
業
経
、
瓔
珞
経
、
本
業

経
、
菩
薩
瓔
珞
経
と
呼
ば
れ
る
。
名
が
示
す
よ
う
に
、
菩
薩
の
本
業
、

す
な
わ
ち
、
菩
薩
行
の
本
筋
を
開
顕
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
生
ま

れ
た
経
で
あ
る
。
菩
薩
行
の
本
筋
は
、
十
住・

十
行・

十
廻
向・

十

地・

等
覚（

無
垢）・

妙
覚
と
次
第
し
て
展
開
さ
れ
て
い
く
、
心
境・

心
地
に
眺
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
主
要
部
の
多
く

は
四
十
二
賢
聖
の
心
境・

心
地
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
と
関
連
し
て
、
初
住
に
入
る
前
に
十
信
の
行
願
が
あ
る
と
し
、
十

順
名
字
の
菩
薩
、
信
想
の
菩
薩
、
仮
名
の
菩
薩
な
ど
の
名
を
与
え
て
、

詳
し
く
説
示
さ
れ
て
い
る
。

十
信
を
四
十
二
賢
聖
に
加
え
れ
ば
五
十
二
位
と
な
る
の
で
、
智
顗

は
、「

瓔
珞
の
五
十
二
位
は
名
義
整
足
す
。
恐
ら
く
は
是
れ
諸
の
大

乗
方
等
別
円
の
位
を
結
べ
る
も
の
な
ら
ん」

と
推
定
し
、
菩
薩
の
行

位
の
最
も
完
備
し
た
も
の
と
し
て
、
こ
れ
に
倣
っ
た
。
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『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

に
注
目
し
た
人
は
、
智
顗
が
最
初
で
あ
る
。

智
顗
は
、
こ
の
経
を
か
な
り
重
要
視
し
、
従
仮
入
空
観・

従
空
出
仮

観・
中
道
第
一
義
諦
観
か
ら
成
る
三
観
説
は『

法
華
玄
義』

第
三
下

に
、
五
十
二
位
説
は
同
第
四
下
お
よ
び『

四
教
義』

第
九
に
、
心
無

尽
説
は『
摩
訶
止
観』

第
四
上
な
ど
に
引
い
て
お
り
、
天
台
教
学
の

重
要
な
思
想
を
形
成
し
て
い
る
。
下
巻
に
お
い
て
、
菩
薩
の
戒
に
つ

い
て
詳
し
く
説
く
点
が
、
智
顗
や
法
蔵
ら
に
注
目
さ
れ
、
中
国
の
仏

教
で
は
、
こ
の
経
を
大
乗
律
蔵
の
中
に
数
え
て
い
る
。

こ
の
経
は
、

『

六
十
華
厳
経』

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
が
、
他

に
、『

菩
薩
本
業
経』『

梵
網
経』『

仁
王
般
若
経』『

地
持
論』『

優

婆
塞
戒
経』

な
ど
と
関
係
が
深
い
。

（

124）

究
竟
円
証
の
六
妙
門
＝「

究
竟
円
証」

は
、
既
出
の
第
十
証
相

六
妙
門
の
真
実
証
相
の
通
に
対
す
の
、「
究
竟
証」

の
円
証
の
法
門

を
い
う
。

第
十
証
相
六
妙
門
の
真
実
証
相
の
通
に
対
す
の「
初
証」

で
は
、

初
発
心
の
初
住
位
に
お
い
て
、「

般
若
の
正
慧
を
得
、
如
来
蔵
を
開

き
、
真
の
法
身
を
顕
わ
し
、
首
楞
厳
を
具
え
、
明
ら
か
に
仏
性
を
見
、

大
涅
槃
に
住
し
、
法
華
三
昧・

不
思
議
の
一
実
の
境
界
に
入」
る
。

続
く「

中
証」

で
は
、
初
住
位
を
除
く
二
住
か
ら
十
住
ま
で
の
九

住
位
に
お
い
て
、
空
観
に
よ
っ
て
見
思
の
二
惑
を
断
ち
、
微
細
な
化

道
障
の
惑
と
著
空
の
惑
で
あ
る
塵
沙
の
惑
を
、
界
内
に
断
ち
、
界
外

に
伏
す
。

十
行
位
に
お
い
て
、
仮
観
に
よ
っ
て
、
界
外
の
塵
沙
の
惑
を
断
ず
。

十
廻
向
位
に
お
い
て
、
仮
観
か
ら
中
道
の
理
観
に
向
か
い
、
非
有

非
空・

亦
有
亦
空
の
理
に
迷
う
界
外
の
無
明
の
惑
を
伏
す
。

十
地
位
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
中
観
に
よ
っ
て
、
非
有
非
空・

亦
有
亦
空
の
理
に
迷
う
、
界
外
の
無
明
の
惑
を
一
部
ず
つ
断
ち
、
一

部
ず
つ
の
法
身・

般
若・

解
脱
の
三
徳
を
現
わ
す
。

そ
し
て
、
等
覚
位
に
お
い
て
、
絶
対
的
世
界
に
体
達
す
る
空・

仮・

中
の
三
観
に
よ
っ
て
、
最
後
に
残
る
一
部
の
界
外
の
無
明
の
惑
を
断

ち
、
仏
の
一
歩
手
前
に
あ
る
去
仏
一
等
の
悟
り
の
境
地
に
あ
る
。

「

究
竟
証」

は
、
等
覚
位
に
残
る
一
部
の
界
外
の
無
明
の
惑
を
断

ち
、
菩
薩
究
極
の
悟
り
の
境
地
に
あ
る
断
証
究
竟
の
一
切
を
完
全
に

具
え
て
、
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
悟
り
の
様
相
を
い
う
。

「

円
証」

は
、
こ
こ
で
は
次
第
に
積
み
重
ね
て
、
至
り
得
た
別
教
の

円
頓
証
を
い
い
、
一
切
を
完
全
に
具
え
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
悟

り
の
様
相
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
心
の
障
害
を
断
っ
て
悟
り
を
得
、
悟
り
を
極
め

尽
く
し
て
円
か
で
欠
け
る
と
こ
ろ
の
な
い
断
証
究
竟
の
、「

究
竟
円

証
六
妙
門」

を
い
う
。
究
竟
円
証
の
六
妙
門
は
、
利
根
の
大
士
で
あ

る
、
勝
れ
た
菩
薩
の
修
行
者
の
証
相
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
利
根
の
大

士
で
あ
る
勝
れ
た
菩
薩
の
修
行
者
の
証
相
で
あ
る
が
、
円
教
が
い
う

円
融
円
頓
の
証
相
で
は
な
い
。
円
教
が
い
う
円
融
円
頓
の
証
相
は
、

『

法
華
経』

だ
け
を
裏
打
ち
と
し
、『

法
華
経』

に
の
み
に
依
る
も
の

で
あ
り
、『

摩
訶
止
観』

に
説
く
。
円
教
の
円
頓
と
別
教
の
円
頓
と

は
、
大
き
な
懸
隔
が
あ
り
、
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
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『

六
妙
法
門』

で
い
う
円
頓
は
、
智
顗
の
教
説
の
中
で
、
最
初
に
説

か
れ
た
円
頓
で
あ
る
が
、
円
教
で
説
く
究
極
の
円
融
円
頓
を
い
う
の

で
は
な
い
。
後
に
完
成
さ
れ
る
五
時
八
教
の
蔵・

通・

別・

円
の
化

法
の
四
教
に
当
て
は
め
れ
ば
、
別
教
に
相
当
す
る
円
頓
を
い
う
。
す

な
わ
ち
、
仏
に
な
る
一
歩
手
前
に
あ
る
利
根
の
大
士
で
あ
る
勝
れ
た

菩
薩
の
円
頓
、
す
な
わ
ち
、
化
法
の
四
教
の
第
三
の
別
教
の
円
頓
を

い
う
。
こ
こ
で
の「
円
証」

は
、
別
教
の
円
頓
証
で
あ
る
が
、
現
象

し
存
在
す
る
す
べ
て
が
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
な
い
無
実

体
で
あ
り
な
が
ら
、
現
象
し
存
在
す
る
す
べ
て
が
相
関
関
係
に
あ
っ

て
、
親
が
子
に
、
子
が
孫
に
続
く
よ
う
に
、
関
係
し
あ
っ
て
い
る
不

思
議
さ
を
あ
ら
わ
す
。
円
証
の
円
は
、
更
に
生
き
と
し
生
け
る
も
の

の
心
が
本
来
、
円
か
で
平
等
な
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る「

円
相」

の

円
を
も
い
う
。

（

125）

後
心
の
菩
薩
＝
一
般
的
に
は
、
初
心
の
菩
薩
は
、
六
年
の
苦
行

の
後
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
の
菩
提
樹
の
下
で
、
悪
魔
で
象
徴
さ
れ
る
、

自
我
が
造
り
出
し
続
け
て
止
ま
な
い
妄
想
を
克
服
し
て
悟
り
を
開
き
、

仏
陀
の
位
に
至
っ
た
釈
尊
の
こ
と
を
い
う
。
中
心
の
菩
薩
は
、
降
魔

成
道
後
初
め
て
鹿
野
苑
で
五
人
の
比
丘
に
説
法
し
た
後
、
四
十
五
年

間
に
わ
た
っ
て
教
化
し
続
け
た
釈
尊
の
こ
と
を
い
う
。
後
心
の
菩
薩

は
、
八
十
歳
で
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
城
外
の
沙
羅
双
樹
の
下
で
、
最
後
の

説
法
を
終
わ
っ
て
肉
身
を
滅
し
た
釈
尊
の
こ
と
を
い
う
。

ま
た
、
後
心
は
、
初
心
が
初
発
心
住
で
あ
る
か
ら
、
十
住
の
第
二

位
の
二
住
以
後
を
い
っ
た
り
、
降
魔
成
道
以
後
を
い
っ
た
り
、
無
余

依
涅
槃
を
い
っ
た
り
す
る
。
こ
こ
で
は
後
心
の
菩
薩
は
、
中
証
の
最

後
の
等
覚
位
に
あ
る
菩
薩
の
修
行
者
と
取
る
。

仏
陀
の
悟
り
は
、
初
証
も
中
証
も
後
証
も
全
く
違
い
が
な
く
、
同

じ
悟
り
で
あ
る
と
さ
れ
る
。『

六
十
華
厳
経』

巻
第
八・

梵
行
品
で

は
、「

初
発
心
の
時
、
便
ち
正
覚
を
成
ず」（『

大
正
蔵』

九・

四
四

九
ｃ）

と
、
初
心
成
道
を
説
く
。
便
成
正
覚
と
は
、
仏
と
同
じ
八
相

成
道
の
は
た
ら
き
を
起
こ
す
こ
と
を
い
う
。
勿
論
、
ま
だ
全
く
仏
と

同
等
の
位
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
す
で
に
八
相
成
道
を
あ
ら
わ

し
、
一
部
の
無
明
を
断
っ
て
一
部
の
中
道
を
証
り
、
一
部
仏
と
等
し

い
位
に
至
る
の
で
あ
る
か
ら
、
初
発
心
時
は
初
住
の
位
と
な
る
。
こ

の
位
は
、
別
教
の
初
住
で
な
く
て
、
円
教
の
初
住
位
で
あ
る
。
別
教

の
初
住
位
は
、
わ
ず
か
に
見
思
の
二
惑
の
中
で
、
見
惑
だ
け
を
断
つ

の
に
対
し
て
、
円
教
で
は
初
住
位
か
ら
無
明
の
惑
を
断
っ
て
法
身
の

大
士
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

イ
ン
ド
で
は
、
日
々
の
生
活
が
、
煩
悩
の
起
こ
り
に
く
い
状
況
に

あ
っ
た
。
し
か
し
中
国
で
は
、
日
々
の
生
活
に
煩
悩
が
起
こ
り
易
い

状
況
に
あ
っ
た
。
仏
教
は
皇
帝
と
手
を
結
ん
だ
。
長
安
城
内
に
あ
る

大
興
善
寺
は
、
官
寺
で
あ
り
、
国
家
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
寺
で

あ
っ
て
絶
大
な
る
権
威
を
誇
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
寺
も
、
大
き
な
寺

領
を
持
ち
、
経
済
的
に
も
豊
か
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
は
、
中

国
の
仏
教
は
、
修
行
に
よ
っ
て
、
悟
り
と
い
う
特
殊
な
世
界
に
入
る

こ
と
を
説
き
、
悟
り
を
得
た
人
は
、
特
殊
な
世
界
に
入
っ
た
人
で
あ

る
と
す
る
風
潮
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
武
帝
に
よ
る
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徹
底
的
な
廃
仏
が
起
き
る
必
然
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
中
国
に
伝
来

し
た
諸
経
論
は
、
イ
ン
ド
で
の
成
立
の
順
序
を
無
視
し
、
順
不
同
に

流
入
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
違
い
が
あ
っ
て
、
イ
ン
ド
で
は
初
心
成
仏
が
説

か
れ
、
釈
尊
成
道
の
初
心・

中
心・

後
心
は
、
全
く
同
じ
悟
り
で
あ

る
と
説
か
れ
た
が
、
中
国
で
は
実
際
の
修
行
に
は
、
浅
い
深
い
の
浅

深
が
あ
っ
た
か
ら
、
実
際
の
修
行
の
浅
深
次
第
に
従
っ
て
、
教
え
に

も
浅
深
次
第
を
つ
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
教
相
判
釈
で
は
、
釈
尊

一
代
の
説
法
の
順
序
を
分
類
し
て
五
時
に
分
け
、
教
え
導
く
形
式
方

法
か
ら
四
種
と
し
、
人
々
の
性
質
や
能
力
に
応
じ
て
教
え
導
い
た
教

理
内
容
か
ら
四
種
の
教
え
を
立
て
、
諸
経
論
の
説
を
三
面
か
ら
批
判

し
整
理
し
た
。
こ
の
代
表
が
、
智
顗
の
五
時
八
教
で
あ
る
。
五
時
で

は
、
華
厳
時・

鹿
苑
時・

方
等
時・

般
若
時・
法
華
涅
槃
時
を
立
て
、

八
教
で
は
、
頓・

漸・

秘
密・

不
定
の
化
儀
の
四
教
と
、
蔵・

通・

別・

円
の
化
法
の
四
教
を
立
て
た
。
中
国
仏
教
の
第
一
歩
は
、
こ
の

教
相
判
釈
に
始
ま
る
。
従
っ
て
、
浅
深
次
第
な
し
で
は
、
中
国
の
仏

教
は
一
歩
も
前
へ
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
、
後
心
の
菩
薩
を
、
中
証
の
最
後
の
等
覚
位
に
あ
る
菩
薩

の
修
行
者
と
取
る
理
由
が
存
在
す
る
。

（

126）

茶（

荼）

字
門
に
入
り
＝
荼
字
門
の「

荼」

は
、
一
般
的
に

（

マ
マ）

は
、
四
十
二
字
門
の
最
後
の
文
字

d
h
a

、
上
声
の

d
a

の
音
写

語
を
い
う
。『

瑜
伽
金
剛
頂
経』

釈
字
母
品
で
は
執
持
、
す
な
わ
ち
、

信
仰
心
や
精
神
統
一
し
た
心
が
堅
牢
で
あ
り
、
金
剛
の
よ
う
に
坐
っ

て
い
る
こ
と
を
い
い
、
滅
穢
の
境
界
の
音
と
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
果
て
の
果
て
ま
で
極
め
尽
く
し
、
悟
り
尽
く
し
た
無

上
至
極
の
意
の「

究
竟・

辺
竟」

の
意
で
あ
り
、
究
極
の
清
浄
で

あ
っ
て
、「

言
語
道
断・

心
行
処
滅」

、
つ
ま
り
、
言
語
を
絶
し
、
思

慮
を
超
え
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
超
え
た
悟
り
の
境
地
は
存
在
し

な
い
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
菩
薩
の
位
を
極
め
る
こ
と
の
意
と
取

る
。
荼
字
門
に
入
れ
ば
、
等
覚
位
に
残
る
一
部
の
無
明
の
惑
も
消
え

失
せ
て
、
現
実
に
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
し
つ
つ
あ
る
お
の
れ
の
心
を
突

き
つ
め
て
、
そ
の
本
源
を
覚
知
す
る
、
口
や
文
字
で
は
表
わ
す
こ
と

が
で
き
な
い
、
菩
薩
究
極
の
悟
り
の
境
地
に
入
る
こ
と
を
い
う
。

四
十
二
字
門
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
四
十
二
の
文
字
の
一
つ

ひ
と
つ
に
、
一
切
法
空
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
教
え
で
、
文
字
に

よ
っ
て
意
味
を
説
く
か
ら
字
門
と
い
う
。
四
十
二
字
門
は
、『

大
智

度
論』

巻
第
八
十
九
や『

華
厳
経』

巻
第
五
十
七
な
ど
に
説
か
れ
、

四
十
二
字
陀
羅
尼
門
と
も
呼
ぶ
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
文
字
陀
羅
尼
で

あ
っ
て
、
悉
曇
五
十
字
門
の
よ
う
に
、
字
母
な
ど
を
説
く
の
が
目
的

で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
文
字
の
配
列
も
五
十
字
門
の
よ
う
に
整
然
と

し
て
お
ら
ず
、
母
音
字
十
五
と
子
音
字
四
を
欠
き
、
別
に
合
成
語
の

重
字
十
一
を
加
え
て
い
る
。
四
十
二
字
般
若
波
羅
蜜
法
門
、
悉
雲
四

十
二
字
門
と
同
義
で
あ
る
。

『

大
品
般
若
経』

巻
第
五・

広
乗
品
第
十
九（『

大
正
蔵』

八・

二

五
六
ａ

－

ｂ）

に
よ
れ
ば
、
四
十
二
字
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
一
切

法
空
の
意
味
が
あ
る
。
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１
阿a

＝
阿
字
門
は
、
一
切
法
の
初
不
生
の
故
な
り
。

２
羅ra

＝
羅
字
門
は
、
一
切
法
の
離
垢
の
故
な
り
。

３
波p

a

＝
波
字
門
は
、
一
切
法
の
第
一
義
の
故
な
り
。

４
遮ca

＝
遮
字
門
は
、
一
切
法
は
つ
い
に
不
可
得
の
故
に
、
諸

法
は
不
終
不
生
の
故
な
り
。

５
那n

a
＝
那
字
門
は
、
諸
法
の
名
を
離
れ
、
性
相
は
不
得
不
失

の
故
な
り
。

６
邏la

＝
邏
字
門
は
、
諸
法
の
世
間
を
度
す
故
に
、
ま
た
愛
支
因

縁
滅
の
故
な
り
。

７
陀d

a

＝
陀
字
門
は
、
諸
法
の
善
心
を
生
じ
る
故
に
、
ま
た
施

相
の
故
な
り
。

８
婆b

a

＝
婆
字
門
は
、
諸
法
の
婆
字
を
離
れ
る
が
故
な
り
。

９
荼d

a

＝
荼
字
門
は
、
諸
法
の
荼
字
を
浄
ず
る
が
故
な
り
。

化
沙sa

＝
沙
字
門
は
、諸
法
の
六
自
在
の
王
性
を
清
浄
に
す
る
が

故
な
り
。

仮
和va

＝
和
字
門
は
、
諸
法
の
言
語
道
断
に
入
る
が
故
な
り
。

何
多ta

＝
多
字
門
は
、
諸
法
の
如
相
の
不
動
に
入
る
が
故
な
り
。

伽
夜ya

＝
夜
字
門
は
、
諸
法
の
如
実
の
不
生
に
入
る
が
故
な
り
。

価
咤sta

＝
咤
字
門
は
、諸
法
の
折
伏
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

佳
迦ka

＝
迦
字
門
は
、諸
法
の
作
者
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

加
娑sa

＝
娑
字
門
は
、
諸
法
の
時
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

諸
法
の
時
来
れ
ば
転
ず
る
の
故
な
り
。

可
磨m

a

＝
磨
字
門
は
、諸
法
の
我
所
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

嘉
伽ga

＝
伽
字
門
は
、諸
法
の
去
者
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

夏
他th

a

＝
他
字
門
は
、諸
法
の
処
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

嫁
闍th

a

＝
闍
字
門
は
、諸
法
の
生
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

家
蒟sva

＝
蒟
字
門
は
、
諸
法
の
蒟
字
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な

り
。

寡
駄dh

a

＝
駄
字
門
は
、諸
法
の
性
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

科

sa

＝

字
門
は
、
諸
法
の
定
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

暇

kn
a

＝

字
門
は
、
諸
法
の
虚
空
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な

り
。

果
叉ksa

＝
叉
字
門
は
、諸
法
の
尽
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

架

sta

＝

字
門
は
、
諸
法
の
有
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

歌
若jn

a

＝
若
字
門
は
、諸
法
の
智
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

河

rth
a

＝

字
門
は
、
諸
法
の

字
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な

り
。

珂
婆b

h
a

＝
婆
字
門
は
、
諸
法
の
破
壊
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な

り
。

禍
車ch

a

＝
車
字
門
は
、諸
法
の
欲
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

影
の
ご
と
く
、
五
陰
も
ま
た
不
可
得
の
故
に
。

禾
摩sm

a

＝
摩
字
門
は
、
諸
法
の
摩
字
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な

り
。

稼
火h

va

＝
火
字
門
は
、諸
法
の
喚
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

箇
嗟tsa

＝
嗟
字
門
は
、諸
法
の
嗟
字
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

花
伽gh

a

＝
伽
字
門
は
、諸
法
の
厚
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。



─ ─198

天
台『

六
妙
法
門』

の
研
究（

九）

－

二（

大
野）

苛
他th

a

＝
他
字
門
は
、諸
法
の
処
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

茄
拏n

a

＝
拏
字
門
は
、
諸
法
の
不
来
不
去
不
立
不
坐
不
臥
に
入

る
が
故
な
り
。

荷
頗p

h
a

＝
頗
字
門
は
、諸
法
の
遍
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

華
歌ska
＝
歌
字
門
は
、諸
法
の
聚
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

菓

ysa
＝

字
門
は
、
諸
法
の

字
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な

り
。

蝦
遮sca

＝
遮
字
門
は
、諸
法
の
行
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

課
咤ta

＝
咤
字
門
は
、
諸
法
の
傴
の
不
可
得
に
入
る
が
故
な
り
。

嘩
荼d

h
a

＝
荼
字
門
は
、
諸
法
の
辺
境
処
に
入
る
が
故
に
、
不
終

不
生
な
り
。
荼
を
過
ぎ
て
字
の
説
く
べ
き
な
し
。

（

127）

一
念
相
応
の
慧
を
得
て
＝「

一
念」
は
、
大
脳
が
造
り
出
す
、
迷

い
の
自
我
心
が
は
た
ら
く
方
向
、
す
な
わ
ち
、
地
獄・

餓
鬼・

畜
生・

修
羅・

人
間・

天
上
と
い
う
六
界
で
象
徴
さ
れ
る
自
我
心
が
造
り
出

し
て
止
ま
な
い
、
悪
の
方
向
に
あ
る
造
作
し
た
心
を
い
う
。

「

一
心」

は
、
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
す
わ
り
、
自
我
心
が
は
た
ら
か

な
い
悟
り
の
方
向
、
す
な
わ
ち
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩・
仏
と
い
う

四
聖
で
象
徴
さ
れ
る
、
善
の
方
向
に
あ
る
集
中
し
た
心
を
い
う
。

「

相
応」

は
、
真
実
直
参
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
大
脳
が
造
り
出
す

一
念
が
、
自
我
心
を
出
す
余
地
が
な
い
ほ
ど
ぴ
っ
た
り
と
、
悟
り
の

本
来
心
で
あ
る
一
心
と
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

「

慧」

は
、
智
慧
を
い
う
。
本
来
の
自
己
が
、
本
来
具
え
て
い
る
智

慧
を
い
う
。
智
慧
は
、
本
来
の
自
己
が
本
来
具
え
て
い
る
智
慧
で
あ

る
が
、
人
は
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
根
の
は
た
ら
き
に

よ
っ
て
自
我
心
を
造
り
、
造
っ
た
自
我
心
が
燃
え
盛
り
、
燃
え
盛
る

自
我
心
が
本
来
の
自
己
が
本
来
具
え
て
い
る
智
慧
を
覆
い
隠
し
て
し

ま
う
。
だ
か
ら
、
本
来
の
智
慧
は
、「

一
念
相
応」

に
よ
っ
て
流
れ

出
る
だ
け
で
あ
る
が
、
人
は
、
本
来
の
智
慧
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
。
だ
か
ら
、
改
め
て「

得
る」

の
意
で「

得」

が
使
わ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
空・

仮・

中
の
三
観
に
よ
っ
て
、
最
後
に
残
る

等
覚
位
の
一
部
の
無
明
の
惑
を
断
じ
、
日
常
の
一
瞬
の
迷
い
心
の
は

た
ら
き
で
あ
る
介
爾
陰
妄
の
一
念
を
、
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
す
わ
る

本
来
の
悟
り
の
一
心
に
よ
っ
て
包
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
流
れ
出

る
智
慧
に
ぴ
っ
た
り
と
直
結
さ
せ
る
の
意
を
い
う
。

「

一
念」

は
、
介
爾
の
一
念・

陰
妄
の
一
念・

介
爾
陰
妄
の
一
念・

け

に

お
ん
も
う

現
前
陰
妄
の
一
念
な
ど
と
も
い
う
。
介
爾
陰
妄
の
一
念
は
、
わ
れ
わ

れ
凡
夫
が
、
現
実
に
起
こ
す
日
常
の
か
す
か
で
弱
い
、
迷
い
の
一
お

も
い
の
心
で
あ
り
、
自
我
心
が
つ
く
り
出
す
造
作
し
た
心
で
あ
る
。

従
っ
て
一
念
は
、
三
千
の
数
で
表
わ
さ
れ
る
現
象
し
存
在
す
る
一
切

を
完
全
に
包
摂
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
千
の
数
は
、
迷
っ
て
い
る
者
も
悟
っ
て
い
る
者
も
含
め
た
、
す

べ
て
の
境
地
で
あ
る
、
地
獄・

餓
鬼・

畜
生・

修
羅・

人
間・

天
上・

声
聞・

縁
覚・

菩
薩・

仏
の
、
十
界・

十
法
界
の
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い

に
具
わ
り
合
っ
て
百
界
と
な
り
、
そ
の
百
界
が
実
相
に
十
種
の
面

（

十
如
是）

を
具
え
て
い
る
か
ら
千
と
な
り
、
千
が
、
物
と
心
と
の

関
わ
り
合
い
の
境
地（

衆
生
世
間）

と
、
さ
ら
に
人
間
が
住
む
場
所・
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環
境（

国
土
世
間）

と
、
人
間
の
存
在
を
構
成
す
る
要
素（

五
陰
世

間）

と
の
、
三
種
の
世
間
に
わ
た
る
か
ら
三
千
と
な
る
。
三
千
の
数

で
表
わ
さ
れ
る
一
切
の
現
象
、
宇
宙
の
一
切
の
す
が
た
が
、
一
念
の

中
に
完
全
に
具
わ
る
の
は
、
一
念
が
ま
さ
に
造
作
し
た
心
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
一
念
は
、
か
す
か
で
弱
く
わ
ず
か
な
介
爾
の
中
に
、
無

尽
蔵
の
迷
妄
の
五
陰
で
あ
る
陰
妄
の
カ
ル
マ
一
切
を
、
摂
取
し
尽
く

し
て
い
る
一
お
も
い
の
心
で
あ
る
と
い
え
る
。

「

一
心」

は
、
心
に
生
起
し
て
止
ま
な
い
自
我
心
に
塗
れ
た
煩
悩
を

対
治
す
る
た
め
に
、
心
を
統
一
し
集
中
し
て
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
置

き
、
散
乱
す
る
自
我
心
を
真
正
面
か
ら
見
据
え
、
煩
悩
を
淘
汰
し
対

治
す
る
集
中
し
た
心
を
い
う
。
天
台
教
学
で
は
、

「

一
心
三
観」

、

「

一

心
三
智」

、「

一
心
三
惑」

を
説
く
。
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
置
い
た
、

集
中
し
た
心
で
あ
る
一
心
に
、
一
切
を
空
と
観
じ
、
仮
と
観
じ
、
ま

た
空
も
仮
も
一
で
あ
る
と
観
じ
る
空
観・

仮
観・
中
観
の
三
観
を
、

同
時
同
所
に
実
現
す
る
の
が「

一
心
三
観」

。
空・
仮・

中
の
三
観

を
一
心
に
融
合
す
る
の
で
、
起
こ
す
一
切
智・

道
種
智・
一
切
種
智

の
三
智
も
、
ま
た
同
時
同
所
の
一
心
に
証
っ
て
、
前
後
の
差
別
が
な

い
と
す
る
の
が「

一
心
三
智」

。
空
観・

仮
観・

中
観
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
見
思
の
二
惑・

塵
沙
の
惑・

無
明
の
惑
の
ど
れ
か
一
つ
の
惑

を
断
ち
切
る
と
、
残
る
二
惑
も
同
時
同
所
に
断
た
れ
る
と
い
う
の
が

「

一
心
三
惑」

で
あ
る
。
一
つ
の
対
象
に
集
中
し
自
我
を
対
治
す
る

集
中
し
た
心
、
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
坐
っ
た
と
ど
ま
る
心
、
相
手
と

一
つ
に
な
り
私
情
の
な
い
無
我
の
心
が
一
心
で
あ
る
。
智
顗
は
、
前

述
の
よ
う
に
、
十
界
互
具
や
一
念
三
千
の
説
を
説
く
。

こ
の
十
界・

十
法
界
の
内
、
大
胆
に
い
え
ば
、
地
獄・

餓
鬼・

畜

生・

修
羅・

人
間・

天
上
の
六
界
の
有
り
様
に
あ
る
人
の
心
が「

一

念」

で
あ
る
。
残
る
声
聞・

縁
覚・

菩
薩・

仏
の
四
界
の
有
り
様
に

あ
る
人
の
心
が「

一
心」

で
あ
る
。
一
心
は
、
本
来
心
と
も
、
本
来

の
面
目
と
も
い
わ
れ
る
。
だ
れ
で
も
人
が
本
来
具
え
て
い
る
清
浄
な

心
で
あ
る
。
人
が
本
来
具
え
て
い
る
清
浄
な
心
を
、
人
が
、
自
分
を

他
と
分
離
し
区
別
し
、
自
分
に
確
固
と
し
た
自
分
が
あ
る
と
し
、
自

我
を
確
立
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
自
我
に
執
着
し
、
人
が
本
来

具
え
て
い
る
清
浄
な
心
を
、
自
我
心
が
造
り
出
す
煩
悩
で
覆
い
隠
し

て
い
く
迷
い
の
煩
悩
を
一
念
と
い
う
が
、
人
は
、
こ
の
一
念
か
ら
ど

う
し
て
も
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
は
、
一
念
と
直
面
し
、

対
峙
し
、
対
治
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
迷
い
の
根
本
原
因
と

な
る
悪
魔
の
心
に
心
を
束
縛
さ
れ
、
悪
魔
の
心
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
れ
が
魔
事
境
で
あ
る
。
魔
事
境
は
人
独
自
の
、
人
に

独
特
の
心
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、人
が
専
念
す
る
自
我
造
り
で
あ
る
。

自
我
が
造
り
出
す
心
が
地
獄
の
心
で
あ
り
、
餓
鬼
の
心
で
あ
り
、
畜

生
の
心
で
あ
り
、
修
羅
の
心
で
あ
り
、
人
間
の
心
で
あ
り
、
天
上
の

心
で
あ
る
。
自
我
が
造
り
出
す
心
が
、
地
獄
の
心
に
包
ま
れ
た
世
界

を
造
り
出
し
、
餓
鬼
の
心
に
包
ま
れ
た
世
界
を
造
り
出
し
、
畜
生
の

心
に
包
ま
れ
た
世
界
を
造
り
出
し
、
修
羅
の
心
に
包
ま
れ
た
世
界
を

造
り
出
し
、
人
間
の
心
に
包
ま
れ
た
世
界
を
造
り
出
し
、
天
上
の
心

に
包
ま
れ
た
世
界
を
造
り
出
す
。
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他
方
、『

華
厳
経』

は
、
一
心
を
説
く
。
す
べ
て
は
、
心
の
あ
ら
わ

れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
心
を
離
れ
て
は
一
切
の
も
の
は
存
在
し
な
い

と
い
う「

唯
心」

を
説
く
。
一
心
は
こ
れ
を
い
う
。『

華
厳
経』

夜

摩
天
宮
菩
薩
説
偈
品
に
は
、「

心
如
工
画
師
、
画
種
種
五
陰
、
一
切

世
界
中
、
無
法
而
不
造
、
如
心
仏
亦
爾
、
如
仏
衆
生
然
、
心
仏
及
衆

生
、
是
三
無
差
別」（『

大
正
蔵』

九・

四
六
五
ｃ）

と
あ
る
。
華
厳

教
学
で
は
こ
れ
を
、
唯
心
縁
起
の
道
理
の
究
極
を
表
わ
し
た
も
の
と

す
る
。
そ
し
て
心
は
総
、
仏
と
衆
生
は
別
を
さ
し
、
心
の
在
り
方
に

よ
っ
て
、
迷
え
ば
衆
生
、
悟
れ
ば
仏
と
な
り
、
し
か
も
、
い
ず
れ
の

場
合
も
心
を
離
れ
な
い
と
し
た
。

智
顗
は
、
一
念
の
み
も
取
ら
な
い
。
一
心
の
み
も
と
ら
な
い
。
智

顗
は
、
人
の
心
は
、
迷
い
と
悟
り
を
含
む
全
体
に
意
味
が
あ
る
と
し

た
。

『

華
厳
経』

は
、
唯
心
で
あ
る
が
、『

法
華
経』
は
、
一
念
を
一
心

に
統
合
し
、
一
念
か
ら
一
心
へ
の
渡
り
の
教
え
を
説
く
。『

法
華
経』

が
、
本
門
と
迹
門
の
両
方
を
説
く
か
ら
重
要
な
経
典
で
あ
る
と
さ
れ

る
が
、
経
中
の
王
と
い
わ
れ
る
理
由
の
も
う
一
つ
が
、
こ
の
一
念
か

ら
一
心
へ
の
渡
り
の
教
え
を
説
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「

相
応」

は
、
一
般
的
に
は
、
Ａ
と
Ｂ
と
が
結
び
つ
い
て
は
た
ら
く

こ
と
、
Ａ
と
Ｂ
と
が
ぴ
っ
た
り
と
合
う
こ
と
を
い
う
。
大
乗
仏
教
が

説
く「

相
応」

は
、『

大
品
般
若
経』

が
相
応
品
で
説
く
相
応
で
あ

る
。
人
は
、
一
切
の
存
在
を
概
念
化
し
、
抽
象
化
し
、
文
字
や
言
葉

で
、
概
念
化
し
た
内
容
を
概
念
と
し
て
理
解
し
、
伝
え
る
も
の
で
あ

る
。
真
実
そ
の
も
の
に
直
接
参
じ
赴
く
の
が
、
仏
道
の
有
り
様
と
す

る
な
ら
ば
、
こ
の
概
念
規
定
は
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
概
念
化
し
、

概
念
を
概
念
と
し
て
伝
え
る
と
こ
ろ
に
は
、
真
実
直
参
は
な
い
。
真

実
そ
の
も
の
に
直
参
す
る
に
は
、
徹
底
し
た
自
己
否
定
が
必
要
と
な

る
。『

大
品
般
若
経』

が
説
く「

空」「

無」「

非
有」

な
ど
は
、
自

己
否
定・

概
念
否
定
に
よ
る
以
外
、
菩
薩・

摩
訶
薩
に
至
る
道
が
な

い
こ
と
を
説
く
。

『

大
品
般
若
経』

が
直
参
す
る
こ
と
の「

相
応」

を

説
く
の
は
、
自
分
づ
く
り
の
ル
ー
ト
を
つ
く
り
直
す
た
め
に
他
な
ら

な
い
。
多
く
を
知
る
こ
と
に
利
点
は
な
い
し
、
概
念
づ
く
り
に
利
点

は
な
い
。
仏
教
で
は
、
一
切
を
概
念
を
通
さ
な
い
ル
ー
ト
づ
く
り
を

す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
概
念
を
通
さ
な
い
ル
ー
ト
に
つ
く
り
直
す

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

「

相
応」

は
、
大
脳
の
は
た
ら
き
に
よ
る
、
自
我
に
支
配
さ
れ
る
一

念
を
、
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
坐
る
一
心
に
直
結
さ
せ
、
概
念
を
通
さ

な
い
ル
ー
ト
に
つ
く
り
直
し
、
本
来
心
に
な
い
自
我
心
が
出
る
余
地

の
な
い
真
実
直
参
を
い
う
。

（

128）

法
界
を
窮
照
し
て
＝「

法
界」

は
、
智
顗
の
い
わ
ゆ
る
、
地
獄

界・

餓
鬼
界・

畜
生
界・

修
羅
界・

人
間
界・

天
上
界・

声
聞
界・

縁
覚
界・

菩
薩
界・

仏
界
の「

十
法
界」

を
い
う
。
こ
の
十
種
類
の

世
界
は
、
実
体
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
場
所
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、
場
面
場
面
に
現
象
す
る
現
実
の
心
の
有
り
様
を
い

う
。

「
窮
照」

は
、
智
慧
の
光
で
照
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
煩
悩
が
造
り
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出
す
陰
の
部
分
も
照
ら
し
出
し
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
照
ら
し
尽
く
す

こ
と
。
つ
ま
り
、
一
念
を
一
心
に
直
結
さ
せ
統
合
さ
せ
て
、
差
別
な

く
、
平
等
に
照
ら
す
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
自
我
が
造
り
出
す
、
地
獄
の
心
や
、
餓
鬼
の
心

や
、
畜
生
の
心
や
、
修
羅
の
心
や
、
人
間
の
心
や
、
天
上
の
心
で
あ

る
一
念
を
、
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
坐
る
、
声
聞
の
心
や
、
縁
覚
の
心

や
、
菩
薩
の
心
や
、
仏
の
心
で
あ
る
一
心
に
直
結
さ
せ
統
合
さ
せ
て
、

差
別
な
く
、
平
等
に
照
ら
し
尽
く
す
の
意
を
い
う
。

「

十
界」

は
、
迷
っ
て
い
る
生
存
の
状
態
か
ら
悟
っ
て
い
る
生
存
の

境
地
の
す
べ
て
を
網
羅
し
、
十
種
類
に
分
け
た
も
の
で
あ
り
、
欲・

色・

無
色
の
三
界
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
あ
る
娑
婆
世
界
の
生
存
の

有
り
様
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
地
獄
界・
餓
鬼
界・

畜
生
界・

修
羅

界・

人
間
界・

天
上
界・

声
聞
界・

縁
覚
界・

菩
薩
界・

仏
界
の
十

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
前
の
六
は
凡
夫
の
世
界
、
後
の
四
は
聖
者
の

世
界
で
あ
る
か
ら
、
六
凡
四
聖
と
い
う
。
地
獄
か
ら
天
上
ま
で
の
六

凡
は
、
小
乗
仏
教
で
も
説
か
れ
る
が
、
大
乗
仏
教
と
く
に
天
台
の
教

学
で
は
、こ
れ
に
声
聞
か
ら
仏
ま
で
の
四
聖
を
加
え
て
十
界
と
す
る
。

こ
れ
を
四
種
類
に
わ
け
て
、
順
次
に
、
四
趣・

人
天・

二
乗・
菩
薩

仏
と
し
た
り
、
五
種
類
に
分
け
て
、
順
次
に
、
三
悪
道（

三
途）・
三

善
道・

二
乗・

菩
薩・

仏
と
し
た
り
す
る
。
地
獄
界・

餓
鬼
界・

畜

生
界・

修
羅
界・

人
間
界・

天
上
界・

声
聞
界・

縁
覚
界・

菩
薩
界・

仏
界
の
十
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
境
地
が
苦
楽
凡
聖
の
面
で
異
な
る
の
は

勿
論
、
そ
の
境
地
を
招
い
た
原
因
も
異
な
っ
て
お
り
、
分
斉
が
不
同

ぶ
ん
さ
い

で
あ
る
か
ら「

十
法
界」

と
も
い
う
。

『

摩
訶
止
観』

が
観
不
思
議
境
で「

十
界
互
具」

を
説
く
よ
う
に
、

こ
の
十
種
類
の
世
界
は
、
そ
の
よ
う
な
場
所
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、
場
面
場
面
の
現
実
の
心
の
有
り
様
が
、
地
獄・

餓

鬼・

畜
生・

阿
修
羅・

人
間・

天
上・

声
聞・

縁
覚・

菩
薩・

仏
の

す
が
た
形
を
示
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

『

華
厳
経』

の
偈
文
に
、
前

述
の「

心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別」

の
一
句
が
あ
る
。
仏
が
迷
え

ば
衆
生
に
な
る
。
衆
生
が
悟
れ
ば
仏
に
な
る
。
仏
に
も
な
る
し
、
衆

生
に
も
な
る
の
は
、
人
の
心
の
他
に
は
な
い
。
心
が
迷
え
ば
衆
生
に

な
り
、
心
が
お
の
れ
の
悟
り
を
開
け
ば
仏
に
な
る
。
人
の
心
は
一
瞬

の
う
ち
に
狂
気
に
な
り
、
一
瞬
の
う
ち
に
仏
の
よ
う
な
気
持
ち
に
も

な
る
。

「

十
界」

は
、
日
常
の
一
瞬
の
か
す
か
な
心
に
生
住
異
滅
し
て
や
ま

な
い
現
象
を
、
我
々
に
具
体
化
し
て
突
き
つ
け
て
い
る
と
い
え
る
。

１「

地
獄
界」

は
、
地
下
に
あ
る
と
さ
れ
る
牢
獄
で
あ
る
が
、
筆

舌
に
尽
く
せ
な
い
重
大
な
苦
し
み
を
受
け
る
生
存
の
状
態
を
い

う
。

２「

餓
鬼
界」

は
、
飲
食
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
飢
え
と
渇
き
の

苦
し
み
が
止
む
と
き
が
な
い
生
存
の
状
態
を
い
う
。

３「

畜
生
界」

は
、
互
い
に
他
の
生
物
を
自
己
生
存
の
餌
食
と
し
、

苦
し
み
が
多
く
楽
し
み
が
少
な
い
生
存
の
状
態
を
い
う
。

４「

修
羅
界」

は
、
須
弥
山
の
下
の
大
海
底
に
住
処
が
あ
る
と
さ

れ
る
が
、
驕
慢
で
、
執
着
の
念
や
嫉
妬
心
が
強
い
生
存
の
状
態
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を
い
う
。

５「

人
間
界」

は
、
苦
し
み
と
楽
し
み
が
半
ば
す
る
生
存
の
状
態

を
い
う
。

６「
天
上
界」

は
、
勝
れ
た
楽
し
み
を
享
け
る
が
、
な
お
、
苦
し

み
を
免
れ
得
な
い
生
存
の
状
態
を
い
う
。

７「

声
聞」
は
、
仏
の
声・

教
え
を
聞
い
て
悟
る
生
存
の
境
地（

小

乗
の
教
え）
を
い
う
。

８「

縁
覚
界」

は
、
飛
花
落
葉
な
ど
の
因
縁
を
観
察
し
て
、
ひ
と

り
悟
り
を
楽
し
む
生
存
の
境
地（

小
乗
の
教
え）

を
い
う
。

９「

菩
薩
界」

は
、
他
者
と
共
に
悟
り
を
得
よ
う
と
し
て
願
を
起

こ
し
、
修
行
し
て
い
る
生
存
の
境
地
を
い
う
。

化「

仏
界」

は
、
自
ら
も
真
実
を
悟
り
、
ま
た
他
を
も
悟
ら
せ
つ

つ
あ
る
、
自
覚・

覚
他・

覚
行
窮
満
の
生
存
の
境
地
を
い
う
。

仏
界
は
悟
り
で
、
他
の
九
界
は
迷
い
で
あ
る
が
、
天
台
で
は
、
こ

の
十
界
の
一
つ
ひ
と
つ
が
互
い
に
他
の
九
界
を
具
え
て
い
る
。
だ
か

ら
、
地
獄
の
衆
生
も
仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
仏
も
因
縁

が
あ
れ
ば
、
迷
界
の
衆
生
と
も
な
る
。
世
の
中
に
は
絶
対
の
悪
人
も

い
な
け
れ
ば
、
絶
対
の
善
人
も
い
な
い
。
従
っ
て
、
今
日
の
畜
生
も

明
日
の
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
こ
れ
が「

十
界
互
具」

で
あ
る
。
十
界
そ
れ
ぞ
れ
が
権
実
す
な
わ
ち
真
実
と
仮
の
も
の
を
具

え
、
し
か
も
権
と
実
と
は
本
質
的
に
は
一
体
で
あ
る
か
ら
、
十
界
は

す
べ
て
真
実
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
が「

十
界
権
実」

で
あ
る
。
十

界
の
中
で
は
、
声
聞
と
縁
覚
の
二
乗
は
、
一
般
的
に
は
成
仏
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
る
が
、『

法
華
経』

は
一
切
成
仏
の
立
場
に

あ
っ
て
、
二
乗
も
成
仏
す
る
か
ら
、
十
界
の
衆
生
が
悉
く
成
仏
す
る

と
説
く
。
こ
れ
が「

十
界
皆
成」

で
あ
る
。

（

129）

究
竟
通
達
＝「

究
竟
通
達」

は
、
頂
上
へ
登
り
切
っ
た
状
態
を

い
う
。
つ
ま
り
、
究
極
の
悟
り
に
到
達
す
る
こ
と
を
い
う
。

（

130）

功
用
を
あ
ま
ね
く
備
え
て
欠
減
す
る
と
こ
ろ
な
し
＝「

功
用」

の

功
は
、
功
徳
を
い
う
。
功
徳
は
、
自
分
の
功
徳
、
自
ら
具
え
る
自
利

行
の
力
、
菩
薩
の
十
力
を
い
う
。
用
は
、
自
分
の
心
に
は
た
ら
く
力
、

す
な
わ
ち
、
他
を
教
化
し
利
益
す
る
利
他
行
の
は
た
ら
き
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
い
う
。
功
用
は
、
自
覚・

覚
他・

覚
行
窮
満
を
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
自
覚・

覚
他・

覚
行
窮
満
も
、
一
念
か
ら
み
れ
ば
究

竟
で
あ
る
が
、
一
心
か
ら
観
れ
ば
窮
満
で
は
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、

『

六
妙
法
門』

成
立
よ
り
の
ち
に
完
成
し
た
、
化
法
の
四
教
の
蔵・

通・

別・

円
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
自
覚・

覚
他・

覚
行
窮
満

も
、
別
教
の
レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
、
ま
だ
一
心
か
ら
見
た
円
教
の
自
覚・

覚
他・

覚
行
窮
満
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

「

あ
ま
ね
く
備
え
て」

は
、
頭
の
先
か
ら
足
の
先
ま
で
、
自
覚・

覚

他・

覚
行
窮
満
の
身
体
に
な
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
全
身
が
自
覚・

覚

他・

覚
行
窮
満
に
包
ま
れ
て
い
る
か
ら
、「

欠
減
す
る
と
こ
ろ
な
し」

と
な
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
功
用
の
人
格
を
具
え
た
人
、
す
な
わ
ち
、
自
覚・

覚
他・

覚
行
窮
満
の
人
の
人
生
は
誤
り
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

『
大
智
度
論』

巻
第
二
十
五（『

大
正
蔵』

二
五・

二
四
五
ｃ

－

二
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四
六
ａ）

に
は
、
以
下
の
よ
う
に「

菩
薩
十
力」

を
説
く
。
見
出
し

の
１
～
化
は
、
智
論
云
と
し
て『

仁
王
護
国
般
若
経
蔬』

巻
第
二

（『
大
正
蔵』

三
三・

二
六
〇
ｃ）

に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

１「
発
心
堅
固
力」

は
、
一
切
智
を
求
め
る
心
を
起
こ
す
、
深
く

堅
牢
な
力
。

２「

大
慈
力」
は
、
一
切
の
衆
生
に
友
情
を
も
ち
、
楽
し
み
を
与

え
て
救
い
取
る
大
慈
の
力
。

３「

大
悲
力」

は
、
供
養
や
恭
敬
と
一
切
関
わ
り
な
く
、
一
切
の

衆
生
の
苦
し
み
を
取
り
除
く
大
悲
の
力
。

４「

精
進
力」

は
、
一
切
の
仏
法
を
信
じ
身
に
具
え
て
、
一
切
の

仏
法
を
生
じ
、
心
に
厭
う
こ
と
な
く
精
進
す
る
力
。

５「

禅
定
力」

は
、
一
心
の
智
慧
に
随
っ
て
行
じ
、
威
儀
を
毀
つ

こ
と
の
な
い
禅
定
の
力
。

６「

智
慧
力」

は
、
二
辺
を
除
き
、
十
二
因
縁
に
随
っ
て
行
じ
、

一
切
の
邪
見
を
断
ち
、
一
切
の
憶
想
や
分
別
や
戯
論
を
滅
ぼ
し

て
具
え
る
智
慧
の
力
。

７「

身
不
厭
生
死
力」

は
、
一
切
の
衆
生
を
仏
と
し
、
無
量
の
生

ふ

え

死
を
受
け
、
諸
の
善
根
を
集
め
て
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
一
切

の
世
間
は
夢
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
生
死
を
厭
わ
な

い
力
。

８「

無
生
法
忍
力」

は
、
諸
法
の
実
相
を
観
、
自
我
が
な
く
、
衆

生
が
な
く
、
諸
法
が
不
出
不
生
で
あ
る
無
生
法
を
知
る
力
。

９「

解
脱
力」

は
、
空・

無
相・

無
作
の
解
脱
門
を
観
じ
、
声
聞・

辟
支
仏
の
解
脱
を
知
見
し
て
得
る
解
脱
の
力
。

化「

無
礙
力」

は
、
深
法
に
自
在
で
あ
り
、
一
切
の
衆
生
の
心
行

が
趣
く
と
こ
ろ
を
知
っ
て
、
一
切
を
欠
け
る
と
こ
ろ
な
く
具
え

て
、
妨
げ
る
も
の
の
な
い
智
慧
の
力
。

『

首
楞
厳
三
昧
経』

巻
下（『

大
正
蔵』

一
五・

六
四
三
ａ

－

ｂ）

に
は
、
１
菩
提
心
を
得
よ
う
と
す
る
堅
固
力
、
２
不
可
思
議
な
仏
法

を
得
よ
う
と
す
る
深
信
力
、
３
多
く
を
聞
い
て
忘
れ
な
い
不
忘
力
、

４
生
死
を
往
来
し
て
諦
め
な
い
無
疲
力
、
５
一
切
の
衆
生
の
苦
し
み

を
ぬ
く
堅
い
大
悲
力
、
６
布
施
を
行
じ
て
得
る
堅
捨
力
、
７
戒
を
保

つ
中
で
得
る
不
壊
力
、
８
忍
辱
を
行
じ
て
得
る
堅
受
力
、
９
悪
魔
も

壊
す
こ
と
が
で
き
な
い
智
慧
力
、
化
一
切
の
深
法
の
中
で
得
る
信
楽

力
の
十
を
挙
げ
る
。

新
訳
の『

八
十
巻
華
厳
経』

巻
第
五
十
六
は
、
十
廻
向
の
第
九
無

縛
無
著
解
脱
廻
向
位
に
あ
る
菩
薩
の
具
え
る
十
種
の
は
た
ら
き
と
し

て
、
深
心
力（

直
心
力）

、
増
上
深
心
力（

深
心
力）

、
方
便
力
、
智

力（

智
慧
力）

、
願
力
、
行
力
、
乗
力
、
神
変
力（

遊
戯
神
通
力）

、

菩
提
力
、
転
法
輪
力
の
十
を
挙
げ
る
。

（

131）

究
竟
円
満
の
六
妙
門
＝「

円
満」

は
、
一
般
的
に
は
、
す
べ
て

の
も
の
ご
と
を
欠
け
る
こ
と
な
く
具
え
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ

で
は
、
自
ら
悟
る「

自
覚」

と
、
他
を
悟
ら
せ
る「

覚
他」

と
の
、

悟
り
の
は
た
ら
き
が
窮
ま
り
満
ち
て
欠
け
る
こ
と
な
く
具
え
て
い
る

「

覚
行
窮
満」

を
い
う
。
仏
を
覚
と
す
る
が
、
自
覚
は
仏
の
凡
夫
に

対
す
る
は
た
ら
き
で
あ
り
、
覚
他
は
仏
の
二
乗
に
対
す
る
は
た
ら
き
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で
あ
り
、
覚
行
窮
満
は
仏
の
菩
薩
に
対
す
る
は
た
ら
き
で
あ
る
。

「

究
竟
円
満
の
六
妙
門」

の
六
妙
門
は
、
元
々
小
乗
の
安
世
高
訳

『
安
般
守
意
経』

所
説
の
安
般
を
、
大
乗
の
観
法
に
高
め
た
教
説
で

あ
る
。
安
般
は
、
出
入
の
息
を
数
え
て
念
じ
、
心
を
静
め
る
観
法
で

あ
り
、
阿
那
波
那
と
も
呼
ば
れ
る
。
安
般
、
つ
ま
り
、
出
入
の
息
を

数
え
て
念
じ
る
数
息
観
を
実
践
し
て
、
心
の
は
た
ら
き
を
停
止
し
、

自
分
の
心
を
観
、
本
来
の
自
分
に
戻
ろ
う
と
す
る
修
行
法
で
あ
る
。

『

六
妙
法
門』

は
、
尚
書
令
毛
喜
の
申
し
出
を
受
け
た
智
顗
は
、
金

陵
の
瓦
官
寺
に
お
い
て
、
小
乗
の『

安
般
守
意
経』

の
数
息
観
を
素

に
し
て
、
大
乗
の『

六
妙
法
門』
と
し
て
撰
述
し
た
教
説
で
あ
る
。

『

六
妙
法
門』

は
、
適
宜
に
修
観
す
る
不
定
止
観
を
説
き
、
１
出
入

の
息
を
数
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
を
静
め
る「

数
息
門」

、
２
強
い

て
呼
吸
の
数
に
と
ら
わ
れ
ず
、
息
の
出
入
り
を
自
然
の
ま
ま
に
し
て

心
を
静
め
る「

随
息
門」

、
３
心
を
動
か
さ
ず
思
慮
を
止
め
る
禅
定

の「

止
門」

、
４
禅
定
に
と
ら
わ
れ
ず
自
己
の
心
を
明
ら
か
に
観
察

す
る「

観
門」

、
５
対
象
を
明
ら
か
に
に
観
照
し
て
も
観
じ
る
自
己

の
心
に
執
着
せ
ず
、
心
を
固
定
し
て
把
捉
し
な
い「

還
門」
、
６
こ

う
し
て
心
に
あ
ら
ゆ
る
こ
だ
わ
り
が
な
く
な
っ
て
、
真
実
の
清
浄
無

相
で
あ
る
こ
と
を
証
る「

浄
門」

の
六
門
を
立
て
た
。
こ
の
六
門
を
、

歴
別
対
諸
禅・

次
第
相
生・

随
便
宜・

随
対
治・

相
摂・

通
別・

旋

転・

観
心・

円
観・

証
相
の
十
門
の
視
点
に
立
っ
て
説
き
示
し
、
凡

夫
の
段
階
は
勿
論
、
声
聞・

縁
覚
の
二
乗
の
段
階
に
も
と
ど
ま
ら
ず
、

誓
願
に
よ
っ
て
自
利
行・

利
他
行
の
完
成
を
求
め
る
菩
薩
の
修
行
法

に
高
め
、
よ
り
終
極
に
近
い
教
え
と
し
て
説
き
示
し
た
。

従
っ
て
究
竟
円
満
の
六
妙
門
は
、
自
覚・

覚
他・

覚
行
窮
満
の
妙

覚
の
菩
薩
の
位
を
極
め
尽
く
し
て
、円
か
で
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
、

究
竟
円
満
の
六
妙
門
の
悟
り
を
い
う
。
た
だ
し
、
無
上
の
極
め
尽
く

し
た
究
竟
円
満
と
い
う
も
の
の
、
智
顗
の
思
想
発
展
の
集
大
成
で
あ

る
、
五
時
八
教
の
蔵・

通・

別・

円
の
化
法
の
四
教
の
立
場
に
当
て

は
め
れ
ば
、
ま
だ
別
教
の
段
階
に
と
ど
ま
る
悟
り
で
あ
り
、
円
教
の

極
め
尽
く
し
た
究
竟
円
満
の
悟
り
と
は
程
遠
い
、
似
て
非
な
下
位
の

悟
り
の
段
階
で
あ
る
。『

六
妙
法
門』

の
極
め
尽
く
し
た
究
竟
円
満

は
、
一
念
か
ら
み
て
極
め
尽
く
し
た
究
竟
円
満
で
あ
る
が
、
一
心
か

ら
観
た
極
め
尽
く
し
た
究
竟
円
満
で
は
な
い
こ
と
に
は
、
重
々
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（

132）

三
賢・

十
聖
は
、
忍
の
な
か
に
行
ず
。
た
だ
、
仏
一
人
の
み
、

よ
く
源
を
尽
く
す
＝「

三
賢」

は
、
煩
悩
を
抑
え
て
は
た
ら
か
せ
な

い
が
、
ま
だ
断
滅
し
て
い
な
い
伏
忍
位
に
あ
る
、
十
住・

十
行・

十

廻
向
の
位
に
あ
る
菩
薩
の
修
行
者
を
い
う
。

「

十
聖」

は
、
十
地
位
の
な
か
の
、
無
漏
智
と
と
も
に
起
こ
る
、
信

を
認
め
て
心
を
安
ん
じ
る
初・

二・

三
地
の
菩
薩
の
修
行
者
と
、
理

に
順
い
無
生
の
果
に
向
か
っ
て
観
じ
て
心
を
安
ん
じ
る
四・

五・

六

地
の
菩
薩
の
修
行
者
と
、
存
在
し
現
象
す
る
一
切
の
不
生
の
理
を
認

め
て
心
を
安
ん
じ
る
七・

八・

九
地
の
菩
薩
の
修
行
者
と
、
諸
惑
を

断
ち
尽
く
し
て
寂
静
に
心
を
安
ん
じ
る
十
地
の
菩
薩
の
修
行
者
と
の
、

四
種
の
法
忍
を
実
践
す
る
境
地
に
あ
る
、
十
地
位
と
い
う
高
位
の
菩
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薩
の
修
行
者
を
い
う
。

「

忍」

は
、

『

仁
王
般
若
波
羅
蜜
経』

の
菩
薩
教
化
品
第
三
に
説
く
、

伏
忍・

信
忍・

順
忍・

無
生
忍・

寂
滅
忍
の
五
忍
を
い
う
。

「
伏
忍」

は
、
煩
悩
を
抑
え
て
は
た
ら
か
せ
な
い
が
、
ま
だ
断
滅
し

て
い
な
い
、
十
住・

十
行・

十
廻
向
の
位
に
あ
る
三
賢
の
菩
薩
の
修

行
者
を
い
う
。

「

信
忍」

は
、
十
地
位
の
な
か
の
、
無
漏
智
と
と
も
に
起
こ
る
、
信

を
認
め
て
心
を
安
ん
じ
る
、
初・

二・

三
地
の
菩
薩
の
修
行
者
を
い

う
。

「

順
忍」

は
、
十
地
位
の
な
か
の
、
理
に
順
い
無
生
の
果
に
向
か
っ

て
観
じ
て
心
を
安
ん
じ
る
、
四・
五・

六
地
の
菩
薩
の
修
行
者
を
い

う
。

「

無
生
忍」

は
、
十
地
位
の
な
か
の
、
存
在
し
現
象
す
る
一
切
の
不

生
の
理
を
認
め
て
心
を
安
ん
じ
る
、
七・

八・
九
地
の
菩
薩
の
修
行

者
を
い
う
。

「

寂
滅
忍」

は
、
十
地
位
の
な
か
の
、
諸
惑
を
断
ち
尽
く
し
て
寂
静

に
心
を
安
ん
じ
る
、
第
十
地
の
菩
薩
の
修
行
者
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
十
住・

十
行・

十
廻
向
の
位
に
あ
る
三
賢
位
の

菩
薩
は
、
煩
悩
を
抑
え
て
は
た
ら
か
せ
る
こ
と
は
な
い
が
、
ま
だ
断

滅
し
て
い
な
い
伏
忍
位
に
あ
る
。
十
地
と
い
う
高
位
に
あ
る
十
聖
の

菩
薩
の
う
ち
、
初・

二・

三
地
の
菩
薩
は
信
忍
位
、
す
な
わ
ち
、
無

漏
智
と
と
も
に
起
こ
る
、
信
を
認
め
て
心
を
安
ん
じ
、
四・

五・

六

地
の
菩
薩
は
順
忍
位
、
す
な
わ
ち
、
理
に
順
い
無
生
の
果
に
向
か
っ

て
観
じ
て
心
を
安
ん
じ
、
七・

八・

九
地
の
菩
薩
は
無
生
忍
位
、
す

な
わ
ち
、
存
在
し
現
象
す
る
一
切
の
不
生
の
理
を
認
め
て
心
を
安
ん

じ
、
十
地
は
寂
滅
忍
位
、
す
な
わ
ち
、
諸
惑
を
断
ち
尽
く
し
て
寂
静

に
心
を
安
ん
じ
る
と
い
う
、
菩
薩
の
階
位
に
応
じ
た
五
種
の
法
忍
の

境
地
に
あ
る
。

た
だ
仏
一
人
だ
け
が
一
切
種
智
を
具
え
て
お
り
、
諸
惑
を
断
ち
尽

く
し
て
寂
静
に
安
住
し
た
、
寂
滅
忍
を
認
め
て
心
を
安
ん
じ
る
と
共

に
、
煩
悩
惑
が
起
き
よ
う
が
な
い
、
分
別
以
前
の
本
来
の
自
己
で
あ

る
本
源
に
あ
り
、
あ
る
が
ま
ま
の
世
界
に
あ
る
、
と
の
意
を
い
う
。

こ
こ
で
経
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る「

三
賢・

十
聖
は
、
忍
の

な
か
に
行
ず
。
た
だ
、
仏
一
人
の
み
、
よ
く
源
を
尽
く
す」

は
、『

大

正
蔵』

所
蔵
の『

六
妙
法
門』

で
は「

瓔
珞
経
云」

と
あ
る
が
、『

菩

薩
瓔
珞
本
業
経』

に
は
な
い
。『

大
本
四
教
義』

巻
第
十
二
が「

仁

王
般
若
経
云
。
三
賢
十
聖
忍
中
行

唯
仏
一
人
能
尽
源」（『

大
正
蔵』

四
六・

七
六
五
ａ）

と
示
す
よ
う
に
、『

仁
王
般
若
波
羅
蜜
経』

菩

薩
教
化
品
第
三
の
偈
に
、「

三
賢
十
聖
忍
中
行
。
唯
仏
一
人
能
尽
原」

（『

大
正
蔵』

八・

八
二
七
ｂ）

と
あ
る
。
両
者
の
違
い
は「

源」

と

「

原」

だ
け
で
あ
る
。

「

忍」

は
、『

大
智
度
論』

巻
第
六
に
い
う
、
１
衆
生
そ
の
も
の
に

空
理
を
認
め
て
邪
見
に
陥
ら
な
い「

生
忍・

衆
生
忍」

と
、
２
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
空
で
あ
り
実
相
で
あ
る
と
い
う
真
実
の
上
に
心
を
安
ん

じ
て
動
か
さ
な
い「

法
忍・

無
生
法
忍」

と
の
二
忍
や
、
１
真
実
を

悟
る
智
慧
の「

法
忍」

と
、
２
信
心
に
よ
っ
て
得
た
智
慧
の「

信
忍」
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と
、
３
真
実
に
随
順
す
る
智
慧
の「

順
忍」

と
の
三
忍
、
そ
の
他
が

あ
る
。

こ
こ
で
は
、『

仁
王
般
若
波
羅
蜜
経』

の
菩
薩
教
化
品
第
三
に
説

く
、
伏
忍・

信
忍・

順
忍・

無
生
忍・

寂
滅
忍
の
五
忍
を
い
う
。『

仁

王
般
若
波
羅
蜜
経』

は
、「

五
忍
は
是
れ
菩
薩
の
法
な
り
。
伏
忍
の

上
中
下
と
、
信
忍
の
上
中
下
と
、
順
忍
の
上
中
下
と
、
無
生
忍
の
上

中
下
と
、
寂
滅
忍
の
上
下
と（

を
五
忍
と
い
い
、
是
れ
を
行
ず
る
を）

名
づ
け
て
、
諸
仏
菩
薩
、
般
若
波
羅
蜜
を
修
す
と
為
す」（『

大
正
蔵』

八・

八
二
六
ｂ）

と
五
忍
を
明
か
し
、
続
い
て
五
忍
を
詳
説
す
る
。

「

伏
忍」

は
、
無
数
の
衆
生
が
、
初
め
て
信
の
心
を
起
こ
し
て
信
を

知
り
、
信
を
観
て
、
煩
悩
を
伏
し
て
、
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
修
行
す

る
。
仏・

法・

僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
中
で
、
下
忍
の
習
種
性
の
十

住
の
菩
薩
の
十
心
を
起
こ
す
。
十
心
は
、
信
心・

精
進
心・

念
心・

慧
心・

定
心・

施
心・

戒
心・

護
心・

願
心・
廻
向
心
を
い
う
。
菩

薩
は
、
衆
生
を
教
化
し
て
少
し
ず
つ
信
心・

精
進
心・
念
心・

慧
心・

定
心・

施
心・

戒
心・

護
心・

願
心・

廻
向
心
と
い
う
十
心
を
起
こ

さ
せ
て
い
く
。
そ
し
て
、
二
乗
を
超
え
、
菩
薩
に
向
か
う
智
慧
を
得

た
修
行
者
は
、
仏
の
無
漏
の
種
子
で
あ
る
十
心
を
増
大
さ
せ
、
仏
の

果
報
を
得
る
。

得
た
仏
の
果
報
は
、
仏
の
よ
う
に
潤
い
が
あ
り
勝
れ
た
智
慧
で
は

な
い
が
、次
第
に
中
忍
の
性
種
性
の
十
行
の
菩
薩
の
十
心
を
起
こ
す
。

十
行
の
菩
薩
の
十
心
の
一
と
し
て
、
こ
の
身
が
不
浄
で
あ
り
、
受
は

苦
で
あ
り
、
心
は
無
常
で
あ
り
、
法
は
無
我
で
あ
る
と
す
る「

四
念

住」

の
心
を
起
こ
す
。
二
と
し
て
、
一
切
の
善
法
が
、
無
貪
善
根
か

ら
施
を
生
じ
、
無
瞋
善
根
か
ら
慈
を
生
じ
、
無
癡
善
根
か
ら
慧
と

な
っ
て
現
わ
れ
る「

三
善
根」

の
心
を
起
こ
す
。
三
と
し
て
、
三
世

の
内
、
過
去
の
原
因
を
認
め
安
住
す
る「

因
忍」

と
、
現
在
の
原
因

と
そ
の
結
果
を
認
め
安
住
す
る「

因
果
忍」

と
、
未
来
の
結
果
を
認

め
安
住
す
る「

果
忍」

と
の
、
合
計
十
の
心
を
起
こ
す
。
十
行
位
の

十
心
を
体
得
し
た
菩
薩
の
修
行
者
は
、
自
分
も
人
も
衆
生
も
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
は
た
ら
き
も
無
実
体
で
あ
る
と
観
じ
、
こ

の
世
の
無
常・

苦・

空・

不
浄
の
有
り
様
を
常
で
あ
り
、
楽
で
あ
り
、

実
体
と
し
て
の
我
あ
り
、
浄
で
あ
る
と
観
じ
る
、
仏
教
以
外
の
外
道

の
顛
倒
の
境
地
を
超
え
、
真
実
の
境
地
に
あ
っ
て
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な

い
。更

に
境
地
が
進
む
と
、
上
忍
の
道
種
性
の
十
廻
向
の
菩
薩
の
十
心

を
得
る
。
十
廻
向
の
菩
薩
は
、
一
と
し
て
、
色・

受・

想・

行・

識

の
五
蘊
を
観
じ
て
、
保
つ
べ
き
戒
を
認
め
戒
に
安
住
す
る「

戒
忍」

と
、
一
切
の
現
象
や
存
在
の
本
性
を
仏
の
智
慧
で
観
る「

知
見
忍」

と
、
心
を
止
め
止
め
た
心
を
観
る
禅
定
に
安
住
す
る「

定
忍」

と
、

智
慧
に
安
住
す
る「

慧
忍」

と
、
解
脱
に
安
住
す
る「

解
脱
忍」

の

心
を
起
こ
す
。
二
と
し
て
、
欲・

色・

無
色
の
三
界
を
包
摂
す
る
因

果
の
理
を
観
じ
て
、
一
切
の
現
象
と
存
在
の
本
性
は
無
実
体
の
空
で

あ
る
と
知
る「

空
忍」

と
、
空
で
あ
る
か
ら
実
体
と
し
て
の
す
が
た

形
は
な
い
と
知
る「

無
相
忍」

と
、
す
が
た
形
が
な
い
か
ら
願
う
も

の
は
何
も
な
い
と
知
る「

無
作
忍」

の
心
を
起
こ
す
。
三
と
し
て
、
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世
俗
的
な
真
実
で
あ
る
世
諦
は
虚
妄
で
あ
り
、
不
生
不
滅
の
真
実
で

あ
る
第
一
義
諦
が
真
実
で
あ
り
、
存
在
し
現
象
す
る
一
切
は
無
常
で

あ
る
と
観
じ
る「

無
常
忍」

の
心
を
起
こ
す
。
四
と
し
て
、
存
在
し

現
象
す
る
一
切
は
無
常
で
あ
る
か
ら
、
空
で
あ
る
と
観
じ
る「

無
生

忍」

の
心
を
起
こ
す
。

十
廻
向
の
菩
薩
の
修
行
者
は
、
戒
忍・

知
見
忍・

定
忍・

慧
忍・

解
脱
忍
、
空
忍・
無
相
忍・

無
作
忍
、
無
常
忍
、
無
生
忍
の
十
堅
心

を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
偉
大
な
統
治
者
で
あ
る
転
輪
王
と
も
な

り
、
東
勝
身
洲・

南
閻
浮
提・

西
牛
貨
洲・

北
倶
廬
洲
と
い
う
四
つ

ご

げ

ほ
っ

く

る

の
大
陸
の
衆
生
を
教
化
し
、
一
切
の
衆
生
に
善
根
を
生
じ
さ
せ
る
。

「

信
忍」

の
菩
薩
は
、
善
覚・
離
達・

明
慧
の
三
道
に
あ
る
修
行
者

で
あ
る
。
善
覚・

離
達・

明
慧
の
三
道
に
あ
る
修
行
者
は
、
欲・

色・

無
色
の
三
界
に
現
象
し
存
在
す
る
一
切
に
繋
縛
さ
れ
る
煩
悩
を
断
ち
、

無
数
の
仏
が
お
わ
す
国
土
の
一
切
の
衆
生
を
教
化
す
る
た
め
に
、
無

数
の
身
に
変
化
し
て
す
が
た
を
現
わ
し
、
無
量
の
功
徳
を
生
む
。

功
徳
の
中
心
は
、
常
に
十
五
心
に
あ
る
。
十
五
心
は
、

四
摂
法
の
布
施・

愛
語・

利
行・

同
事
の
四
つ
の
心
を
起
こ
す
。

四
無
量
心
の
、
慈・

悲・

喜・

捨
の
四
つ
の
心
を
起
こ
す
。

四
弘
願
の
、
未
だ
度
せ
ざ
る
者
を
し
て
度
せ
し
め
、
未
だ
解
せ
ざ

る
者
を
し
て
解
せ
し
め
、
未
だ
安
ん
ぜ
ざ
る
者
を
し
て
安
ん
ぜ

し
め
、
未
だ
涅
槃
せ
ざ
る
者
を
し
て
涅
槃
を
得
し
め
ん
の
四
つ

の
心
を
起
こ
す
。

な
お
、
こ
の
四
弘
願
は
、『

大
集
経』

巻
第
十
七・

虚
空
蔵
菩
薩
品

や
、『

妙
法
蓮
華
経』

巻
第
三・

薬
草
喩
品
に
出
る
。『

大
乗
本
生
心

地
観
経』

巻
第
七
に
も
説
か
れ
る
。
智
顗
は
、
こ
れ
ら
を
基
に
し
な

が
ら
、
四
弘
誓
を
四
諦
に
結
び
つ
け
て
説
く『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

巻
上
の
所
説
を
根
拠
に
、『

次
第
禅
門』

の
所
説
を
経
て
、『

摩
訶
止

観』

で
、「

衆
生
無
辺
誓
願
度・

煩
悩
無
量
誓
願
断・

法
門
無
尽
誓

願
学・

仏
道
無
上
誓
願
成」

の
四
弘
誓
願
を
完
成
し
た
。
こ
の
四
弘

誓
願
は
、
智
顗
が
初
め
て
今
日
の
完
成
さ
れ
た
文
言
の
形
で
説
き
、

今
日
も
重
用
さ
れ
、
仏
教
者
の
生
き
方
を
示
す
拠
り
所
と
な
っ
て
い

る
。三

解
脱
門
の
、
空・

無
相・

無
作
の
三
つ
の
心
を
起
こ
す
、
合
計

十
五
の
心
を
い
う
。
善
覚・

離
達・

明
慧
の
三
道
に
あ
る
信
忍
の
境

地
に
あ
る
菩
薩
の
修
行
者
は
、
初
地
の
歓
喜
地
か
ら
、
薩
婆
若
の
境

地
で
あ
る
第
三
の
明
光
地
に
至
る
が
、
四
摂
法・

四
無
量
心・

四
弘

願・

三
解
脱
門
か
ら
起
こ
る
十
五
心
を
、
一
切
の
修
行
の
根
本
種
子

と
す
る
。
な
お
、
善
覚
の
下
忍
は
十
地
の
第
一
位
の
初
地
で
あ
り
、

離
達
の
中
忍
は
第
二
位
の
二
地
で
あ
り
、
明
慧
の
上
忍
は
第
三
位
の

三
地
で
あ
る
。

「

順
忍」

の
菩
薩
は
、
十
地
の
第
四
位
の
下
忍
の
炎
慧
地
と
、
第
五

位
の
中
忍
の
難
勝
地
と
、
第
六
位
の
上
忍
の
現
前
地
の
菩
薩
と
を
い

う
。
こ
の
境
地
の
菩
薩
は
、
欲・

色・

無
色
の
三
界
の
心
を
繋
縛
す

る
煩
悩
を
断
ち
、
そ
の
一
身
を
十
方
の
仏
国
土
に
現
わ
し
て
、
こ
と

ば
で
表
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
無
量
の
神
通
力
で
衆
生
を
教
化
す
る
。

「
無
生
忍」

の
菩
薩
は
、
十
地
の
第
七
位
の
下
忍
の
遠
行
地
と
、
第
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八
位
の
中
忍
の
不
動
地
と
、
第
九
位
の
上
忍
の
善
慧
地
の
菩
薩
と
を

い
う
。
こ
の
境
地
の
菩
薩
は
、
欲・

色・

無
色
の
三
界
の
心
や
存
在

す
る
も
の
に
と
ら
わ
れ
、
繋
縛
さ
れ
る
煩
悩
を
断
つ
だ
け
で
な
く
、

煩
悩
の
潜
在
余
力
も
断
っ
て
、
ど
う
し
て
も
こ
と
ば
で
説
く
こ
と
が

で
き
な
い
、
有
で
も
な
い
無
で
も
な
い
有
無
を
超
え
た
不
思
議
な
は

た
ら
き
を
現
わ
す
。

「

寂
滅
忍」

は
、
十
地
の
菩
薩
だ
け
で
な
く
、
仏
も
こ
の
忍
に
よ
っ

て
究
竟
の
果
を
悟
る
金
剛
三
昧
に
入
っ
て
、
一
切
の
無
明
の
惑
を
断

ち
尽
く
し
、
薩
婆
若
の
智
を
得
て
、
平
等
法
性
を
証
る
。
下
忍
の
境

地
で
行
じ
る
の
を
十
地
の
菩
薩
と
し
、
上
忍
の
境
地
で
行
じ
る
の
を

覚
薩
婆
若
、
す
な
わ
ち
一
切
種
智
者
と
す
る
。
菩
薩
も
一
切
種
智
者

も
共
に
、
最
高
完
全
な
真
実
で
あ
る
第
一
義
諦
を
観
じ
て
、
欲・

色・

無
色
の
三
界
の
心
の
と
ら
わ
れ
で
あ
る
煩
悩
を
断
ち
尽
く
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
煩
悩
の
潜
在
余
力
も
断
ち
尽
く
し
、
人
が
ど
こ
か
ら

来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
が
分
か
ら
な
い
無
明
の
煩
悩
を
断
ち
尽
く
し

て
、
人
が
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
を
明
瞭
に
知
り
、
一
切

の
す
が
た
形
を
包
み
尽
く
し
窮
め
て
い
る
有
り
様
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

の
よ
う
で
あ
り
、
す
が
た
形
の
有
無
を
超
え
、
最
上
の
人
格
を
完
成

し
た
の
が
、
覚
薩
婆
若・

仏
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
世
俗
的
な
真
実
で
あ
る
世
諦
と
、
不
生
不
滅
の
真
実

で
あ
る
第
一
義
諦
の
外
に
超
え
出
る
境
地
の
智
慧
を
、
第
十
一
地
の

覚
薩
婆
若
、
す
な
わ
ち
、
第
十
一
地
の
一
切
種
智
と
す
る
。
第
十
一

地
の
覚
薩
婆
若
で
あ
る
一
切
種
智
は
、
非
有
非
無
を
証
る
境
地
で
あ

る
。
こ
の
境
地
は
、
な
み
な
み
と
湛
え
、
清
浄
で
あ
り
、
い
つ
ま
で

も
と
ど
ま
り
、
生
滅
変
化
す
る
こ
と
が
な
い
。
真
実
究
極
の
悟
り
そ

の
も
の
で
あ
り
、
本
来
の
あ
り
よ
う
に
あ
る
真
実
の
す
が
た
そ
の
も

の
で
あ
る
。
第
十
一
地
の
一
切
種
智
者・

仏
は
、
無
尽
蔵
の
大
慈
、

平
等
不
偏
の
大
悲
に
よ
っ
て
、
一
切
衆
生
を
教
化
し
、
第
十
一
地
の

一
切
種
智
で
あ
り
覚
薩
婆
若
で
あ
る
、
仏
の
道
に
娑
婆
世
界
の
衆
生

を
乗
せ
て
来
現
し
、
娑
婆
世
界
の
衆
生
を
こ
と
ご
と
く
教
化
す
る
。

一
句
の
仏
は
、
無
尽
蔵
の
大
慈
、
平
等
不
偏
の
大
悲
に
よ
っ
て
、
一

切
の
衆
生
を
教
化
し
、
娑
婆
世
界
に
来
現
し
て
、
欲・

色・

無
色
の

三
界
の
衆
生
を
こ
と
ご
と
く
教
化
す
る
、
第
十
一
地
の
覚
薩
婆
若
で

あ
る
一
切
種
智
を
具
え
た
仏
を
い
う
。

『

仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
経』（『

大
正
蔵』

八）

は
、『

仁
王
般
若

経』

と
も『

仁
王
経』

と
も
略
称
す
る
。
姚
秦
の
鳩
摩
羅
什
の
訳
と

伝
え
ら
れ
る
。
本
経
は
、『

大
般
若
経』

の
結
経
と
い
わ
れ
、
諸
種

の
般
若
経
典
の
終
結
を
な
す
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
古
く
か
ら
学

者
の
間
で
は
、
中
国
で
成
立
し
た
経
典
と
も
見
ら
れ
て
い
る
。
異
訳

と
し
て
、
唐
の
不
空
の
訳
と
伝
え
る『

仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経』

二
巻
が
あ
る
。

本
経
は
、
一
乗
教
で
あ
る
皆
空
思
想
を
表
現
し
、
仏
陀
釈
迦
牟
尼

が
、
舎
衛
国
王
月
光
王・

波
斯
匿
王
の
た
め
に
説
い
た
形
式
を
採
っ

は

し

の
く

て
お
り
、
般
若
波
羅
蜜
の
法
を
誦
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
を
守

護
し
、
永
劫
の
繁
栄
の
根
本
義
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

仏
滅
後
八
十
年
八
百
年
八
千
年
が
経
っ
て
、
三
宝
が
滅
し
、
破
仏
運
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動
が
起
こ
り
、
尊
像
堂
塔
の
造
営
が
禁
じ
ら
れ
、
統
官
を
設
け
て
俗

が
僧
を
支
配
す
る
。
そ
の
時
は
、
国
家
が
動
乱
し
、
七
難
が
続
発
し
、

仏
弟
子
が
自
ら
破
仏
の
因
縁
を
つ
く
る
に
至
る
。
こ
の
よ
う
な
危
難

に
遭
遇
し
た
時
、
こ
の
国
、
こ
の
人
々
に
対
し
て
般
若
波
羅
蜜
の
法

を
宣
布
し
、
理
解
さ
せ
、
実
修
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
を
守

護
し
、
家
庭
を
護
り
、
永
劫
に
繁
栄
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
根
本
義

を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

本
経
は
、
政
権
に
よ
る
教
団
支
配
を
非
難
す
る
な
ど
、
中
国
で
の

史
実
の
反
映
が
み
ら
れ
、
文
体
も
羅
什
の
訳
語
と
は
決
め
が
た
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
既
に
梁
代
か
ら
疑
経
と
み
ら
れ
て
き
た
。
古
く
か
ら

護
国
の
た
め
の
経
典
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
こ
の
経
を
講
讃
し
て
鎮
護

国
家
を
祈
願
す
る
仁
王
会
が
、
中
国・
高
麗・

日
本
で
盛
ん
に
行
わ

れ
た
。
本
経
は
、
奈
良
時
代
か
ら
、『

法
華
経』

、『

金
光
明
経』

と

合
わ
せ
て
護
国
三
部
経
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

（

133）

た
だ
仏
と
仏
と
の
み
、
い
ま
し
よ
く
諸
法
実
相
を
究
尽
す
＝

「

た
だ
仏
と
仏
と
の
み」

の
、
前
の
仏
は
、
法
身・
報
身・

応
身
の

三
身
相
即
の
仏
陀
、
す
な
わ
ち
法
身
仏
と
し
て
の
本
仏
で
あ
る
仏
陀

で
あ
り
、
本
仏
が
娑
婆
世
界
に
応
現
し
た
仏
陀
を
い
う
と
取
る
。
後

の
仏
は
、
一
仏
乗
に
生
き
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
、
い
ず
れ
仏
と
な

る
私
た
ち
衆
生
を
い
う
と
取
る
。

「

乃」

は
、
一
般
的
に
は「

す
な
わ
ち」

と
訓
む
、
前
後
の
節
を
繋

ぐ
接
続
詞
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「

い
ま
し」

と
訓
む
の
が
慣
わ
し

で
あ
り
、
永
遠
の
い
ま
、
永
遠
の
な
か
の
今
の
こ
の
瞬
間
を
い
う
。

「

い
ま
し」

と
訓
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
釈
尊
の
時
代
か
ら
ど
ん
な
に

時
代
を
隔
て
て
い
て
も
、
仏
陀
が
説
い
た
教
え
も
、
今
の
仏
が
説
く

教
え
も
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
り
、
絶
対
不
変
の
教
え
を
説
く
の
は
今

の
こ
の
瞬
間
し
か
な
い
こ
と
を
暗
示
す
る
。
永
遠
の
な
か
の
今
の
、

こ
の
瞬
間
に
生
き
る
人
に
、「

い
ま
し」

は
、
生
き
る
こ
と
の
真
実

の
有
り
様
を
突
き
つ
け
て
い
る
。

「

諸
法」

は
、
万
法
と
同
義
。
宇
宙
の
な
か
の
一
切
の
事
物・

現
象

を
い
う
。

「

諸
法
実
相」

は
、
宇
宙
の
す
べ
て
の
存
在
の
真
実
の
在
り
方
で
あ

る
、
す
べ
て
の
存
在
の
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
を
い
う
。
す
な
わ
ち

「

諸
法
実
相」

は
、
永
遠
の
な
か
の
今
の
こ
の
一
瞬
に
、
い
ず
れ
仏

と
な
る
私
た
ち
衆
生
に
、
見
え
、
聞
こ
え
、
臭
い
、
味
わ
い
、
触
れ
、

に
お

感
じ
認
識
す
る
す
が
た
や
形
が
す
べ
て
、
真
実
に
満
ち
溢
れ
て
い
る

こ
と
を
い
う
。
い
ず
れ
仏
と
な
る
私
た
ち
衆
生
に
、
見
え
、
聞
こ
え
、

臭
い
、
味
わ
い
、
触
れ
、
感
じ
認
識
す
る
す
が
た
や
形
が
す
べ
て
、

真
実
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
の
が
、
中
道
の「

諸
法
実
相」

で
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
、
今
こ
こ
の
一
瞬
に
生
き
る
私
た
ち
衆
生
の
多
く
は
、

煩
悩
惑
に
塗
れ
、
塗
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
な
い
。
こ
の

よ
う
な
仏
に
な
ら
な
い
人
は
、
煩
悩
惑
に
塗
れ
た
色
眼
鏡
を
通
し
て

見
、
聞
き
、
嗅
ぎ
、
味
わ
い
、
触
れ
、
感
じ
認
識
し
、
こ
の
事
実
に

気
づ
く
こ
と
が
な
い
か
ら
、
あ
る
が
ま
ま
の
真
実
を
真
実
の
ま
ま
に

観
て
い
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

「
究
尽」

は
、
一
般
的
に
は「

ぐ
う
じ
ん」「

ぐ
じ
ん」

と
訓
む
が
、
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こ
こ
で
は「

く
じ
ん」

と
訓
む
の
が
慣
わ
し
で
あ
る
。
究
め
尽
く
す

の
意
か
ら
、
到
達
す
る
、
悟
る
の
意
を
い
う
。
一
般
的
に
一
句
は
、

た
だ
仏
だ
け
が
仏
に
対
し
て
の
み
、
一
切
の
存
在
す
る
事
物
の
真
実

の
す
が
た
を
説
き
明
か
し
、
究
め
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ

て
、
一
切
の
事
物
の
真
実
の
す
が
た
を
知
っ
て
い
る
の
は
仏
だ
け
で

あ
る
、
の
意
と
さ
れ
る
。

し
か
し
こ
の
一
句
は
、
一
相
一
味
の
悟
り
の
境
地
に
あ
る
仏
が
、

永
遠
の
な
か
の
今
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
真
実
の
す
が
た
を
究
め
尽
く

し
て
い
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、い
ず
れ
仏
と
な
る
一
切
の
衆
生
も
、

仏
が
説
く
教
え
の
大
道
を
歩
み
続
け
て
い
け
ば
、
感
応
道
交
が
無
限

に
連
動
し
て
、
い
つ
の
日
に
か
、
永
遠
の
な
か
の
今
に
あ
る
、
あ
ら

ゆ
る
存
在
の
真
実
の
す
が
た
を
、究
め
尽
く
し
悟
る
こ
と
が
で
き
る
、

の
意
と
取
る
。

『

妙
法
蓮
華
経』

方
便
品
第
二
の
長
行
に
説
く
、

「

唯
仏
与
仏
乃
能

じ
ょ
う
ご
う

究
尽
諸
法
実
相」（『

大
正
蔵』

九・

五
ｃ）

は
、「
た
だ
仏
と
仏
と

の
み
、
い
ま
し
よ
く
諸
法
実
相
を
究
尽
す」

と
読
み
慣
わ
し
、『

妙

法
蓮
華
経』

の
全
体
を
総
括
し
た
教
え
の
精
髄
と
さ
れ
る
。『
妙
法

蓮
華
経』

に
お
い
て
、
仏
陀
一
代
の
教
え
を
、
華
厳
時・

鹿
苑
時・

方
等
時・

般
若
時・

法
華
涅
槃
時
の
五
時
を
立
て
て
、
衆
生
を
漸
次

に
一
乗
の
教
え
に
誘
い
入
れ
る
こ
と
を
説
い
た
の
は
、
こ
の
方
便
品

で
あ
る
。
方
便
品
の
冒
頭
で
、
仏
が
三
昧
か
ら
起
っ
て
、
対
告
衆
の

長
老
舎
利
弗
に
向
か
っ
て
、「

諸
仏
の
智
慧
は
、
甚
だ
深
く
し
て
無

量
な
り
。
そ
の
智
慧
の
門
は
、
解
り
難
く
入
り
難
く
し
て
、
一
切
の

声
聞・

辟
支
仏
の
知
る
能
わ
ざ
る
所
な
り」

と
い
い
、
続
け
て「

仏

の
成
就
せ
る
所
は
、
第
一
の
希
有
な
る
難
解
の
法
に
し
て
、
た
だ
仏

と
仏
と
の
み
、
い
ま
し
よ
く
諸
法
実
相
を
究
尽
す」

と
い
う
。
舎
利

弗
は
、
こ
れ
を
聞
い
て
、
そ
の
甚
深
微
妙
の
法
を
説
く
よ
う
に
、
仏

に
懇
ろ
に
請
う
こ
と
三
度
。
遂
に
、
舎
利
弗
の
願
い
が
聞
き
届
け
ら

れ
た
、
と
あ
る
。
方
便
品
の「

唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
諸
法
実
相」

は
、

た
だ
仏
だ
け
が
仏
に
対
し
て
の
み
、
存
在
す
る
一
切
の
事
物
の
す
が

た
を
説
き
明
か
し
、
究
め
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
一

切
の
事
物
の
真
実
の
す
が
た
を
知
っ
て
い
る
の
は
仏
だ
け
で
あ
る
、

と
取
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
一
段
を
、『

妙
法
蓮
華
経』

の

全
体
を
総
括
し
た
教
え
の
精
髄
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
仏
と
仏
と

の
間
に
お
い
て
の
み
、真
実
の
す
が
た
を
究
め
尽
く
す
こ
と
が
で
き
、

一
切
の
衆
生
は「

究
尽
諸
法
実
相」

の
埒
外
に
あ
る
な
ら
ば
、
衆
生

を
諸
法
実
相
の
仏
知
見
に
開
示
悟
入
さ
せ
る
、
一
大
事
因
縁
の
た
め

に
仏
が
こ
の
世
に
出
現
し
た
意
味
が
な
い
。
仏
は
、
種
々
の
因
縁
、

譬
喩
、
言
辞
、
方
便
を
用
い
て
衆
生
を
導
き
、
終
に
衆
生
を
一
仏
乗

に
導
き
成
仏
さ
せ
る
。
こ
れ
が
仏
の
一
大
事
因
縁
で
あ
る
。
そ
う
な

ら
ば
、
こ
の
一
段
の「

仏
と
仏」

は
、
字
義
通
り
、
た
だ
仏
と
仏
と

の
意
に
取
る
の
で
は
な
く
、
成
仏
の
主
体
者
と
し
て
の
仏
と
、
仏
に

続
い
て
将
来
仏
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
た
衆
生
と
取
る
こ
と
が
、

『

六

妙
法
門』

の
巻
尾
を
飾
る
一
偈
に
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
、
智
顗
の
後
期
の
思
想
の
発
展・

展
開
の
途
上
に
あ
る
、『

六
妙
法
門』

の
位
置
づ
け
に
合
致
す
る
と
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考
え
ら
れ
る
。

「

た
だ
仏
と
仏
と
の
み」

は
、
仏
だ
け
の
世
界
の
こ
と
を
い
う
の
で

は
な
い
。
今
こ
こ
に
生
を
享
け
て
い
る
あ
な
た
自
身
が
、
仏
に
な
ら

な
け
れ
ば
、
あ
な
た
が
人
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
意
味
が
な
い
。
一

句
は
こ
れ
を
い
う
。
人
が
生
ま
れ
る
の
は
、
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
た

め
で
は
な
い
。
欲
望
の
た
め
だ
け
の
人
生
で
は
、
淋
し
過
ぎ
る
。
人

と
し
て
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
、
こ
の
世
の
真
実
で
あ
る
諸
法
実
相
の

仏
知
見
を
開
顕
す
る
義
務
が
あ
る
。人
と
し
て
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
、

仏
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
人
に
生
ま
れ
た
責
務
で
あ

る
と
、
人
に
生
き
る
目
標
を
与
え
る
の
が
、
こ
の
一
句
で
あ
る
。

「

た
だ
仏
と
仏
と
の
み」

の
前
の
仏
は
、
法
身・

報
身・

応
身
の
三

身
相
即
の
仏
陀
、
す
な
わ
ち
法
身
仏
と
し
て
の
本
仏
で
あ
る
仏
陀
を

い
い
、
そ
し
て
こ
の
本
仏
が
娑
婆
世
界
に
応
現
し
た
仏
陀
を
い
い
、

後
の
仏
は
、
い
ず
れ
仏
と
な
る
私
た
ち
衆
生
を
い
う
と
取
る
と
こ
ろ

に
、『

六
妙
法
門』

が
、
巻
末
に
至
る
ま
で
、
凡
夫
が
声
聞
に
、
声

聞
が
縁
覚
に
、
縁
覚
が
菩
薩
に
、
菩
薩
が
仏
に
な
る
大
道
を
説
き
明

か
し
た
意
味
が
あ
る
。
仏
に
な
る
大
道
に
は
、
衆
生
の「
感」

と
、

仏
の「

応」

と
の
感
応
道
交
が
生
ま
れ
交
流
す
る
。
感
応
道
交
は
、

か
ん
の
う
ど
う
き
ょ
う

衆
生
に
機
縁
が
あ
れ
ば
仏
心
を
感
じ
、
仏
の
力
が
自
然
に
こ
れ
に
応

じ
行
き
交
わ
る
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
の
感
と
仏
の
応
と

が
互
い
に
あ
い
通
じ
、
あ
い
交
わ
る
と
こ
ろ
に
、
衆
生
が
仏
と
な
る
、

仏
の
教
え
の
大
道
が
開
け
る
。
し
か
も
、
真
実
で
あ
る
諸
法
実
相
を

開
顕
す
る
人
に
の
み
、
感
応
道
交
が
起
こ
り
、
感
応
道
交
が
無
限
に

連
動
し
連
鎖
し
て
い
く
。

「

諸
法
実
相」

の
こ
と
ば
は
、

『

大
品
般
若
経』

巻
第
十
七
や
、

『

妙

法
蓮
華
経』

巻
第
一・

方
便
品
第
二
な
ど
に
基
づ
き
、
大
乗
仏
教
の

旗
印
で
あ
る
の
意
か
ら
、
一
法
印
と
い
う
。『

大
智
度
論』

巻
第
十

八
に
は
、
諸
法
実
相
は
般
若
波
羅
蜜
で
あ
る
と
す
る
。

天
台
教
学
で
は
、
諸
法
実
相
に
三
重
の
解
釈
を
施
す
。
初
重
で
は
、

因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
す
べ
て
の
現
象（

諸
法）

は
、
因
縁
に
よ
っ

て
仮
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
体
が
な
い
か
ら
、
諸
法
の

本
質
は
、
空
理（

実
相）

で
あ
る
こ
と
を
、
諸
法
実
相
と
す
る
。
第

二
重
で
は
、
空
有
の
す
べ
を
諸
法
と
名
づ
け
、
そ
れ
ら
の
空
有
を
超

え
た
絶
対
肯
定
と
し
て
の
中
道
の
理
を
別
に
立
て
て
、
諸
法
の
本
質

は
中
道
の
理（

実
相）

で
あ
る
こ
と
を
諸
法
実
相
と
す
る
。
第
三
重

で
は
、
現
象
的
世
界
の
す
べ
て
の
事
々
物
々
は
、
そ
の
ま
ま
に
即
空・

即
仮・

即
中
と
し
て
の
実
相
の
理
に
か
な
い
、
諸
法
即
実
相
で
あ
る

こ
と
、
娑
婆
世
界
が
そ
の
ま
ま
真
実
世
界
で
あ
る
こ
と
を
、
諸
法
実

相
と
す
る
。
こ
の
う
ち
、
前
二
重
は
大
乗
偏
教
、
す
な
わ
ち
、
片

寄
っ
た
教
え
で
あ
る
小
乗
お
よ
び
大
乗
中
の
仮
の
方
便
の
権
教
の
説
、

後
一
重
は
真
実
の
大
乗
円
教
の
説
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

な
お
、『

六
妙
法
門』

の
第
十
証
相
六
妙
門
の
末
尾
の
、『

妙
法
蓮

華
経』

の「

唯
仏
与
仏
乃
能
究
尽
諸
法
実
相」

の
諸
法
実
相
は
、
第

二
重
の
中
道
の
理
の
実
相
と
考
え
る
。

（
134）

こ
れ
は
、
修
行・

教
道
に
約
し
て
、
か
く
の
ご
と
き
説
を
な
す

＝「
こ
れ」

は
、
直
前
に
経
証
と
し
て
引
用
し
た
、『

仁
王
般
若
波
羅
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蜜
経』

巻
上
の「

三
賢・

十
聖
は
、
忍
の
な
か
に
行
ず
。
た
だ
、
仏

一
人
の
み
、
よ
く
源
を
尽
く
す」

と
い
う
一
偈
と
、『

妙
法
蓮
華
経』

方
便
品
の「

た
だ
仏
と
仏
と
の
み
、
い
ま
し
よ
く
諸
法
実
相
を
究
尽

す」
と
い
う
一
偈
と
を
い
う
。

「

修
行」
は
、
十
信・

十
住・

十
行・

十
廻
向・

十
地・

等
覚・

妙

覚
か
ら
成
る
、
五
十
二
位
に
わ
た
る
菩
薩
の
修
行
実
践
を
い
う
。
こ

こ
で
説
く
修
行
は
、「
三
賢・

十
聖
は
、
忍
の
な
か
に
行
ず
。
た
だ
、

仏
一
人
の
み
、
よ
く
源
を
尽
く
す」

の
一
偈
が
内
包
す
る
実
践
を
い

う
。
す
な
わ
ち
、
十
住・
十
行・

十
廻
向
の
三
十
位
に
あ
る
三
賢
の

修
行
者
と
、
十
地
の
十
位
に
あ
る
十
聖
の
修
行
者
と
が
、
無
生
法
忍

を
成
就
し
、
最
後
に
仏
に
至
る
修
行
の
面
を
い
う
。

「

教
道」

は
、
仏
が
説
き
明
か
す
教
え
、
す
な
わ
ち
教
義
を
い
う
。

こ
こ
で
説
く
教
道
は
、「

た
だ
仏
と
仏
と
の
み
、
い
ま
し
よ
く
諸
法

実
相
を
究
尽
す」

の
一
偈
が
内
包
す
る
教
え
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、

す
べ
て
は
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
、
一
相
一
味
の
諸
法
実
相
を
究
め
尽

く
し
て
い
る
仏
の
教
え
は
勿
論
、
仏
が
一
相
一
味
の
諸
法
実
相
の
教

え
を
説
き
明
か
し
、
凡
夫
か
ら
声
聞
、
声
聞
か
ら
縁
覚
、
縁
覚
か
ら

菩
薩
、
菩
薩
か
ら
仏
を
目
指
す
、
生
き
と
し
生
け
る
一
切
の
衆
生
が

受
け
保
つ
、
一
相
一
味
の
諸
法
実
相
の
教
え
の
教
道
の
面
を
い
う
。

「

約
し
て」

は
、
～
に
つ
い
て
、
～
に
つ
い
て
い
う
と
、
～
の
立
場

か
ら
み
て
い
う
と
、
～
の
方
面
か
ら
み
て
、
～
の
ほ
う
か
ら
み
て
、

～
に
結
び
つ
け
て
の
意
を
い
う
。

「

か
く
の
ご
と
き
説」

は
、『

仁
王
般
若
波
羅
蜜
経』

巻
上
の「

三

賢・

十
聖
は
、
忍
の
な
か
に
行
ず
。
た
だ
、
仏
一
人
の
み
、
よ
く
源

を
尽
く
す」

と
い
う
、
一
偈
が
内
包
す
る
仏
に
至
る
修
行
実
践
と
、

『

妙
法
蓮
華
経』

方
便
品
の「

た
だ
仏
と
仏
と
の
み
、
い
ま
し
よ
く

諸
法
実
相
を
究
尽
す」

と
い
う
、
一
偈
が
内
包
す
る
一
相
一
味
の
諸

法
実
相
の
教
え
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
以
上
の
二
偈
は
、
修
行
の
面
と
教
義
の
面
と
の

両
面
に
結
び
つ
け
て
、
菩
薩
は
十
住・

十
行・

十
廻
向
の
三
賢
の
修

行
実
践
の
な
か
と
、
十
地
の
十
聖
の
修
行
実
践
の
な
か
と
で
無
生
法

忍
を
成
就
し
、
衆
生
も
、
仏
が
究
め
尽
く
し
た
一
相
一
味
の
諸
法
実

相
の
教
え
を
受
け
保
ち
、仏
に
至
る
修
行
に
精
進
し
続
け
る
こ
と
を
、

説
き
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
の
意
を
い
う
。

（

135）

理
を
も
っ
て
、
論
を
な
せ
ば
、
法
界
円
通
に
し
て
＝「

理」

は
、

一
般
的
に
は
、
相
対
的
差
別
的
な
現
象
を
い
う「

事」

に
対
し
て
、

絶
対・

平
等
の
究
極
の
真
実
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、『

妙
法
蓮
華
経』

方
便
品
の「

た
だ
仏
と
仏
と
の
み
、
い
ま
し
よ
く
諸
法
実
相
を
究
尽

す」

と
い
う
一
偈
が
説
き
明
か
す
、
教
え・

仏
教
の
教
理
を
い
う
。

つ
ま
り
理
は
、
一
切
は
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
と
い
う
、
一
相
一
味
の

諸
法
実
相
の
教
え
を
い
う
。

「

論
を
な
せ
ば」

は
、
理
論
的
に
説
く
な
ら
ば
、
具
体
的
に
説
く
な

ら
ば
の
意
を
い
う
。

「

法
界」

は
、
地
獄・

餓
鬼・

畜
生・

修
羅・

人
間・

天
上
の
六
凡

と
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩・

仏
の
四
聖
の
二
つ
を
合
わ
せ
た
、「

十

法
界」

を
い
う
。
十
法
界
は
、
実
体
と
し
て
十
の
世
界
が
存
在
す
る
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こ
と
を
い
う
の
で
は
な
く
、
現
実
に
生
き
る
人
の
心
の
有
り
様
が
、

こ
の
十
の
世
界
の
有
り
様
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

「
円
通」

は
、
融
け
合
い
、
妨
げ
が
な
く
、
行
き
渡
っ
て
い
る
こ
と

を
い
う
。

「

法
界
円
通」

は
、
地
獄・

餓
鬼・

畜
生・

修
羅・

人
間・

天
上・

声
聞・

縁
覚・
菩
薩・

仏
か
ら
な
る「

十
法
界」

の
一
切
が
、
融
け

合
い
、
妨
げ
が
な
く
、
行
き
渡
っ
て
い
る
有
り
様
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
一
切
は
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
と
い
う
、
一
相
一

味
の
諸
法
実
相
の
教
え
を
具
体
的
に
説
く
な
ら
ば
、
人
の
心
は
と
き

に
地
獄
の
心
に
な
り
、
と
き
に
天
上
の
心
に
な
り
、
と
き
に
仏
の
心

に
な
る
。
畜
生
の
心
も
、
悟
れ
ば
菩
薩
の
心
と
な
り
、
仏
の
心
に
な

る
。
仏
の
心
も
迷
え
ば
、
地
獄
の
心
に
な
り
、
修
羅
の
心
に
な
る
。

地
獄・

餓
鬼・

畜
生・

修
羅・

人
間・

天
上・
声
聞・

縁
覚・

菩
薩・

仏
か
ら
な
る「

十
法
界」

の
心
の
は
た
ら
き
は
、
互
い
に
十
法
界
に

行
き
渡
り
、
妨
げ
る
こ
と
が
な
い
の
意
を
い
う
。
人
の
心
は
、
本
来

清
浄
で
あ
る
。
人
の
本
来
の
清
浄
な
心
は
、
あ
る
が
ま
ま
の
一
相
一

味
の
諸
法
実
相
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
実
に
生
き
る
人
は
、
そ

う
で
は
な
い
。
本
来
の
清
浄
な
心
に
、
煩
悩
と
い
う
垢
を
つ
け
、
つ

け
た
垢
の
上
に
さ
ら
に
垢
を
つ
け
続
け
、
し
か
も
、
自
分
で
は
煩
悩

の
垢
に
塗
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。
人
は
、
真
実
を
観
る
こ

と
が
で
き
る
本
来
の
清
浄
な
心
の
は
た
ら
き
を
遮
断
し
、
必
死
に
垢

に
塗
れ
た
心
を
造
り
上
げ
、
造
り
上
げ
た
心
に
実
体
が
あ
る
と
信
じ

て
疑
わ
な
い
。
造
り
上
げ
た
心
が
、
妄
心
で
あ
り
、
妄
想
で
あ
り
、

妄
念
で
あ
る
。
造
り
上
げ
た
妄
心・

妄
想・

妄
念
は
、
一
切
の
心
が

融
け
合
い
、
妨
げ
が
な
い
円
通
の
心
の
は
た
ら
き
の
対
極
に
あ
る
。

造
り
上
げ
た
妄
心・

妄
想・

妄
念
は
、
私
と
い
う
永
遠
不
滅
の
実
体

が
あ
り
、
私
の
も
の
が
実
在
し
、
私
が
見
た
り
聞
い
た
り
考
え
た
り

す
る
こ
と
に
は
、
一
分
の
間
違
い
も
な
い
と
考
え
る
こ
と
を
真
実
と

す
る
。
世
界
は
、
私
の
た
め
に
あ
る
。
世
界
は
私
の
思
う
が
ま
ま
に

な
る
と
思
う
こ
と
を
真
実
と
す
る
。

し
か
し
、
仏
の
眼
は
、
一
切
は
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
絶
対
平
等

に
あ
り
、
執
着
す
る
余
地
の
な
い
存
在
の
在
り
方
に
あ
る
と
観
る
。

本
来
の
清
浄
な
心
に
あ
る
か
ら
、
本
来
の
清
浄
な
心
が
行
き
渡
っ
て

い
れ
ば
、
不
平
も
な
け
れ
ば
、
不
満
も
な
い
。
現
実
は
、
不
平
だ
ら

け
、
不
満
だ
ら
け
で
あ
る
。
現
実
は
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
の
一
切

を
、
区
別
し
、
差
別
し
、
価
値
づ
け
、
差
別
し
価
値
づ
け
た
も
の
に

執
着
す
る
。
人
は
見
る
も
の
聞
く
も
の
を
お
金
に
換
算
し
、
価
値
に

換
算
す
る
。
そ
し
て
、
価
値
が
あ
る
と
分
別
し
た
も
の
を
拾
い
、
価

値
が
な
い
と
分
別
し
た
も
の
を
捨
て
る
。
人
は
、
自
分
が
造
っ
た
価

値
観
に
縛
ら
れ
、
価
値
観
が
災
い
と
な
っ
て
、
価
値
観
に
振
り
回
さ

れ
て
、あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
一
切
の
真
実
が
観
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

無
償
の
恩
恵
を
恣
に
し
、
無
言
の
う
ち
に
人
を
支
え
て
い
る
、
地・

ほ
し
い
ま
ま

水・

火・

風
の
四
大
の
真
実
が
観
え
な
い
。
真
の
価
値
が
観
え
な
い
。

恩
寵
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
が
、
人
の
現
実
で
あ
る
。

人
の
心
は
、
一
瞬
に
、
仏
の
心
か
ら
地
獄
の
心
に
変
わ
る
。
一
瞬
に
、

地
獄
の
心
か
ら
天
上
の
心
に
変
わ
り
、
天
上
の
心
か
ら
餓
鬼
の
心
に
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わ
る
。

「

円
通」

は
、
人
の
現
実
の
真
反
対
を
い
う
。
一
切
が
、
融
け
合

い
、
妨
げ
が
な
く
、
行
き
渡
っ
て
い
る
有
り
様
、
つ
ま
り
、
地
獄・

餓
鬼・
畜
生・

修
羅・

人
間・

天
上・

声
聞・

縁
覚・

菩
薩・

仏
か

ら
な
る「
十
法
界」

の
心
の
は
た
ら
き
は
、
互
い
に
十
法
界
に
行
き

渡
り
、
妨
げ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

（

136）

諸
仏・

菩
薩
の
所
証
の
法
門
は
、
始
終
不
二
な
り
＝「

所
証
の

法
門」

は
、「

理」
に
相
当
す
る
。
つ
ま
り『

妙
法
蓮
華
経』

方
便

品
の「

た
だ
仏
と
仏
と
の
み
、
い
ま
し
よ
く
諸
法
実
相
を
究
尽
す」

と
い
う
一
偈
を
受
け
て
、「
理
を
も
っ
て
論
を
な
せ
ば
、
法
界
円
通

し
て」

と
説
く
理
を
い
う
。
つ
ま
り
、
理
は
こ
こ
で
は
、
一
相
一
味

の
諸
法
実
相
の
理
で
あ
る
教
え
を
い
う
。

「

始
終」

は
、
字
義
通
り
で
は
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、「

諸
仏・

菩
薩
の
所
証
の
法
門」
を
説
い
て
い
る
か
ら
、

「

始」

は
、
初
発
心
の
菩
薩
に
な
っ
た
と
き
を
い
い
、「
終」

は
、
仏

に
な
っ
た
と
き
を
い
う
。
つ
ま
り
、「

始」

は
、
別
教
の
三
賢
の
十

住
の
第
一
位
の
初
住
位
に
入
っ
た
と
き
で
あ
る
、初
発
心
住
を
い
い
、

「

終」

は
、
成
仏
を
い
う
。

「

不
二」

は
、
二
に
あ
ら
ず
と
訓
む
か
ら
、
絶
対
の
一
を
い
う
。
す

な
わ
ち
、
二
や
三
や
四
な
ど
と
相
対
し
た
一
を
い
う
の
で
は
な
く
、

そ
れ
っ
き
り
の
一
、
一
と
も
い
え
な
い
一
を
い
う
。

「

始
終
不
二」

は
、
初
発
心
の
菩
薩
が
到
達
し
た
教
え
も
、
仏
が
悟

り
、
そ
し
て
説
く
究
極
の
教
え
も
、
同
じ
教
え
で
変
わ
ら
な
い
こ
と

を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
い
ろ
い
ろ
な
仏
が
悟
っ
た
教
え
も
、
い
ろ
い
ろ

な
菩
薩
が
初
発
心
の
と
き
に
悟
る
教
え
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
教
え
で

あ
っ
て
、そ
の
間
に
優
劣
な
ど
の
差
別
は
存
在
し
な
い
の
意
を
い
う
。

人
は
本
来
、
清
浄
な
心
を
具
え
た
存
在
で
あ
る
が
、
自
分
で
造
り

出
す
煩
悩
の
垢
に
塗
れ
た
存
在
で
あ
り
、
煩
悩
の
垢
に
塗
れ
た
存
在

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。
煩
悩
塗
れ
で
は
あ
る
が
、

人
は
本
来
、『

妙
法
蓮
華
経』

の
衣
裡
の
宝
珠
や
、
衣
内
の
明
珠
の

み
ょ
う
じ
ゅ

例
え
が
教
え
る
よ
う
に
、
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
と
し
て

の「

仏
性」

を
具
え
て
い
る
。
例
外
は
な
い
。
仏
性
は
、
努
力
し
た

か
ら
増
え
る
も
の
で
は
な
い
。
怠
け
た
か
ら
減
る
も
の
で
も
な
い
。

始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
人
に
本
来
具
わ
っ
て
い
る
の
が
仏
性
で
あ

る
。
初
発
心
の
菩
薩
で
あ
っ
て
も
、
究
極
の
境
地
に
あ
る
仏
で
あ
っ

て
も
、
悟
る
内
容
は
同
一
で
あ
っ
て
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
人
が

本
来
仏
性
を
具
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
は
、
自
分
が

本
来
具
え
て
い
る
仏
性
に
目
覚
め
、
目
覚
め
た
仏
性
に
生
き
る
こ
と

が
要
請
さ
れ
る
。

『

華
厳
経』

巻
第
八
で
は
、

「

初
発
心
の
時
、
便
ち
、
正
覚
を
成
ず」

（『

大
正
蔵』

九・

四
四
九
ｃ）

と
説
き
、『

大
般
涅
槃
経』

巻
第
三

十
八・

迦
葉
菩
薩
品
に
は
、「

発
心
と
悟
り
の
究
極
に
は
、
区
別
が

な
い
。
初
め
て
発
心
す
れ
ば
、
す
で
に
天
上・

人
間
界
の
師
な
り」

（『

大
正
蔵』

一
二・

五
九
〇
ａ）

と
説
く
。
つ
ま
り
、
初
発
心
の
菩

薩
は
、
完
成
体
で
あ
る
。
人
の
本
質
は
、
目
覚
め
開
発
す
る「

仏
性」
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に
あ
る
。

（
137）

故
に『

大
品
経』

に
言
く
＝「

故
に」

は
、
直
前
の「

理
を
も
っ

て
論
を
な
せ
ば
、
法
界
円
通
に
し
て
、
諸
仏・

菩
薩
の
所
証
の
法
門

は
始
終
不
二
な
り」

の
、「

諸
仏・

菩
薩
の
所
証
の
法
門
は
始
終
不

二
な
り」
を
受
け
る
。
詳
し
く
は『

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経』

。『

大
品

経』『

大
品
般
若
経』『

大
品
般
若』『

大
般
若
経』

と
通
称
さ
れ
る
。

二
十
七
巻
と
さ
れ
る
が
、
三
十
巻
、
四
十
巻
と
も
さ
れ
る
。
後
秦
の

弘
始
六
年（

四
〇
四）
、
鳩
摩
羅
什
の
訳
。
異
訳
に
、
西
晋
の
永
平

元
年（

二
九
一）

、
無
叉
羅
訳
の『

放
光
般
若
波
羅
蜜
経』

二
十
巻
、

お
よ
び
、
西
晋
の
太
康
七
年（
二
八
六）

、
竺
法
護
訳
の『

光
讃
般

若
波
羅
蜜
経』

十
巻
が
あ
る
。

唐
の
玄
奘
訳『

大
般
若
経』

、
詳
し
く
は『

大
般
若
波
羅
蜜
多
経』

六
〇
〇
巻
の
第
二
会
に
相
当
し
、
同
経
第
三
会
も
こ
の
系
統
に
属
す

る
と
見
ら
れ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
本
は
、『

二
万
五
千
頌
般

若（

波
羅
蜜
多
経）』

と
い
い
、
尼
波
爾（

ネ
パ
ー
ル）

貝
葉
本
と

し
て
承
伝
さ
れ
、そ
の
一
部
が
ダ
ッ
ト
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
訳
も
あ
る
。

龍
樹
に
帰
せ
ら
れ
る
鳩
摩
羅
什
訳『

大
智
度
論』

一
〇
〇
巻
、
お

よ
び
、
弥
勒
の『

現
観
荘
厳
論
頌』

は
、
こ
れ
に
対
す
る
註
釈
書
と

さ
れ
る
。
中
国
の
註
釈
に
は
、
吉
蔵
の『

大
品
経
義
疏』

十
巻
、
お

よ
び
、『

大
品
経
遊
意』

一
巻
が
あ
る
。

な
お「

般
若」

と
は
、
分
別
を
離
れ
て
、
も
の
ご
と
を
全
体
的・

直
観
的
に
把
捉
す
る
悟
り
の
智
慧
を
い
う
。
そ
し
て
こ
の
智
慧
に

よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
は
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
、
あ
る

い
は
本
質
を
も
た
な
い
不
可
得
空
で
あ
る
と
す
る
、
も
の
ご
と
の
あ

り
の
ま
ま
の
在
り
方
、
す
な
わ
ち
諸
法
実
相
を
観
察
し
、
な
に
も
の

に
も
執
着
せ
ず
、
利
他
行
を
実
践
す
る
こ
と
を
い
う
。

（

138）

初
め
の
阿
、
後
の
荼
、
そ
の
意
に
別
な
し
＝「

阿」

は
、
四
十

二
字
門
の
第
一
で
あ
る
、
一
切
の
現
象
や
存
在
の
不
生
を
観
想
す
る

阿
字
門
を
い
い
、「

荼」

は
、
四
十
二
字
門
の
究
極
で
あ
る
、
一
切

の
現
象
や
存
在
の
不
終
不
生
を
観
想
し
尽
く
す
、
究
極
の
境
地
の
荼

字
門
を
い
う
。
阿
字
門
か
ら
荼
字
門
ま
で
の
間
に
羅
字・

波
字・

遮

字・

那
字・

邏
字・

陀
字・

婆
字・

荼
字・

沙
字・

和
字・

多
字・

夜
字・

咤
字・

迦
字・

婆
字・

磨
字・

伽
字・

他
字・

闍
字・

蒟
字・

駄
字・

字・

字・

叉
字・

字・

若
字・

字・

婆
字・

車
字・

摩
字・

火
字・

嗟
字・

伽
字・

他
字・

拏
字・

頗
字・

歌
字・

字・

遮
字・

咤
字
の
、
離
垢
や
第
一
義
を
始
め
と
し
、
い
ろ
い
ろ
な
現
象

や
存
在
の
不
可
得
を
観
想
す
る
、
四
十
の
字
門
の
境
地
が
あ
る
。

「

阿
字
門」

は
、
宇
宙
人
生
を
阿
字（

濔）

に
お
さ
め
て
、
存
在
し

現
象
す
る
も
の
は
す
べ
て
、
そ
れ
自
体
が
根
本
的
な
存
在
で
あ
り
現

象
で
あ
る
か
ら
、
生
じ
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
真
実

を
悟
り
、
阿
字
本
不
生
の
悟
り
の
境
地
に
入
る
法
門
を
い
う
。

「

荼
字
門」

に
入
れ
ば
、
等
覚
位
に
残
る
一
部
の
無
明
の
惑
も
消
え

失
せ
て
、
現
実
に
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
し
つ
つ
あ
る
お
の
れ
の
心
を
突

き
詰
め
て
、
そ
の
本
源
を
覚
知
す
る
、
口
や
文
字
で
は
表
わ
す
こ
と

が
で
き
な
い
、
菩
薩
究
極
の
妙
覚
位
の
悟
り
の
境
地
に
入
る
法
門
を
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い
う
。
荼
字
門
の「

荼」

は
、
一
般
的
に
は
、
四
十
二
字
門
の
最
後

の
文
字

d
h
a

、
上
声
の

d
a

の
音
写
語
を
い
う
。『

瑜
伽
金
剛
頂

経』
釈
字
母
品
で
は
執
持
、
す
な
わ
ち
、
信
仰
心
や
精
神
統
一
し
た

心
が
堅
牢
で
あ
り
、
金
剛
の
よ
う
に
坐
っ
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
滅

穢
の
境
界
の
音
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
果
て
の
果
て
ま
で
極
め
尽

く
し
、
悟
り
尽
く
し
た
無
上
至
極
の
意
の
、「

究
竟・

辺
竟」

の
意

で
あ
り
、
究
極
の
清
浄
で
あ
っ
て
、「

言
語
道
断・

心
行
処
滅」

、
つ

ま
り
、
言
語
を
絶
し
、
思
慮
を
超
え
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
超
え

た
悟
り
の
境
地
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
菩
薩
の
位

を
極
め
る
こ
と
の
意
と
取
る
。

な
お
こ
の
一
偈
は
、『

大
品
経』
、
詳
し
く
は『

摩
訶
般
若
波
羅
蜜

経』

巻
第
二
十
四・

四
摂
品
の
、「
ま
た
ま
さ
に
よ
く
一
字
な
い
し

四
十
二
字
を
知
る
べ
し
。
一
切
の
語
言
は
み
な
初
字
門
に
入
る
。
一

切
の
語
言
は
ま
た
第
二
字
門
な
い
し
第
四
十
二
字
門
に
入
る
。
一
切

の
語
言
は
み
な
そ
の
な
か
に
入
る
。
一
字
み
な
四
十
二
字
に
入
る
。

四
十
二
字
も
ま
た
一
字
に
入
る
。
こ
の
衆
生
ま
さ
に
か
く
の
ご
と
く

四
十
二
字
を
学
し
、
よ
く
四
十
二
字
を
学
し
お
わ
り
て
よ
く
字
法
を

説
き
、
よ
く
字
法
を
説
き
お
わ
り
て
よ
く
無
字
法
を
説
く
べ
し
。」

（『

大
正
蔵』

八・

三
九
六
ｂ

－

ｃ）

の
取
意
。

従
っ
て
一
偈
は
、
始
め
て
、
阿
字
に
不
生
を
観
想
し
て
、
阿
字
門

に
入
り
、
続
い
て
、
羅
字
に
離
垢
を
観
想
し
、
第
四
十
一
字
門
の
咤

字
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
不
可
得
を
観
想
し
続
け
て
、
第
二
の
羅
字
門
か

ら
第
四
十
一
の
咤
字
門
ま
で
を
成
就
し
、
そ
し
て
、
最
後
に
、
不
終

不
生
の
悟
り
の
荼
字
を
観
想
し
て
、
究
極
の
荼
字
門
を
完
成
す
る
。

四
十
二
字
門
は
ど
れ
も
、
不
生
不
滅
の
悟
り
の
境
地
で
あ
っ
て
、
境

地
に
差
別
は
な
い
、
と
の
意
を
い
う
。

「

四
十
二
字
門」

は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
四
十
二
の
文
字
の
一

つ
ひ
と
つ
に
、
一
切
法
の
不
可
得
空
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
教
え

で
、
文
字
に
よ
っ
て
意
味
を
説
く
か
ら
字
門
と
い
う
。
四
十
二
字
門

は
、『

大
智
度
論』

巻
第
八
十
九
や『

華
厳
経』

巻
第
五
十
七
な
ど

に
説
か
れ
、
四
十
二
字
陀
羅
尼
門
と
も
呼
ぶ
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
文

字
陀
羅
尼
で
あ
っ
て
、
悉
曇
五
十
字
門
の
よ
う
に
、
字
母
な
ど
を
説

く
の
が
目
的
で
は
な
い
、
だ
か
ら
、
文
字
の
配
列
も
五
十
字
門
の
よ

う
に
整
然
と
し
て
お
ら
ず
、
母
音
字
十
五
と
子
音
字
四
を
欠
き
、
別

に
合
成
語
の
重
字
十
一
を
加
え
て
い
る
。
四
十
二
字
般
若
波
羅
蜜
法

門
、
悉
曇
四
十
二
字
門
と
同
義
。『

大
品
般
若
経』

巻
第
五・

広
乗

品
第
十
九（『

大
正
蔵』

八・

二
五
六
ａ

－

ｂ）

に
よ
れ
ば
、
四
十

二
字
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
切
法
空
の
意
味
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
注

（

126）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

139）

発
心・

畢
竟
は
二
に
し
て
別
な
ら
ず
。
か
く
の
ご
と
き
二
心
は

先
心
す
る
こ
と
難
し
＝「

発
心」

は
、
仏
陀
が
菩
提
樹
の
下
に
坐
し

て
、
初
め
て
悟
り
を
求
め
る
心
を
起
こ
し
た
初
発
心
を
い
う
。

「

畢
竟」

は
、
仏
陀
が
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
の
菩
提
樹
の
下
に
坐
し
て
、

幾
日
か
経
過
し
た
後
に
悟
り
を
開
き
、
有
余
依
涅
槃
を
得
た
。
そ
の

後
、
四
十
年
間
間
断
な
く
中
イ
ン
ド
の
各
地
を
巡
り
、
遂
に
ク
シ
ナ

ガ
ラ
の
沙
羅
双
樹
の
間
で
無
余
依
涅
槃
を
得
て
、
畢
竟
覚
を
成
就
し
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た
境
地
を
い
う
。

「

二
に
し
て
別
な
ら
ず」

は
、
こ
と
ば
の
上
で
は
、
発
心
と
畢
竟
覚

と
い
う
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
が
、
二
で
は
な
い
こ
と
を
い
う
。
こ
れ

は
、
字
義
か
ら
は
、
発
心
が
最
初
、
発
心
が
あ
っ
て
そ
の
後
に
究
極

の
悟
り
で
あ
る
畢
竟
覚
を
成
就
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
時
系
列
の
上

で
先
後
が
あ
る
と
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
発
心
は
発
心
、
畢
竟
覚
は

畢
竟
覚
で
、
二
つ
で
あ
る
と
す
る
の
が
凡
夫
の
考
え
で
あ
る
。
十
信・

十
住・

十
行・

十
廻
向・
十
地・

等
覚・

妙
覚
か
ら
成
る
、
菩
薩
の

五
十
二
位
の
階
位
に
充
当
す
れ
ば
、
当
然
、
初
発
心
の
初
住
位
は
、

菩
薩
の
階
位
を
極
め
た
妙
覚
位
と
は
大
き
な
懸
隔
が
あ
っ
て
、
発
心

と
畢
竟
覚
は
二
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
仏
の
眼
か
ら
観
れ
ば
、
発
心
以

前
の
自
我
に
塗
れ
て
生
き
る
、
一
念
の
心
の
有
り
様
を
、
発
心
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
自
我
を
無
我
に
転
換
し
、
自
我
に
生
き
る
一

念
を
超
克
し
、
一
心
を
開
発
し
て
い
る
か
ら
、
発
心
は
悟
り
の
境
地

を
完
成
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
発
心
と
い
い
、
畢
竟
心
と
い
っ
て
も
、

結
局
は
同
じ
悟
り
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
発
心
と
畢
竟
心
は
一
で

あ
っ
て
、
二
で
は
な
い
こ
と
を
い
う
。

「

か
く
の
ご
と
き
二
心」

は
、
仮
に
発
心
と
畢
竟
心
の
二
つ
の
心
を

立
て
て
二
心
と
い
う
が
、
仏
の
眼
に
は
、
発
心
と
畢
竟
心
と
は
、
二

で
は
な
く
、
絶
対
の
一
で
あ
る
悟
り
の
境
地
に
あ
る
二
心
を
い
う
。

「

先
心
す
る
こ
と
難
し」

は
、
一
般
的
に
は
、
発
心
と
い
い
、
畢
竟

心
と
い
う
か
ら
、
発
心
が
先
で
畢
竟
心
が
後
と
、
先
後
を
つ
け
て
い

る
よ
う
に
思
い
が
ち
で
あ
る
。
仏
の
眼
か
ら
観
れ
ば
、
発
心
と
畢
竟

心
の
二
は
二
で
は
な
い
。
ま
っ
た
く
の
一
、
一
と
も
い
え
な
い
ほ
ど

の
絶
対
の
一
で
あ
る
。
絶
対
の
一
で
あ
る
か
ら
、
初
発
心
と
畢
竟
心

と
の
二
つ
の
心
は
、
ど
ち
ら
が
先
に
生
じ
る
か
、
後
に
生
じ
る
か
と

い
う
こ
と
を
論
じ
る
の
は
ま
っ
た
く
意
味
が
な
い
。
両
者
は
不
即
不

離
の
関
係
、
一
に
し
て
不
二
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

な
お
、
こ
の
偈
は『

南
本
涅
槃
経』

巻
第
三
十
四・

迦
葉
菩
薩
品

之
四
に
あ
る
、「

発
心
畢
竟
二
不
別
。
如
是
二
心
先
心
難」（『

大
正

蔵』

一
二・

八
三
八
ａ）

の
引
用
。
一
般
的
に
は
、「

発
心・

畢
竟

の
二
は
別
な
ら
ず
、
か
く
の
ご
と
き
二
心
は
先
心
難
し」

と
訓
読
す

る
。
そ
し
て
、
初
め
て
仏
道
に
入
っ
て
、
悟
り
の
智
慧
を
体
得
し
よ

う
と
す
る
心
を
起
こ
す
こ
と
と
、果
て
の
果
て
ま
で
極
め
尽
く
し
て
、

究
極
の
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
と
、
こ
の
二
つ
に
違
い
は
な
い
。
発

菩
提
の
心
と
畢
竟
心
の
心
と
い
う
、
二
種
類
の
心
の
有
り
様
は
、
ど

ち
ら
の
心
が
先
で
、
ど
ち
ら
の
心
が
後
と
区
別
す
る
こ
と
は
難
し
い

の
意
と
取
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

こ
こ
は
、『

六
妙
法
門』

全
十
章
の
巻
末
を
飾
る
経
証
で
あ
る
。

従
っ
て
、

「

仏
陀
が
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
の
菩
提
樹
の
下
に
坐
し
て
、
初

め
て
悟
り
を
求
め
る
心
を
起
こ
し
た
と
き
の
有
余
依
涅
槃
の
境
地
と
、

ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
沙
羅
双
樹
の
間
で
、
肉
体
に
よ
る
生
存
の
制
約
か
ら

完
全
に
離
脱
し
て
入
っ
た
無
余
依
涅
槃
の
境
地
と
は
、
別
々
の
境
地

で
は
な
い
。
こ
の
初
発
心
の
有
余
依
涅
槃
と
畢
竟
覚
の
無
余
依
涅
槃

と
の
二
つ
の
境
地
は
、
ま
っ
た
く
同
じ
悟
り
の
境
地
で
あ
る
か
ら
、

初
発
心
の
有
余
依
涅
槃
と
畢
竟
覚
の
無
余
依
涅
槃
と
の
境
地
で
、
ど
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ち
ら
が
先
に
生
じ
、
ど
ち
ら
が
後
に
生
じ
る
か
を
論
じ
る
こ
と
は
意

味
が
な
い
。
両
者
は
、
不
即
不
離
で
あ
り
、
一
で
あ
っ
て
二
で
は
な

い
関
係
に
あ
る」

と
の
意
を
い
う
。

釈
尊
は
初
禅
に
入
ら
れ
た
。
初
禅
か
ら
起
っ
て
、
第
二
禅
に
入
ら

れ
た
。
第
二
禅
か
ら
起
っ
て
、
第
三
禅
に
入
ら
れ
た
。
第
三
禅
か
ら

起
っ
て
、
第
四
禅
に
入
ら
れ
た
。
第
四
禅
か
ら
起
っ
て
、
空
無
辺
処

定
に
入
ら
れ
た
。
空
無
辺
処
定
か
ら
起
っ
て
、
識
無
辺
処
定
に
入
ら

れ
た
。
識
無
辺
処
定
か
ら
起
っ
て
、
無
所
有
処
定
に
入
ら
れ
た
。
無

所
有
処
定
か
ら
起
っ
て
、
非
想
非
非
想
定
に
入
ら
れ
た
。
非
想
非
非

想
定
か
ら
起
っ
て
、
滅
想
受
定
に
入
ら
れ
た
。
そ
し
て
釈
尊
は
、
滅

想
受
定
か
ら
起
っ
て
、
非
想
非
非
想
定
に
入
ら
れ
た
。
非
想
非
非
想

定
か
ら
起
っ
て
、
無
所
有
処
定
に
入
ら
れ
た
。
無
所
有
処
定
か
ら

起
っ
て
、
識
無
辺
処
定
に
入
ら
れ
た
。
識
無
辺
処
定
か
ら
起
っ
て
、

空
無
辺
処
定
に
入
ら
れ
た
。
空
無
辺
処
定
か
ら
起
っ
て
、
第
四
禅
に

入
ら
れ
た
。
第
四
禅
か
ら
起
っ
て
、
第
三
禅
に
入
ら
れ
た
。
第
三
禅

か
ら
起
っ
て
、
第
二
禅
に
入
ら
れ
た
。
第
二
禅
か
ら
起
っ
て
、
初
禅

に
入
ら
れ
た
。
初
禅
か
ら
起
っ
て
、
第
二
禅
に
入
ら
れ
た
。
第
二
禅

か
ら
起
っ
て
、
第
三
禅
に
入
ら
れ
た
。
第
三
禅
か
ら
起
っ
て
、
第
四

禅
に
入
ら
れ
た
。
第
四
禅
か
ら
起
っ
て
、
釈
尊
は
た
だ
ち
に
完
き
ニ

ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
入
ら
れ
た
と
、『

ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅』

は
、
無
余
依

涅
槃
を
活
写
し
て
い
る
。

『

涅
槃
経』

は
、
詳
し
く
は『

大
般
涅
槃
経』

と
い
う
。
東
晋
の
法

顕
の
訳
は
、『

方
等
泥

経』

と
も
い
い
、『

小
乗
涅
槃
経』

と
も
い

う
。
パ
ー
リ
語
経
蔵
長
部
の
マ
ハ
ー・

パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ・

ス
ッ
タ

ン
タ
に
相
当
し
、
中
村
元
訳『

ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅』（

岩
波
文
庫
本）

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
仏
陀
の
晩
年
、
王
舎
城
か
ら
入
滅
の
地

ク
シ
ナ
ガ
ラ
に
い
た
る
道
程
と
、そ
の
途
次
に
お
け
る
事
跡
と
説
法
、

入
滅
か
ら
荼
毘・

分
骨
に
い
た
る
ま
で
を
記
述
し
て
い
る
。

北
涼
の
曇
無
識
訳
の『

涅
槃
経』

は
四
十
巻
。『

大
涅
槃
経』『

大

品
涅
槃
経』

と
も
い
い
、『

大
乗
涅
槃
経』

と
通
称
す
る
。
こ
れ
は
、

如
来
蔵
思
想
を
説
く
経
典
で
あ
る
。
原
始
仏
典
の『

大
般
涅
槃
経』

が
、
肉
身
の
仏
陀
の
入
滅
を
説
く
の
に
対
し
て
、『

大
乗
涅
槃
経』

は
、
仏
陀
の
本
質
を
常
住
不
滅
の
法
身
と
捉
え
、
こ
の
法
身
が
衆
生

の
成
仏
を
可
能
に
す
る
仏
性
と
し
て
は
た
ら
く
こ
と
を
説
く
。特
に
、

「

一
切
衆
生
悉
有
仏
性」

と
い
う
一
句
は
有
名
で
あ
り
、
ま
た
、「

闡

提
成
仏」

を
説
く
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。

劉
宋
の
慧
観・

慧
厳・

謝
霊
運
が
、
四
十
巻
本
を
、
三
十
六
巻
の

『

大
般
涅
槃
経』

に
改
編
し
た
。
劉
宋
の
都
建
康
で
成
立
し
た
の
で
、

こ
れ
を『

南
本
涅
槃
経』

と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
四
十
巻
本
を

『

北
本
涅
槃
経』

と
い
う
。
内
容
は
、
実
質
的
に
は
同
一
で
あ
る
。

智
顗
が
用
い
た
の
は
、

『

南
本（

大
般）

涅
槃
経』（『

三
十
六
巻
本

涅
槃
経』）

で
あ
る
。

（

140）

初
地
よ
り
、
こ
と
ご
と
く
、
一
切
の
諸
地
の
功
徳
を
具
す
＝
こ

の
一
偈
は
、『

華
厳
経』

詳
し
く
は『

大
方
広
仏
華
厳
経』

、
通
称

『

六
十
巻
華
厳
経』

巻
第
一・

世
間
浄
眼
品
第
一
之
一
の
、「

一
地
に

お
い
て
住
せ
ば
、
普
く
一
切
の
諸
地
の
功
徳
を
摂
め
る」（『

大
正
蔵』

お
さ
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九・

三
九
五
ｂ）

の
引
用
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
普
賢
菩
薩
を
始
め

と
す
る
二
十
菩
薩
は
、
一
つ
の
境
界
に
住
し
て
、
普
く
あ
ら
ゆ
る
境

界
の
功
徳
を
摂
め
と
り
、
無
上
の
智
慧
と
願
い
と
を
み
な
す
で
に
満

足
し
て
、
仏
の
深
広
な
秘
密
の
教
え
を
具
足
し
、
一
切
諸
仏
共
通
の

す
べ
て
の
法
門
を
得
、
行
も
、
地
位
も
、
徳
も
、
力
も
、
す
べ
て
仏

の
そ
れ
と
等
し
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
般
的
に「
初
地」

は
、
十
信・

十
住・

十
行・

十
廻
向・

十
地・

等
覚・

妙
覚
か
ら
成
る
、
菩
薩
の
五
十
二
位
の
な
か
の
第
四
十
一
位
、

つ
ま
り
、
十
地
の
第
一
位
で
あ
る
歓
喜
心
地
を
い
う
。
こ
こ
の「

初

地」

は
、『

華
厳
経』

の「

一
地」

と
取
る
。
す
な
わ
ち
、
一
地
は
、

十
信・

十
住・

十
行・

十
廻
向・
十
地
そ
れ
ぞ
れ
の
、
第
一
位
の
境

界
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
五
十
二
位
の
第
一
位
の
初
信
位
、

第
十
一
位
の
初
住
位
、
第
二
十
一
位
の
初
行
位
、
第
三
十
一
位
の
初

廻
向
位
、
第
四
十
一
位
の
初
地
位
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
境
界
に
あ
る

こ
と
を
い
う
。

「

こ
と
ご
と
く」

は
、
例
え
ば
、
い
ま
初
信
位
に
あ
る
と
す
れ
ば
、

第
二
位
の
二
信
位
か
ら
妙
覚
位
ま
で
の
、
五
十
一
の
階
位
の
す
べ
て

を
い
う
。
例
え
ば
、
い
ま
初
廻
向
位
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
二
廻
向
位

か
ら
妙
覚
位
ま
で
の
二
十
一
の
階
位
の
す
べ
て
を
い
う
。

「

諸
地」

は
、
例
え
ば
、
い
ま
初
住
位
に
あ
れ
ば
、
第
二
位
の
二
住

位
か
ら
妙
覚
位
ま
で
の
四
十
一
の
階
位
を
い
う
。
例
え
ば
、
い
ま
初

行
位
に
あ
れ
ば
、
二
行
位
か
ら
妙
覚
位
ま
で
の
三
十
一
の
階
位
を
い

う
。

「

功
徳」

は
、
五
十
二
位
の
階
位
そ
れ
ぞ
れ
の
、
常
住
不
滅
の
法
性

を
身
と
す
る
一
部
の「

法
身」

と
、
真
実
相
を
あ
る
が
ま
ま
に
観
る

仏
の
智
慧
で
あ
る
一
部
の「

般
若」

と
、
一
切
の
繋
縛
を
離
れ
て
大

自
在
を
得
る
一
部
の「

解
脱」

と
い
う
三
種
類
の
功
徳
を
い
う
。
こ

れ
を
三
徳
と
い
う
。

従
っ
て
、
一
偈
は
、
菩
薩
が
、
初
信
位・

初
住
位・

初
行
位・

初

廻
向
位・

初
地
位
の
い
ず
れ
か
の
境
界
に
入
る
と
、
そ
の
境
界
以
後
、

妙
覚
位
ま
で
の
境
界
そ
れ
ぞ
れ
の
、
法
身・

般
若・

解
脱
と
い
う
三

徳
の
功
徳
を
兼
ね
具
え
る
、
と
の
意
を
い
う
。

「

十
地」

は
、
菩
薩
の
五
十
二
位
の
四
十
一
位
か
ら
五
十
位
ま
で
を

い
う
。
十
地
は
、
成
仏
の
智
慧
を
生
じ
、
育
み
、
生
長
さ
せ
、
無
縁

の
大
悲
を
起
こ
し
て
、
一
切
衆
生
を
負
荷
す
る
位
を
い
う
。「

地」

は
、
草
木
を
生
育
さ
せ
る
大
地
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

「

十
地」

は
、
歓
喜
心
地
、
離
垢
心
地
、
明
光
心
地
、
焔
慧
心
地
、

難
勝
心
地
、
現
前
心
地
、
遠
行
心
地
、
不
動
心
地
、
善
慧
心
地
、
法

雲
心
地
の
十
位
か
ら
成
る
。
明
光
心
地
、
焔
慧
心
地
、
現
前
心
地
の

三
地
の
名
は
、『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

に
よ
り
、
他
の
七
地
の
名
は
、

『

六
十
華
厳
経』

巻
第
二
十
三
に
よ
る
。
そ
の
他
、
智
顗
は
、『

十
地

経
論』

や『

十
住
毘
婆
沙
論』

を
参
考
に
し
た
と
い
わ
れ
る
。

１「

歓
喜
心
地」

は
、
こ
の
位
で
初
め
て
、
中
道
の
智
慧
を
成
就

し
、
凡
位
を
捨
て
て
聖
位
に
入
り
、
先
に
方
便
有
余
土
に
お
い

て
受
け
た
変
易
生
死
が
、
死
魔
な
ら
び
に
陰
魔
の
た
め
に
動
か

さ
れ
ず
、
ま
た
天
魔
に
動
ぜ
ず
、
仏
界
に
証
入
し
て
、
自
利
と
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利
他
に
大
い
に
歓
喜
す
る
位
を
い
う
。
つ
ま
り
、
歓
喜
心
地
と

呼
ば
れ
る
初
地
位
に
入
れ
ば
、
菩
薩
は
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
、
そ

し
て
確
実
に
仏
の
方
向
に
行
く
、
仏
の
悟
り
の
入
り
口
に
入
っ

た
こ
と
を
い
う
。

２「
離
垢
心
地」

は
、
中
道
の
理
に
住
し
、
九
界
の
衆
生
の
中
に

入
っ
て
も
、
二
辺
の
垢
を
離
れ
て
汚
れ
る
こ
と
の
な
い
位
を
い

う
。

３「

明
光
心
地（
発
行
地）」

は
、
二
辺
の
垢
を
去
っ
て
、
中
道

み
ょ
う
こ
う

の
智
慧
が
明
ら
か
に
発
す
る
位
を
い
う
。

４「

焔
慧
心
地」

は
、
無
生
法
忍
に
よ
っ
て
、
中
道
の
智
慧
が
一

え
ん

ね

層
明
ら
か
で
あ
る
位
を
い
う
。

５「

難
勝
心
地」

は
、
断
ち
難
い
界
外
の
無
明
の
惑
を
、
こ
と
ご

と
く
空
じ
る
位
を
い
う
。

６「

現
前
心
地」

は
、
難
勝
心
地
よ
り
進
ん
で
、
諸
法
平
等
の
観

に
入
ろ
う
と
し
て
、
何
を
観
じ
て
も
寂
滅
無
二
で
あ
る
位
を
い

う
。

７「

遠
行
心
地」

は
、
界
外
の
別
見
惑
を
断
っ
て
中
道
を
得
、
念

念
に
遠
く
上
地
に
進
む
位
を
い
う
。

８「

不
動
心
地」

は
、
界
外
の
三
界
の
報
を
捨
て
て
変
易
生
死
を

離
れ
、下
観
無
生
法
忍
に
よ
っ
て
中
道
不
思
議
の
妙
慧
に
入
り
、

中
道
の
妙
慧
に
安
住
し
動
じ
な
い
位
を
い
う
。

９「

善
慧
心
地」

は
、
上
観
無
生
法
忍
に
入
り
、
中
道
無
生
の
善

ぜ
ん

ね

妙
の
智
慧
に
安
住
し
動
じ
な
い
位
を
い
う
。

化「

法
雲
心
地」

は
、
こ
れ
以
後
は
、
一
切
の
色
心
の
相
が
寂
滅

し
、
こ
と
ご
と
く
法
性
と
な
る
。
色
心
の
相
が
寂
滅
す
る
か
ら
、

一
塵
も
法
界
、
一
念
も
法
界
の
全
体
と
な
る
。
こ
れ
を
中
道
第

一
義
諦
の
寂
滅
忍
と
い
う
。
忍
と
は
体
認
の
こ
と
。
こ
こ
に

至
っ
て
中
道
の
三
昧
を
成
就
し
、十
方
の
諸
仏
の
灌
頂
を
受
け
、

仏
の
職
位
を
受
け
継
ぐ
。
仏
の
位
を
許
さ
れ
て
、
慈
悲
と
智
慧

と
が
仏
法
の
世
界
を
覆
う
有
り
様
が
ま
る
で
大
雲
の
よ
う
で
あ

る
か
ら
、
法
雲
心
地
と
い
う
。

十
地
は
、
無
明
の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
つ
、
十
聖

の
階
位
を
い
う
。
こ
の
十
地
の
内
、
第
二
地
よ
り
は
、
九
地
の
一
地

く

じ

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
一
部
の
無
明
を
断
ち
、
一
部
の
中
道
を
証
る
。
こ

れ
が
見
道
の
位
で
、
聖
位
に
証
入
す
る
。
任
運
無
功
用
の
位
、
百
界

作
仏
し
、
八
相
成
道
し
て
衆
生
を
利
益
し
、
実
報
無
障
礙
土
に
入
る
。

な
お
十
地
は
、『

菩
薩
瓔
珞
本
業
経』

で
は
、
無
量
心
地・

善
心
地・

明
光
心
地
、
焔
慧
心
地
、
大
勝
心
地
、
現
前
心
地
、
無
生
心
地・

不

思
議
心
地・

慧
光
心
地・

受
位
心
地
と
あ
り
、『

華
厳
経』

に
は
、
歓

喜
地
、
離
垢
地
、
明
地
、
焔
地
、
難
勝
地
、
現
前
地
、
遠
行
地
、
不

動
地
、
善
慧
地
、
法
雲
地
と
あ
る
。

「

三
徳」

は
、
大
涅
槃
が
具
え
る
三
つ
の
徳
で
あ
る
。
法
身
、
般

若
、
解
脱
の
三
を
い
う
。
十
地
に
入
れ
ば
中
観
を
修
行
実
践
し
て
、

一
地
ご
と
に
一
部
の
無
明
を
破
し
、
常
住
不
滅
の
法
性
を
身
と
す
る

一
部
の「

法
身」

を
得
、
真
実
相
を
あ
る
が
ま
ま
に
観
る
仏
の
智
慧

で
あ
る
一
部
の「

般
若」

を
得
、
一
切
の
繋
縛
を
離
れ
て
大
自
在
を
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得
る
一
部
の「

解
脱」

を
得
、
十
地
の
境
界
を
完
成
し
て
、
な
お
一

部
の
法
身・

般
若・

解
脱
の
三
徳
を
残
す
。
三
徳
は
、
因
に
お
い
て

は
三
仏
性
で
あ
り
、
正
因
仏
性
の
果
が
法
身
の
徳
を
、
了
因
仏
性
の

果
が
般
若
の
徳
を
、
縁
因
仏
性
の
果
が
解
脱
の
徳
を
完
成
す
る
の
を

「

順
の
三
徳」

と
い
い
、
苦
を
転
換
し
て
法
身
の
徳
を
、
惑
を
転
換

し
て
般
若
の
徳
を
、
業
を
転
換
し
て
解
脱
の
徳
を
完
成
す
る
の
を

「

逆
の
三
徳」

と
い
う
。
法
身・

般
若・

解
脱
の
三
徳
は
、
伊
字
の

三
点（

）

、
摩
醯
首
羅
面
上
の
三
目（

）

の
よ
う
に
、
三
で
あ
っ

て
一
、
一
で
あ
っ
て
三
で
あ
る
。
仏
は
、
十
地
位
の
法
雲
心
地
か
ら
、

等
覚
位
を
完
成
し
て
妙
覚
位
に
あ
る
か
ら
、
全
人
格
の
完
成
体
で
あ

る
。
全
人
格
の
完
成
体
で
あ
る
仏
が
、
法
身・

般
若・

解
脱
の
三
徳

を
円
満
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
生
き
と
し
生
け
る
衆
生

も
、
本
来
は
仏
と
等
し
い
存
在
の
在
り
方
に
あ
る
か
ら
、
法
身・

般

若・

解
脱
の
三
徳
を
完
備
し
た
、
全
人
格
の
完
成
体
で
あ
る
。
残
念

な
こ
と
に
、
人
は
、
全
人
格
の
完
成
体
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

人
が
、
全
人
格
の
完
成
体
で
あ
る
こ
と
を
知
ろ
う
と
も
し
な
い
こ
と

は
、
誠
に
残
念
で
あ
る
。

（

141）

か
く
の
ご
と
く
、
本
末
究
竟
し
て
等
し
＝「

如
是
本
末
究
竟
等」

は
、
一
般
的
に
は『

法
華
経』

方
便
品
の「

た
だ
仏
と
仏
と
の
み
、

い
ま
し
よ
く
諸
法
実
相
を
究
尽
す」

に
続
い
て「

い
わ
ゆ
る
諸
法
の

如
是
相・

如
是
性・

如
是
体・

如
是
力・

如
是
作・

如
是
因・

如
是

縁・

如
是
果・

如
是
報・

如
是
本
末
究
竟
等
な
り」

と
あ
る
、「

如

是
本
末
究
竟
等」

を
い
う
。「

い
わ
ゆ
る
諸
法
の」

以
下
の
十
句
は
、

あ
ら
ゆ
る
存
在
の
そ
の
ま
ま
の
形
相
、
そ
の
ま
ま
の
特
性
、
そ
の
ま

ま
の
本
体
、
そ
の
ま
ま
の
能
力
、
そ
の
ま
ま
の
作
用
、
そ
の
ま
ま
の

原
因
、
そ
の
ま
ま
の
条
件
、
そ
の
ま
ま
の
結
果
、
そ
の
ま
ま
の
果
報
、

そ
の
ま
ま
の
形
相
か
ら
そ
の
ま
ま
の
結
果
ま
で
の
総
合
が
究
竟
し
て

平
等
で
あ
り
、
一
つ
で
あ
る
実
相
に
他
な
ら
な
い
の
意
を
い
う
。

「

如
是
本
末
究
竟
等」

は『

法
華
経』

方
便
品
に
よ
る
が
、
こ
こ
で

は
独
立
し
た
一
偈
と
し
て
扱
わ
れ
、『

六
妙
法
門』

一
巻
の
結
論
を

こ
の
一
偈
に
込
め
て
い
る
。

「

か
く
の
ご
と
く」

は
、

『

六
妙
法
門』

の
最
初
か
ら
、
直
前
の『

華

厳
経』

の
一
偈
ま
で
の
、
こ
れ
ま
で
の
説
示
の
全
体
を
指
す
。
つ
ま

り
こ
こ
で
は
、『

六
妙
法
門』

が
説
く
真
意
は
、
声
聞・

縁
覚・

菩

薩
の
悟
り
を
体
得
す
る
に
止
ま
ら
な
い
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に

は
す
べ
て
、
仏
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
て
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の

悟
り
を
体
得
す
る
こ
と
を
究
極
と
す
る
こ
と
に
は
な
い
の
意
と
取
る
。

こ
こ
で
は
、「

本」

は
、
仏
を
い
う
と
取
る
。
仏
は
釈
尊
で
あ
る
。
釈

尊
は
、
百
千
万
億
劫
の
昔
に
成
仏
し
た
本
仏
の
垂
迹
と
し
て
、
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
ー
で
成
仏
し
た
迹
仏
で
あ
り
、
釈
尊
を
通
し
て
顕
わ
れ
る
の

が
久
遠
実
成
の
本
仏
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
は
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
の
釈

尊
で
あ
る
が
、釈
尊
は
そ
の
ま
ま
久
遠
の
本
仏
で
あ
る
釈
尊
で
あ
る
。

仏
は
、
こ
れ
を
い
う
。「

末」

は
、
生
き
と
し
生
け
る
衆
生
を
い
う

と
取
る
。
こ
こ
で
は
、「

本」

は
仏
を
い
う
が
、
真
意
は
、
地
上
に

現
前
し
た
釈
尊
を
通
し
て
、
永
遠
の
仏
を
暗
示
す
る
。
こ
こ
に
、

『

六

妙
法
門』

が
説
く
仏
道
修
行
は
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
の
悟
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り
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
一
切
衆
生
を
こ
と
ご
と
く
成
仏
さ
せ

る
、
一
仏
乗
の
萌
芽
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
っ
て
、
一
句
は
、『

六
妙
法
門』

が
説
く
真
意
は
、
声
聞・

縁

覚・
菩
薩
の
悟
り
を
体
得
す
る
に
止
ま
ら
な
い
。
生
き
と
し
生
け
る

も
の
に
は
す
べ
て
、
仏
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
て
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
悟
り
を
体
得
す
る
こ
と
を
究
極
と
す
る
こ
と
に
は
な
い
。
仏

は
、
一
相
一
味
の
平
等
の
境
界
に
あ
る
。
衆
生
は
、
不
惜
身
命
の
修

行
実
践
に
よ
っ
て
、
一
歩
一
歩
、
仏
の
境
地
に
至
る
精
進
を
続
け
る

力
を
具
え
て
い
る
。
衆
生
が
至
り
着
く
境
地
は
、
平
等
な
一
相
一
味

の
仏
の
境
界
で
あ
り
、
仏
と
衆
生
と
は
等
し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
生

き
と
し
生
け
る
も
の
は
す
べ
て
、
存
在
の
最
初
か
ら
究
極
の
段
階
ま

で
、
仏
と
等
し
い
存
在
の
在
り
方
に
あ
る
、
と
の
意
を
い
う
。

「

十
如
是」

は
、
す
べ
て
の
も
の
が
、
相・

性・

体・

力・

作・

因・

縁・

果・

報・

本
末
究
竟
等
と
い
う
、
十
の
仕
方
で
存
在
し
、

生
起
す
る
こ
と
を
い
う
。
相・

性・

体・

力・

作・
因・

縁・

果・

報・

本
末
究
竟
等
と
い
う
、
十
の
範
疇
を「

十
如
是」
と
い
う
。
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
原
語
で
は
、「

あ
ら
ゆ
る
存
在
は
何
で
あ
る
か
、

ど
の
よ
う
で
あ
る
か
、
い
か
な
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
か
、
い
か

な
る
特
相
を
も
つ
か
、
い
か
な
る
本
質
を
も
つ
か
、
と（

如
来
の
み

知
る）」

の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

元
来
、

『

法
華
経』

の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
に
は
、
十
如
是
は
な

か
っ
た
と
さ
れ
、
鳩
摩
羅
什
が
漢
訳
す
る
と
き
、『

大
智
度
論』

巻

第
三
十
二
に
あ
る
体・

法・

力・

因・

縁・

果・

性・

限
礙・

開
通

方
便
の
九
種
法
を
、
十
如
是
と
し
て
転
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

『

法
華
経』

方
便
品
に
、「

た
だ
仏
と
仏
と
の
み
、
い
ま
し
よ
く
諸

法
実
相
を
究
尽
す
。
い
わ
ゆ
る
諸
法
の
如
是
相・

如
是
性・

如
是
体・

如
是
力・

如
是
作・

如
是
因・

如
是
縁・

如
是
果・

如
是
報・

如
是

本
末
究
竟
等
な
り」

と
説
く
の
に
基
づ
い
て
、
す
べ
て
の
存
在
で
あ

る
諸
法
の
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
で
あ
る
実
相
に
は
、
十
種
の
如
是

が
あ
る
と
す
る
。
十
如
是
は
、
十
如
と
も
、
十
如
実
相
と
も
、
十
如

境
と
も
い
う
。

智
顗
は
、
こ
の
十
如
是
に
は
、
迷・

悟
も
、
国
土
の
依
報・

衆
生

の
正
報
も
、
す
べ
て
を
摂
め
尽
く
し
て
、
現
象
の
事
と
本
体
の
理
と

が
互
い
に
一
体
化
し
て
別
で
は
な
く
、
仮
の
も
の
の
権
と
真
実
の
実

と
が
融
け
あ
っ
て
一
如
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
と
す
る
。『

法
華
玄

義』

巻
第
二
上
で
は
、
空
仮
中
の
三
諦
に
応
じ
て
、
三
種
の
読
み
方
、

す
な
わ
ち
、
是
相
如・

如
是
相・

相
如
是
や
、
是
性
如・

如
是
性・

性
如
是
な
ど
と
三
転
読
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
即
空・

即
仮・

即
中
の
理

を
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
是
相
如・

是
性
如
の
よ
う
に
、

如
で
切
っ
て
読
め
ば
、
す
べ
て
如
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
、
す
べ
て
の
も

の
が
、
空
で
あ
る
と
の
意
と
な
る
。
こ
れ
を「

空
転」

と
い
う
。
如

是
相・

如
是
性
の
よ
う
に
、
相・

性
な
ど
で
切
っ
て
読
め
ば
、
一
つ

ひ
と
つ
を
差
別
す
る
仮
を
表
わ
し
、
空
に
即
し
た
仮
と
し
て
、
現
象

は
差
別
的
で
あ
る
と
の
意
と
な
る
。
こ
れ
を「

仮
転」

と
い
う
。
相

如
是・

性
如
是
の
よ
う
に
、
是
で
切
っ
て
読
め
ば
、
相・

性
な
ど
は
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中
道
を
意
味
す
る
如
是
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
、
す
べ
て
の
も
の
が
あ

り
の
ま
ま
で
、
諸
法
実
相
で
あ
る
と
の
意
と
な
る
。
こ
れ
を「

中
転」

と
い
う
。

『
法
華
経』

の
こ
の
箇
所
を
、
空
仮
中
の
三
諦
の
典
拠
と
す
る
。
十

如
是
の
う
ち
、

１「

如
是
相」（

あ
り
の
ま
ま
の
形
相）

の
相
は
、
相
状
の
意
で
、

外
的
な
形
相
を
い
う
。

２「

如
是
性」（
あ
り
の
ま
ま
の
特
性）

の
性
は
、
不
改
の
意
で
、

内
的
な
本
性
を
い
う
。

３「

如
是
体」（

あ
り
の
ま
ま
の
本
体）

の
体
は
、
相
や
性
を
属
性

と
し
て
も
つ
主
体
を
い
う
。

４「

如
是
力」（

あ
り
の
ま
ま
の
能
力）
の
力
は
、
体
が
具
え
て
い

る
潜
在
的
な
能
力
を
い
う
。

５「

如
是
作」（

あ
り
の
ま
ま
の
作
用）

の
作
は
、
力
が
顕
現
し
て

作
用
と
な
っ
た
も
の
を
い
う
。

６「

如
是
因」（

あ
り
の
ま
ま
の
原
因）

の
因
は
、
直
接
的
原
因
を

い
う
。

７「

如
是
縁」（

あ
り
の
ま
ま
の
条
件）

の
縁
は
、
間
接
的
条
件
を

い
う
。

８「

如
是
果」（

あ
り
の
ま
ま
の
結
果）

の
果
は
、
因
か
ら
生
じ
た

結
果
を
い
う
。

９「

如
是
報」（

あ
り
の
ま
ま
の
果
報）

の
報
は
、
縁
か
ら
生
じ
た

結
果
を
い
う
。

化「

如
是
本
末
究
竟
等」（

そ
の
ま
ま
九
法
を
一
貫
す
る
原
理
は
等

し
い）

の
本
は
相
、
末
は
報
で
、
以
上
の
如
是
相
か
ら
如
是
報

ま
で
の
九
法
が
落
ち
着
く
と
こ
ろ
は
、
結
局
同
一
で
、
実
相
に

他
な
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。
一
法
の
存
在
に
は
、
こ
の
十
如
是

が
必
ず
具
わ
っ
て
い
る
と
す
る
。

『

六
妙
法
門』

は
、
漸
次・

不
定・

円
頓
の
三
種
止
観
の
う
ち
、
第

二
の
不
定
止
観
を
説
く
法
門
と
さ
れ
る
。

『

六
妙
法
門』

は
、
浅
よ
り
深
へ
と
い
う
階
梯
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
、
浅
か
ら
深
へ
と
説
い
た
り
、
前
後
が
定
ま
ら
ず
交
互
し
て
戻
っ

た
り
進
ん
だ
り
し
た
り
、
事
や
理
や
世
界
を
第
一
義
と
し
た
り
、
第

一
義
よ
り
自
我
を
真
正
面
に
見
据
え
て
対
治
法
と
し
た
り
、
観
を
や

め
て
止
と
し
た
り
、
止
を
照
ら
し
て
観
と
し
た
り
し
て
、
大
乗
の
修

行
法
を
説
き
明
か
し
て
い
る
。

『

六
妙
法
門』

の
初
め
に
、「

六
妙
門
と
は
、
蓋
し
こ
れ
内
行
の
根

本
、
三
乗
得
道
の
要
逕
な
り
。
…
…
一
に
は
数
、
二
に
は
随
、
三
に

よ
う
け
い

は
止
、
四
に
は
観
、
五
に
は
還
、
六
に
は
浄
な
り
。
こ
れ
に
よ
り
て

万
行
を
開
発
し
、
降
魔
成
道
す
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
仏
は
物
の
軌

の
た
め
に
跡
を
示
せ
り
。
も
し
こ
の
三
乗
の
正
士
、
あ
に
同
じ
く
こ

の
路
に
遊
ば
ざ
ら
ん
や」

と
説
い
て
い
る
。

『

六
妙
法
門』

は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の

修
行
実
践
を
通
し
て
、
人
が
人
と
し
て
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
、
凡
夫

の
六
道
輪
廻
を
離
脱
し
て
声
聞
を
目
指
し
、
縁
覚
を
目
指
し
、
更
に
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薩
を
目
指
し
て
、
三
乗
の
正
士
、
三
乗
人
と
成
る
こ
と
を
目
指
し

て
歩
み
い
く
道
を
説
く
。

第
一
の
歴
別
対
諸
禅
、
第
二
の
次
第
相
生
、
第
三
の
随
便
宜
、
第

四
の
随
対
治
、
第
五
の
相
摂
、
第
六
の
通
別
の
六
種
の
六
妙
門
は
、

凡
夫
に
も
、
声
聞・

縁
覚
の
二
乗
に
も
、
菩
薩
に
も
共
通
す
る
修
行

実
践
を
説
く
。
第
七
の
旋
転
六
妙
門
は
、
旋
転
を
起
こ
し
て
菩
薩
行

と
な
る
菩
薩
の
み
の
修
行
実
践
を
説
く
。
第
八
の
観
心
で
は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・
浄
の
六
妙
門
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
直
ち
に
心
性

を
観
じ
れ
ば
一
切
を
具
足
す
る
と
説
き
、
第
九
の
円
観
で
は
、
円
妙

不
可
思
議
絶
待
の
六
妙
門
を
示
す
。
第
一
か
ら
第
九
ま
で
は
、
概
ね

修
因
の
相
を
示
す
も
の
で
、
第
十
の
証
相
六
妙
門
は
、
証
果
を
説
く
。

『

六
妙
法
門』

は
元
来
、
凡
夫
が
声
聞・
縁
覚
を
目
指
し
、
菩
薩
に

な
る
こ
と
を
目
指
す
修
行
実
践
の
道
を
示
す
こ
と
を
意
図
し
た
著
作

で
あ
る
が
、
第
七
の
旋
転
六
妙
門
以
後
、
人
に
は
本
来
仏
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
人
は
本
来
そ
れ
自
体
で
完
成
体
で
あ
る
と
す
る
大
乗

の
根
本
義
か
ら
、
人
が
仏
と
な
る
橋
渡
し
の
役
割
を
担
い
、
人
と
し

て
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
、
仏
の
生
き
方
に
生
き
て
ほ
し
い
と
す
る
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

『

六
妙
法
門』

の
巻
末
を
飾
る
一
偈
に
は
、
ま
さ
に
、
人
に
対
す
る

無
限
の
、
智
顗
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。『

法
華
経』

方
便
品

の「

如
是
本
末
究
竟
等」

の
如
是
が
こ
れ
で
あ
る
。

か
く
の
ご
と
く
の「

如
是」

一
句
は
、
人
は
本
来
、
法
身・

般
若・

涅
槃
の
三
徳
を
、伊
字
の
三
点
や
摩
醯
首
羅
面
上
の
三
目
の
よ
う
に
、

兼
ね
具
え
た
完
成
体
で
あ
る
こ
と
を
内
包
す
る
。
人
は
、
本
来
法
身

で
あ
る
安
ら
ぎ
に
包
ま
れ
、
般
若
の
智
慧
を
本
具
し
、
涅
槃
の
喜
び

に
生
か
さ
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
健
康
を
失
っ
て
は
じ
め
て
、
健

康
の
幸
せ
を
感
得
し
、
不
幸
に
出
会
っ
て
は
じ
め
て
、
よ
い
人
生
勉

強
を
す
る
の
が
人
の
世
の
常
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
日
々

是
好
日
、
日
々
の
生
活
の
営
み
の
な
か
で
、
時
々
刻
々
造
り
続
け
て

や
ま
な
い
自
我
は
無
自
性
空
に
他
な
ら
な
い
真
実
に
気
づ
き
、
お
の

れ
自
身
が
本
来
仏
の
存
在
で
あ
る
こ
と
に
目
覚
め
、
自
我
を
無
我
に

方
向
転
換
し
て
自
分
相
応
の
自
分
造
り
を
倦
ま
ず
弛
ま
ず
続
け
て
、

仏
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
ほ
し
い
。
人
は

だ
れ
し
も
真
実
の
喜
び
に
出
会
っ
て
ほ
し
い
。
人
と
し
て
生
ま
れ
た

か
ら
に
は
、
三
乗
を
越
え
て
仏
に
向
か
っ
て
生
き
る
生
き
方
に
生
命

を
懸
け
て
ほ
し
い
と
い
う
、
智
顗
の
切
な
る
願
い
が
こ
の
一
偈
に
凝

縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔

現
代
語
訳〕

第
十

証
相
六
妙
門
─
─
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六

門
の
修
行
実
践
の
中
で
成
就
す
る
次
第
証・

互
証・

旋
転
証・

円
頓
証
と
い
う
四
種
の
悟
り
の
様
相
を
明
か
す
真
実
の
教

え
─
─
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こ
の
第
十
証
相
六
妙
門
に
先
行
し
た
第
一
の
歴
別
対
諸
禅
、
第
二

の
次
第
相
生
、
第
三
の
随
便
宜
、
第
四
の
随
対
治
、
第
五
の
相
摂
、

第
六
の
通
別
、
第
七
の
旋
転
、
第
八
の
観
心
、
第
九
の
円
観
と
い
う

九
種
の
六
妙
門
で
は
、
自
我
を
製
造
し
続
け
、
自
我
に
執
著
し
続
け

る
お
の
れ
の
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
煩
悩
を
対
治
す
る
修
行
法
の

種
々
相
を
明
ら
か
に
し
た
。

説
き
明
か
し
た
第
一
の
歴
別
対
諸
禅
か
ら
第
九
の
円
観
ま
で
の
、

九
種
類
の
六
妙
門
の
修
行
法
は
す
べ
て
、
意
味
の
上
か
ら
い
え
ば
、

悟
り
の
方
向
に
自
ら
を
導
く
方
向
性
を
確
立
し
て
い
こ
う
と
す
る
修

行
法
で
あ
る
か
ら
、
真
実
の
悟
り
の
完
成
に
非
常
に
近
い
修
行
法
で

あ
る
。

し
か
し
、
第
一
の
歴
別
対
諸
禅
か
ら
第
九
の
円
観
ま
で
の
九
種
の

修
行
法
は
、
こ
の
第
十
の
証
相
六
妙
門
で
説
こ
う
と
す
る
真
実
の
悟

り
と
は
、
似
て
非
な
る
修
行
法
で
あ
る
。

従
っ
て
、
第
九
の
円
観
六
妙
門
に
続
く
こ
の
第
十
の
証
相
六
妙
門

に
お
い
て
、
修
行
実
践
を
完
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
悟
り
を
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
各
六
妙
門
の
悟
り
の
様
相
と
し
て
、
分

け
て
、
区
別
し
て
説
き
明
か
す
。

数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
修
行
法
で
成
就
す
る

悟
り
の
様
相
に
、
次
の
四
種
の
区
別
が
あ
る
。

第
一
は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
修
行
を
順

次
に
、
段
階
的
に
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
悟
り
を
成

就
し
て
い
く
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
に
共
通
す
る「

次
第
証」

で
あ
る
。

第
二
は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
修
行
法
の

い
ず
れ
か
一
種
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
五
種
の
悟
り
も

同
時
に
起
こ
す
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
人
に
共
通
す
る「

互

証」

で
あ
る
。

第
三
は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
修
行
法
の

い
ず
れ
か
一
種
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
五
種
の
悟
り
も

同
時
に
起
こ
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
切
の
修
行
の
悟
り
を
も
同
時
同

所
に
成
就
す
る
、
菩
薩
だ
け
の「

旋
転
証」

で
あ
る
。

第
四
は
、
す
べ
て
を
具
え
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
悟
り
を
成
就
す
る
、

利
根
の
大
士
と
呼
ば
れ
る
勝
れ
た
菩
薩
だ
け
の「

円
頓
証」

で
あ
る
。

「

次
第
証
の
六
妙
門」

と
は
、
ど
の
よ
う
な
悟
り
を
い
う
の
か
。

次
第
証
の
六
妙
門
は
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
人
の
そ
れ
ぞ

れ
が
、
数
息
門
で
は
四
禅・

四
無
量
心・

四
無
色
定
を
実
践
し
て
そ

こ
に
生
き
、
次
に
随
息
門
で
は
、
十
六
特
勝
を
実
践
し
て
そ
こ
に
生
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き
、
次
に
止
門
で
は
、
五
輪
禅
を
実
践
し
て
そ
こ
に
生
き
、
次
に
観

門
で
は
、
九
想・

八
念・

十
想・

八
背
捨・

八
勝
処・

十
一
切
処・

九
次
第
定・
師
子
奮
迅
三
昧・

超
越
三
昧・

練
禅・

十
四
変
化
心・

三
明・

六
通・
八
解
脱
を
実
践
し
て
そ
こ
に
生
き
、
次
に
還
門
で
は
、

空
無
相
無
作・

三
十
七
品・

四
諦・

十
二
因
縁・

中
道
正
観
を
実
践

し
て
そ
こ
に
生
き
、
そ
し
て
、
最
後
に
浄
門
で
は
、
九
種
大
禅
を
実

践
し
て
そ
こ
に
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
の
涅
槃
で
あ
る
。
こ
れ
が
六
妙
門
の
中
の
第
一
歴
別
対
諸
禅
六
妙

門
の
悟
り
で
あ
る
。

数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
を
段
階
的
に
修
行
実

践
し
て
、
次
第
に
仏
道
の
階
梯
を
登
り
、
煩
悩
を
滅
し
た
声
聞・

縁

覚・

菩
薩
の
三
乗
人
の
智
慧
を
起
こ
す
。
こ
れ
が
六
妙
門
の
第
二
次

第
相
生
六
妙
門
の
悟
り
で
あ
る
。

次
第
証
の
六
妙
門
は
、
以
上
の
二
種
の
修
行
法
を
説
く
中
で
、
簡

略
で
は
あ
る
が
要
を
得
て
す
で
に
説
き
明
か
し
た
通
り
で
あ
る
。

従
っ
て
、
修
行
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
次
第
に
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
段
階
的
な
悟
り
を
成
就
し
て
い
く
次
第
証
の
六
妙
門
の
有
り

様
は
、
お
の
れ
自
身
の
修
行
実
践
の
中
で
具
体
的
に
尋
ね
求
め
、
そ

の
要
諦
を
体
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
い
ま
こ
の
第
十
証
相
六
妙
門
で
は
、
次
第
証
の
六
妙
門

の
有
り
様
を
改
め
て
説
く
こ
と
は
し
な
い
。

第
二
は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
修
行
法
の

い
ず
れ
か
一
種
の
実
践
に
よ
っ
て
成
就
し
た
悟
り
に
よ
っ
て
、
他
の

五
種
の
修
行
法
に
よ
る
悟
り
も
同
時
に
成
就
す
る「

互
証
の
六
妙
門」

で
あ
る
。

互
証
の
六
妙
門
は
、
そ
の
一
は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
修
行
法
の
一
々
を
、
一
々
の
順
序
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
、
そ
の
人
の
素
質
や
能
力
や
心
の
状
態
に
応
じ
て
適
宜
に
実
践
す

る
、
第
三
随
便
宜
六
妙
門
の
悟
り
で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
人
が
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
修
行
法
を
巧
み
に
用
い
て
、
一
切
の
煩

悩
を
断
じ
滅
す
る
方
法
を
説
き
明
か
し
た
、
第
四
随
対
治
六
妙
門
の

悟
り
で
あ
る
。

そ
の
三
は
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
人
が
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
修
行
法
の
一
々
が
、
他
の
五
種
を
具
え

合
い
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
ど
れ
か
一
門

を
巧
み
に
実
践
す
れ
ば
、
六
門
が
六
相
を
具
え
て
六
六・

三
十
六
妙

門
と
な
り
、
種
々
の
深
禅
定・

智
慧
を
得
て
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩



天
台『

六
妙
法
門』

の
研
究（

九）

－

二（

大
野）

─ ─227

の
三
乗
の
涅
槃
に
入
る
、
第
五
相
摂
六
妙
門
の
悟
り
で
あ
る
。

そ
の
四
は
、
凡
夫・

外
道・

二
乗・

菩
薩
が
共
通
し
て
実
践
す
る

六
種
の
修
行
法
で
あ
る
が
、素
質
や
能
力
の
違
い
や
心
の
状
態
に
よ
っ

て
理
解
が
違
う
た
め
、
果
報
に
違
い
が
あ
る
、
第
六
通
別
六
妙
門
の

悟
り
と
い
う
、
以
上
の
四
つ
の
修
行
実
践
の
立
場
に
立
つ
悟
り
で
あ

る
。互

証
の
六
妙
門
は
、
こ
れ
ら
の
第
三
随
便
宜・

第
四
随
対
治・

第

五
相
摂・

第
六
通
別
と
い
う
四
種
の
六
妙
門
の
中
で
論
じ
た
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
人
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
す
る
悟
り
で
あ
る
。

理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

第
三
随
便
宜・

第
四
随
対
治・

第
五
相
摂・
第
六
通
別
と
い
う
四

種
の
修
行
実
践
と
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
人
に
救
い
の
手
を

差
し
の
べ
、
悟
り
へ
導
く
手
立
て
と
し
て
説
か
れ
た
教
え
と
は
、
数

息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
修
行
法
の
い
ず
れ
か
一
種

の
禅
定
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
五
種
の
禅
定
も
同
時
に
起
こ

す
修
行
実
践
で
あ
り
教
え
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
低
か
ら
高
へ
と
段
階

を
追
っ
て
修
行
の
階
位
を
高
め
、
教
え
の
内
容
を
高
め
る
と
い
う
よ

う
に
、
決
ま
っ
た
順
序
は
な
い
。

従
っ
て
、
第
三
随
便
宜・

第
四
随
対
治・

第
五
相
摂・

第
六
通
別

と
い
う
四
種
の
修
行
実
践
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
悟
り
も
ま
た
、
互

い
に
誘
発
し
合
い
、
互
い
に
補
完
し
合
い
、
互
い
に
高
め
合
っ
て
よ

り
高
い
悟
り
の
方
向
に
向
か
う
か
ら
、
悟
り
は
一
定
の
順
序・

次
第

に
は
よ
ら
な
い
。

修
行
者
が
、
一
か
ら
十
ま
で
呼
吸
を
数
え
て
乱
れ
た
心
を
調
え
て

い
る
と
き
、
十
六
種
を
数
え
る
、
対
象
に
は
た
ら
き
か
け
る
接
触
の

感
覚
が
現
わ
れ
る
。
す
る
と
、
錯
覚
し
て
接
触
感
覚
が
実
在
す
る
と

し
て
対
象
に
と
ら
わ
れ
た
り
、接
触
感
覚
の
対
象
の
す
が
た
を
見
失
っ

た
り
、
接
触
感
覚
の
対
象
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
接
触
感
覚
の
対

象
に
汚
れ
が
あ
る
な
ど
と
接
触
の
対
象
に
心
を
は
た
ら
か
せ
る
。
接

触
の
対
象
に
心
を
は
た
ら
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
接
触
感
覚
の
対

象
が
現
実
に
存
在
す
る
と
し
て
、
実
在
化
さ
せ
て
し
ま
う
。

修
行
者
が
、
数
息
門
を
修
行
実
践
し
て
い
る
な
か
で
、
接
触
感
覚

の
対
象
に
心
を
は
た
ら
か
せ
て
対
象
を
実
在
化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

が
、
錯
覚
で
あ
る
こ
と
に
目
覚
め
る
の
が
、

「

数
息
門」

の
悟
り
の
す

が
た
で
あ
る
。

悟
り
の
心
の
は
た
ら
き
は
不
可
思
議
で
あ
る
か
ら
、第
三
随
便
宜
、

第
四
随
対
治
、
第
五
相
摂
、
第
六
通
別
の
四
種
の
六
妙
門
の
い
ず
れ

か
で
修
行
実
践
す
る
数
息
門
の
悟
り
は
、
互
い
に
誘
発
し
補
完
し
高
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め
合
っ
て
、
四
種
の
六
妙
門
の
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄

の
六
門
の
悟
り
を
も
体
現
す
る
。
従
っ
て
、
悟
り
に
一
定
の
順
序・

次
第
は
な
い
。

ま
た
、
菩
薩
の
修
行
者
が
、
一
か
ら
十
ま
で
呼
吸
を
数
え
て
、
心

を
統
一
す
る
数
息
門
を
修
行
実
践
す
る
な
か
で
、
先
ず
、
お
の
れ
の

身
体
の
表
面
の
毛
穴
に
は
隙
間
が
あ
っ
て
空
っ
ぽ
で
あ
り
、
毛
穴
の

凹
み
が
毛
穴
の
凹
み
に
連
続
し
、
身
体
の
表
面
が
毛
穴
の
凹
凸
が
織

り
成
す
凹
と
凸
と
で
覆
わ
れ
尽
く
し
て
い
る
こ
と
を
、
手
に
取
る
よ

う
に
は
っ
き
り
と
見
て
取
る
。

続
い
て
、
お
の
れ
の
身
体
の
表
面
に
現
わ
れ
て
い
る
髪・

毛・

爪・

歯・

目
や
に・

涙・

涎・

唾・

屎・

尿・

垢・
汗
を
は
っ
き
り
と
見

よ
だ
れ

つ
ば
き

ふ
ん

極
め
、
身
体
が
器
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
受
け
取
る
皮・

膚・

血・

肉・

筋・

脈・

骨・

髄・

肪・

膏・

脳・

膜
を
は
っ
き
り
と
見

こ
う

ま
く

ぬ
き
、
そ
し
て
、
身
体
の
内
に
あ
る
肝・

胆・

腸・

胃・
脾・

腎・

心・

肺・

生
臓・

熟
臓・

赤
痰・

白
痰
の
よ
う
な
臓
腑
を
、
ま
る
で

し
ゃ
く
た
ん

び
ゃ
く
た
ん

手
に
取
る
よ
う
に
照
ら
し
出
し
て
観
る
。

こ
こ
で
ど
う
し
て
も
承
知
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
、
呼
吸
を
数
え
て
精
神
を
統
一
す
る
数
息
門
の
修
行
法
を
実
践
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
の
れ
の
身
体
を
構
成
し
て
い
る
要
素
を
は
っ

き
り
と
見
ぬ
く
。
こ
の
こ
と
が
、
呼
吸
の
な
か
に
自
我
を
従
わ
せ
る
、

「

随
息
門」

の
悟
り
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
菩
薩
の
修
行
者
が
、
一
か
ら
十
ま
で
呼
吸
を
数
え
て
、
心

を
統
一
す
る
数
息
門
を
修
行
実
践
し
て
い
る
な
か
で
、
す
べ
て
は
固

定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
な
い
、
実
体
が
な
い
も
の
に
は
執
著
の

し
よ
う
が
な
い
寂
静
で
あ
る
と
、
臍
下
三
寸
の
丹
田
の
一
心
に
、
空

即
静
の
悟
り
を
体
得
す
る
。

菩
薩
の
修
行
者
は
、
こ
の
境
地
に
至
る
と
、
お
の
れ
自
身
の
身
体

と
心
を
観
察
し
、
身
体
も
心
も
共
に
実
体
が
な
い
か
ら
、
静
に
澄
み

渡
っ
て
い
る
こ
と
を
感
得
す
る
。
そ
し
て
、
実
体
が
な
い
も
の
は
と

ら
わ
れ
よ
う
が
な
い
寂
静
に
あ
る
か
ら
、
心
が
対
象
に
心
を
移
し
、

対
象
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
こ
と
も
、
あ
り
よ
う
が
な
い
と
直
観
す

る
。こ

の
よ
う
な
一
心
の
な
か
の
、
空
は
そ
の
ま
ま
寂
静
で
あ
る
境
地

の
悟
り
に
、
浅
い
深
い
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
は
空
即
静
の

有
り
様
に
あ
る
か
ら
、
悟
り
そ
の
も
の
の
境
地
に
違
い
は
な
い
。

こ
こ
で
ど
う
し
て
も
承
知
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
、
呼
吸
を
数
え
て
精
神
を
統
一
す
る
数
息
門
の
修
行
法
を
実
践
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
が
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
な
い
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こ
と
を
体
得
す
る
。
こ
の
空
を
体
得
す
る
境
地
が
、
眼・

耳・

鼻・
舌・
身・
意
の
六
根
を
通
し
て
対
象
を
追
い
か
け
て
や
ま
な
い
、
心

の
は
た
ら
き
を
停
止
す
る「

止
門」

の
悟
り
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
次
に
、
菩
薩
の
修
行
者
が
、
一
か
ら
十
ま
で
呼
吸
を
数
え
て

心
を
統
一
す
る
、
数
息
門
を
修
行
実
践
し
て
い
る
な
か
で
、
死
体
の

体
内
の
五
臓
六
腑
と
表
面
の
皮
膚
は
汚
れ
て
お
り
、
脹
れ
膨
れ
上
が

は

ふ
く

り
、
や
が
て
爛
れ
崩
れ
て
い
く
有
り
様
を
観
察
す
る
。
そ
し
て
、
荼

た
だ

毘
に
付
さ
れ
た
白
骨
は
清
浄
で
、
青・

黄・

赤・

白
の
仏
の
光
明
な

ど
に
包
ま
れ
て
、
光
り
輝
い
て
い
る
す
が
た
を
観
察
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
数
息
門
の
禅
定
の
な
か
で
、
死
体
の
九
想
に
無
常

を
観
じ
、
無
常
そ
の
ま
ま
に
清
浄
で
あ
り
常
住
の
仏
の
光
明
を
観
じ

る
修
行
者
の
心
は
、
臍
下
三
寸
の
丹
田
の
一
心
に
据
わ
り
、
お
の
れ

の
心
を
自
在
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
、
ど
う
し
て
も
承
知
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
、
呼
吸
を
数
え
て
精
神
を
統
一
す
る
数
息
門
の
修
行
法
を
実
践

す
る
な
か
で
、
死
体
が
朽
ち
て
い
く
無
常
の
有
り
様
を
観
じ
、
無
常

の
白
骨
が
清
浄
で
常
住
の
青・

黄・

赤・

白
の
仏
の
光
明
に
光
り
輝

く
す
が
た
を
観
察
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
死
体
に
無
常
を
観
、
白
骨

に
仏
の
光
明
を
観
察
す
る
こ
と
が
、
存
在
す
る
も
の
の
本
質
を
究
明

す
る「

観
門」

の
悟
り
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
次
に
菩
薩
の
修
行
者
が
、
一
か
ら
十
ま
で
呼
吸
を
数
え
て

心
を
統
一
す
る
、
数
息
門
を
修
行
実
践
し
て
い
る
な
か
で
、
人
も
も

の
も
す
べ
て
存
在
す
る
も
の
は
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
な

い
空
で
あ
り
、
す
べ
て
の
物
事
に
は
、
そ
れ
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な

固
定
的
実
体
的
な
、
特
別
の
す
が
た
形
が
な
い
無
相
で
あ
り
、
す
が

た
形
が
な
い
か
ら
、
願
い
求
め
る
も
の
は
何
も
な
い
無
願
で
あ
る
と

照
見
す
る「

空・

無
相・

無
願
の
智
慧」

を
感
得
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
身
体
は
不
浄
で
あ
り
、
感
覚
は
苦
で
あ
り
、
心
は

無
常
で
あ
り
、
一
切
は
無
我
で
あ
る
と
観
察
し
、
常・

楽・

我・

浄

の
四
顛
倒
を
打
ち
破
る
身
念
処・

受
念
処・

心
念
処・

法
念
処
の
四

つ
か
ら
成
る
、
心
静
か
な
内
観
の「

四
念
処」

を
実
践
す
る
。

悪
を
新
し
く
生
ま
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
勤
め
る
律
儀
断
、
生
じ
た

悪
を
断
と
う
と
勤
め
る
断
断
、
善
を
生
ま
れ
さ
せ
る
よ
う
に
勤
め
る

随
護
断
、
生
じ
た
善
を
増
大
さ
せ
る
よ
う
に
勤
め
る
修
断
と
い
う
、

悟
り
に
至
る
四
種
の
正
し
い
修
行
法
で
あ
る「

四
正
勤」

を
実
践
す
る
。

勝
れ
た
瞑
想
を
得
よ
う
と
願
う
欲
如
意
足
、
勝
れ
た
瞑
想
を
得
よ

う
と
努
力
す
る
勤
如
意
足
、
心
を
お
さ
め
て
勝
れ
た
瞑
想
を
得
よ
う

と
す
る
心
如
意
足
、
智
慧
を
も
っ
て
思
惟
観
察
し
て
、
勝
れ
た
瞑
想
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を
得
よ
う
と
す
る
思
惟
如
意
足
と
い
う
、
四
つ
の
自
在
力
を
得
て
悟

り
に
至
る
修
行
法
で
あ
る「

四
如
意
足」

を
実
践
す
る
。

外
界
の
対
象
を
捉
え
、
ま
た
心
に
五
識
の
認
識
作
用
を
引
き
起
こ

す
勝
れ
た
は
た
ら
き
の
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身
の「

五
根」

が
は

た
ら
く
方
向
を
心
の
内
に
向
け
、解
脱
に
至
る
五
つ
の
力
と
な
る
信・

精
進・

念・

定・

慧
と
い
う
、
機
根
の
は
た
ら
き
を
生
じ
る「

五
根」

を
実
践
す
る
。

悟
り
の
道
に
趣
か
せ
る
信・
精
進・

念・

定・

慧
の
勝
れ
た
は
た

ら
き
で
あ
る「

五
力」

を
実
践
し
、
心
に
明
ら
か
に
憶
い
と
ど
め
て

忘
れ
な
い
念
覚
支
、
智
慧
に
よ
っ
て
教
え
の
な
か
か
ら
真
実
な
る
も

の
を
選
び
取
り
、
偽
り
の
も
の
を
捨
て
る
択
法
覚
支
、
仏
の
教
え
に

精
励
し
弛
む
こ
と
の
な
い
精
進
覚
支
、
真
実
の
教
え
を
得
て
歓
喜
す

た
ゆ

る
喜
覚
支
、
身
心
が
軽
快
で
安
穏
と
な
る
軽
安
覚
支
、
禅
定
に
入
っ

て
心
を
散
乱
さ
せ
な
い
定
覚
支
、
心
が
一
方
に
片
寄
ら
な
い
で
、
平

等
に
保
た
れ
、
平
均
し
て
い
る
捨
覚
支
と
い
う
、
心
の
状
態
に
応
じ

て
、
一
切
の
物
質
的
現
象
や
、
現
象
的
存
在
を
観
察
す
る
上
で
の
注

意
や
方
法
を
七
種
に
ま
と
め
た「

七
覚
支」

を
実
践
す
る
。

縁
起
の
教
え
に
基
づ
い
て
、
一
切
を
あ
る
が
ま
ま
に
観
る
正
見
、

無
我
に
基
づ
い
て
思
考
す
る
正
思
惟
、
無
我
の
立
場
か
ら
真
実
の
み

を
語
る
正
語
、
戒
律
を
守
り
身
心
の
行
い
を
正
し
く
し
て
悪
業
を
造

ら
な
い
正
業
、
身・

口・

意
の
三
業
を
清
浄
に
し
て
、
仏
の
教
え
に

基
づ
い
て
、
日
々
正
し
い
生
活
を
実
行
す
る
正
命
、
自
我
を
否
定
す

る
た
め
に
常
に
正
し
い
努
力
を
続
け
る
正
精
進
、
正
見
と
い
う
目
的

を
常
に
心
に
と
ど
め
て
忘
れ
な
い
正
念
、
心
を
対
象
に
向
け
て
散
乱

さ
せ
な
い
正
定
、
と
い
う
悟
り
に
至
る
八
種
の
正
し
い
生
活
態
度
で

あ
る「

八
正
道」

を
実
践
す
る
。

「

四
念
処」「

四
正
勤」「

四
如
意
足」「

五
根」「

五
力」「

七
覚
支」

「

八
正
道」

か
ら
な
る
、
三
十
七
種
の
修
行
方
法
を
説
く「

三
十
七
道

品」

の
悟
り
を
体
得
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
世
は
す
べ
て
苦
で
あ
り
、
苦
の
原
因
は
、
求
め
て

や
ま
な
い
愛
執
で
あ
り
、
そ
の
愛
執
の
完
全
な
絶
滅
が
、
苦
の
滅
し

た
究
極
の
理
想
境
で
あ
り
、
苦
滅
の
境
地
に
趣
く
た
め
に
は
、
八
つ

の
正
し
い
修
行
方
法
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く「

四
諦」

に
目
覚
め
る
。

そ
し
て
、
一
切
は
空
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い「

無
明」

が
直
接

的
な
原
因
と
な
り
、
間
接
的
な
条
件
と
な
っ
て
、
過
去
世
の
善
悪
の

行
為
で
あ
る「

行」

と
な
り
、
行
を
因
と
し
縁
と
し
て
、
母
胎
に
初

め
て
心
識
が
宿
る
刹
那
の「

識」

と
な
り
、
識
を
因
と
し
縁
と
し
て
、
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母
胎
に
宿
っ
た
心
識
が
、
心
と
身
体
を
形
づ
く
る「

名
色」

と
な
り
、

名
色
を
因
と
し
縁
と
し
て
、
母
胎
内
で
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
根
を
具
え
る「

六
入」

と
な
る
。

出
胎
後
、
六
入
を
因
と
し
縁
と
し
て
、
感
覚
器
官
が
対
象
と
接
触

し
て
生
じ
る
感
覚
の「
触」

と
な
り
、
触
を
因
と
し
縁
と
し
て
、
感

受
性
主
体
の
お
の
れ
を
造
る「

受」

と
な
り
、
受
を
因
と
し
縁
と
し

て
、
満
足
す
る
ま
で
止
む
こ
と
の
な
い
激
し
い
欲
望
を
つ
く
る「

愛」

と
な
り
、
愛
を
因
と
し
縁
と
し
て
、
金
や
財
産
、
地
位
や
名
誉
、
男

女
関
係
な
ど
に
激
し
く
執
著
す
る「
取」

と
な
り
、
取
を
因
と
し
縁

と
し
て
、
業・

カ
ル
マ
を
造
り
続
け
る
生
存
状
態
の「

有」

と
な
る
。

終
に
は
、
有
を
因
と
し
縁
と
し
て
、
迷
い
の
未
来
世
に
生
ま
れ
る

「

生」

と
な
り
、
生
を
因
と
し
縁
と
し
て
、
生
死
流
転
し
、
終
に
は
老

衰
し
て
死
滅
に
至
る「

老
死」

と
な
る
。

こ
う
し
て
、
無
明
に
始
ま
り
老
死
に
至
る
、
過
去
世
の
業・
カ
ル

マ
に
よ
り
現
世
の
果
報
を
受
け
、
現
在
世
の
業・

カ
ル
マ
に
よ
り
未

来
世
に
悪
果
を
受
け
る
、
三
世
両
重
の
十
二
因
縁
の
悪
循
環
に
よ
っ

て
、
憂
い
と
悲
し
み
や
、
迫
り
悩
ま
す
苦
し
み
や
、
思
い
通
り
に
な

ら
な
い
悩
み
が
生
じ
る
こ
と
を
悟
る
。

菩
薩
の
修
行
者
は
、
数
息
門
を
修
行
実
践
し
て
い
る
と
き
、
こ
の

よ
う
な「

空・

無
相・

無
願
の
智
慧」「

三
十
七
道
品」「

四
諦」「

十

二
因
縁」

な
ど
の
、
智
慧
の
般
若
波
羅
蜜
に
基
づ
い
た
、
菩
薩
の
巧

み
な
手
立
て
で
数
息
門
の
修
行
法
を
実
践
す
る
。
こ
う
し
て
、
智
慧

般
若
波
羅
蜜
に
基
づ
い
た
、
菩
薩
の
巧
み
な
手
立
て
で
数
息
門
の
修

行
法
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
菩
薩
で
あ
る
修
行
者
の
心
に
、

菩
薩
と
し
て
の
真
の
目
覚
め
を
起
こ
す
。
こ
の
菩
薩
の
智
慧
が
、
菩

薩
の
修
行
を
実
践
し
て
も
な
お
残
る
、
心
の
な
か
に
対
象
を
実
在
化

さ
せ
る
極
微
細
な
心
の
は
た
ら
き
を
も
挫
き
破
る
こ
と
に
な
る
。

く
じ

対
象
を
実
在
化
さ
せ
る
極
微
細
な
心
の
は
た
ら
き
の
な
い
境
地
に

至
れ
ば
、
煩
悩
が
起
き
よ
う
が
な
い
。
分
別
以
前
の
本
来
の
自
己
で

あ
る
本
源
に
戻
り
、
あ
る
が
ま
ま
の
世
界
に
還
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
ど
う
し
て
も
承
知
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
、
呼
吸
を
数
え
て
精
神
を
統
一
す
る
数
息
門
の
修
行
法
を
実
践
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
煩
悩
を
離
れ
、分
別
以
前
の
本
来
の
自
己
に
戻
り
、

あ
る
が
ま
ま
の
一
切
を
あ
る
が
ま
ま
に
観
る
境
地
に
至
る
。
こ
の
こ

と
が
、
本
来
の
自
己
に
還
る「

還
門」

の
悟
り
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
次
に
、
菩
薩
の
修
行
者
が
、
一
か
ら
十
ま
で
呼
吸
を
数
え
て
、

心
を
統
一
す
る
数
息
門
を
修
行
実
践
す
る
な
か
で
、
お
の
れ
の
全
身

心
の
は
た
ら
き
を
一
切
止
め
、
静
か
に
澄
み
切
っ
た
境
地
に
至
る
。
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こ
の
境
地
で
は
、
一
切
を
空
じ
て
い
っ
て
も
な
お
残
る
、
実
体
視
し

て
や
ま
な
い
極
微
細
な
迷
妄
の
心
の
は
た
ら
き
を
離
れ
る
。

一
切
の
迷
妄
の
心
の
は
た
ら
き
を
離
れ
る
か
ら
、修
行
者
の
心
は
、

妄
り
に
対
象
に
と
ら
わ
れ
、
心
を
染
め
汚
す
悩
み
苦
し
み
の
悩
や
、

害
意
を
も
っ
て
怒
る
害
や
、
敵
意
を
も
っ
て
恨
む
恨
や
、
疑
い
信
じ

な
い

や
、
他
人
を
欺
く
誑
や
、
お
ご
り
高
ぶ
る

と
い
う
、
心
の

と
う

お
う

き
ょ
う

は
た
ら
き
を
起
こ
す
こ
と
が
な
い
。

心
を
染
め
汚
す
悩・

害・

恨・
・

誑・

な
ど
と
い
う
、
自
我

心
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
修
行
者
の
心
は
、
見
た
り

聞
い
た
り
臭
い
だ
り
味
わ
っ
た
り
感
じ
た
り
知
っ
た
り
す
る
対
象
に

と
ら
わ
れ
、
こ
れ
を
取
り
あ
れ
を
捨
て
る
と
い
う
、
対
象
を
思
い
計

る
心
の
は
た
ら
き
は
起
こ
さ
な
い
。

こ
れ
と
あ
れ
と
を
分
け
て
捉
え
、
そ
れ
を
思
い
計
る
心
の
は
た
ら

き
が
な
い
境
地
で
は
、
六
根
を
通
し
て
六
境
に
働
き
か
け
て
六
識
を

起
こ
し
、
六
識
が
繰
り
返
し
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
造
り
上
げ
る
自

分
に
拘
り
、
自
分
を
実
体
視
し
、
自
分
を
誇
り
頼
り
、
自
分
に
執
著

す
る
自
我
意
識
が
消
え
去
る
か
ら
、
自
我
に
よ
っ
て
お
の
れ
の
心
を

汚
す
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
、
心
は
、
静
か
に
澄
み
切
っ
た
寂
然
の

境
地
に
あ
り
、
真
実
の
智
慧
に
照
ら
さ
れ
た
悟
り
の
中
で
、
お
の
れ

の
全
身
心
が
あ
り
の
ま
ま
の
清
浄
な
す
が
た
に
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に

感
得
す
る
。

お
の
れ
の
全
身
心
が
あ
り
の
ま
ま
に
あ
る
と
明
瞭
に
感
得
す
る
か

ら
、
菩
薩
の
修
行
者
の
心
は
、
一
切
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

こ
こ
で
ど
う
し
て
も
承
知
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
、
呼
吸
を
数
え
て
精
神
を
統
一
す
る
数
息
門
の
修
行
法
を
実
践
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
菩
薩
の
修
行
者
の
心
は
、
一
切
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
境
地
に
あ
る
。
一
切
に
と
ら
わ
れ
る
余
地
を
残
し
て
い

な
い
こ
と
が
、
本
来
の
自
性
清
浄
に
あ
る「

浄
門」

の
悟
り
に
至
る

こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
簡
潔
に
説
き
明
か
し
て
き
た
の
は
、
一
か
ら
十
ま
で
呼
吸

を
数
え
て
、
心
を
統
一
す
る
数
息
門
を
修
行
実
践
す
る
な
か
で
体
得

す
る
、
菩
薩
の
修
行
者
の
悟
り
で
あ
る
。
数
息
門
の
悟
り
は
、
互
い

に
誘
発
し
合
い
補
完
し
合
っ
て
、
第
三
随
便
宜
、
第
四
随
対
治
、
第

五
相
摂
、
第
六
通
別
の
四
種
の
六
妙
門
そ
れ
ぞ
れ
の
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
の
い
ず
れ
か
の
悟
り
に
高
め
合
っ
て
い
く
。

数
息
一
門
の
悟
り
が
、
第
三
随
便
宜
、
第
四
随
対
治
、
第
五
相
摂
、

第
六
通
別
の
四
種
の
六
妙
門
と
、
そ
の
な
か
の
数
息・

随
息・

止・

観・
還・
浄
の
六
門
と
の
、
四
六・

二
十
四
種
の
悟
り
の
い
ず
れ
か
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の
悟
り
を
誘
発
す
る
か
ら
、
誘
発
す
る
悟
り
に
は
一
定
の
順
序・

次

第
は
な
い
。

従
っ
て
、
数
息
一
門
の
悟
り
は
す
べ
て
、
必
ず
し
も
、
第
三
随
便

宜
の
数
息・
随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
そ
れ
ぞ
れ
の
悟
り
か

ら
、
第
四
随
対
治
の
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
そ
れ

ぞ
れ
の
悟
り
へ
、
第
五
相
摂
の
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の

六
門
そ
れ
ぞ
れ
の
悟
り
へ
、
そ
し
て
、
第
六
通
別
の
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
そ
れ
ぞ
れ
の
悟
り
へ
と
、
四
六・

二
十
四

種
の
悟
り
の
順
序・

次
第
を
経
る
と
は
限
ら
な
い
。

例
と
し
て
取
り
上
げ
た
数
息
門
の
悟
り
以
外
の
、
随
息・

止・

観・

還・

浄
の
五
門
そ
れ
ぞ
れ
の
修
行
実
践
に
よ
っ
て
体
得
す
る
悟
り
が
、

互
い
に
誘
発
し
補
完
し
高
め
合
う「

互
証」

の
有
り
様
も
ま
た
、
数

息
門
の
前
後
不
定
と
同
じ
よ
う
に
、
一
定
の
順
序・
次
第
に
よ
る
と

は
限
ら
な
い
。

こ
の
第
三
随
便
宜
、
第
四
随
対
治
、
第
五
相
摂
、
第
六
通
別
の
六

妙
門
の
い
ず
れ
か
で
体
得
す
る
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・
浄

の
六
門
の
い
ず
れ
か
の
悟
り
は
、
誘
発
し
補
完
し
高
め
合
っ
て
、
四

種
の
六
妙
門
の
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
の
い
ず
れ

か
の
悟
り
に
至
る
。
そ
の
理
由
に
、
二
種
類
の
意
味
が
あ
る
。

そ
の
一
は
、
第
三
随
便
宜
、
第
四
随
対
治
、
第
五
相
摂
、
第
六
通

別
の
六
妙
門
の
い
ず
れ
か
で
、
例
え
ば
数
息
門
を
修
行
実
践
す
る
と

き
、
同
時
に
、
四
種
の
六
妙
門
の
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄

の
六
門
の
い
ず
れ
か
の
禅
定
を
起
こ
す
。
だ
か
ら
、
起
こ
し
た
禅
定

を
更
に
実
践
し
て
い
く
に
随
っ
て
、
第
三
随
便
宜
、
第
四
随
対
治
、

第
五
相
摂
、
第
六
通
別
の
四
種
の
六
妙
門
の
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
の
、
合
計
四
六・

二
十
四
種
の
悟
り
の
い
ず
れ

か
を
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。

理
由
は
、
第
三
随
便
宜
、
第
四
随
対
治
、
第
五
相
摂
、
第
六
通
別

の
四
種
の
六
妙
門
に
お
い
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
こ
で
修
行
実
践

し
て
体
得
す
る
悟
り
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
過
去
世
で
造
っ
た
不
殺
生・

不
偸
盗・

不
邪
婬・

不

妄
語・

不
両
舌・

不
悪
口・

不
綺
語・

不
貪
欲・

不
瞋
恚・

不
邪
見

と
い
う
、
十
善
業
道
が
間
接
的
条
件
と
な
っ
て
は
た
ら
き
、
現
実
の

行
為
の
上
に
、
正
し
い
行
為
が
行
わ
れ
る
善
心
を
起
こ
す
か
ら
で
あ

る
。過

去
世
で
造
っ
た
善
や
悪
の
行
為
が
、
間
接
的
条
件
と
な
っ
て
、

現
実
に
正
し
い
行
為
を
す
る
か
ら
、
例
え
ば
数
息
門
の
悟
り
が
、
誘

発
し
合
っ
て
、
第
三
随
便
宜
、
第
四
随
対
治
、
第
五
相
摂
、
第
六
通
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別
の
六
妙
門
で
修
行
実
践
す
る
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄

の
六
門
の
い
ず
れ
か
の
悟
り
が
同
時
に
起
こ
る
こ
と
に
、
一
定
の
順

序・

次
第
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
趣
意
は
、

『
次
第
禅
門』

の
第
六
分
別
禅
波
羅
蜜
前
方
便
な
ど

に
説
か
れ
る
、
禅
定
の
な
か
で
生
起
す
る
業
相
の
内
容
や
、
業
相
の

現
わ
れ
方
や
、
業
相
を
対
治
し
た
り
、
業
相
を
助
長
し
た
り
し
て
、

悪
の
根
性
を
善
の
根
性
に
修
正
す
る
修
行
法
を
説
き
明
か
し
た
、

「

験

善
悪
根
性」

の
な
か
に
詳
し
く
説
き
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

第
三
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
、

「
旋
転
の
六
妙
門」

の
修
行
実
践

に
よ
る
悟
り
の
す
が
た
で
あ
る
と
い
う
の
か
。

旋
転
の
六
妙
門
の
修
行
実
践
に
よ
る
悟
り
の
す
が
た
は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
実
践
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
仮
か
ら
空
の
道
理
に
入
る
従
仮
入
空
観
を
一
八
〇

度
回
転
し
て
、
空
理
を
出
て
、
再
び
現
象
界
の
仮
有
の
道
理
に
逆
入

す
る
従
空
出
仮
観
を
体
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
残
る
五
門
の
悟
り

を
体
得
す
る
こ
と
は
勿
論
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
仏
と
な
る
菩
薩

行
の
悟
り
の
一
切
を
同
時
同
所
に
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
旋
転
の
六
妙
門
の
修
行
実
践
に
よ
る
悟
り
の
様
相
に
、

二
種
類
が
あ
る
。

そ
の
一
は
、
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
、
旋
転
の

六
妙
門
の
悟
り
の
す
が
た
で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
修
行
の
実
践
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
、
旋
転
の

六
妙
門
の
悟
り
の
す
が
た
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
、智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
、

旋
転
の
六
妙
門
の
悟
り
の
す
が
た
で
あ
る
と
い
う
の
か
。

自
ら
仏
道
を
求
め
他
人
を
救
済
し
悟
ら
せ
る
菩
薩
の
修
行
者
は
、

一
か
ら
十
ま
で
呼
吸
を
数
え
て
、
心
を
統
一
す
る
数
息
門
を
修
行
実

践
す
る
な
か
で
、
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
あ
る
、
自
性
清
浄
の
一
心
と

い
う
本
来
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
一
瞬
一
瞬
に
生
滅
す
る
一
念
と
い
う

お
の
れ
の
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
巧
み
な
手
立
て
に
よ
っ
て
、

仮
か
ら
空
の
道
理
に
入
る
従
仮
入
空
観
を
一
八
〇
度
回
転
し
て
、
空

理
を
出
て
、
再
び
現
象
界
の
仮
有
の
道
理
に
逆
入
す
る
従
空
出
仮
観

の
旋
転
の
六
妙
門
を
修
行
実
践
す
る
こ
と
に
あ
る
。

自
性
清
浄
の
一
心
と
い
う
本
来
の
智
慧
に
基
づ
い
て
、
従
仮
入
空

観
を
一
八
〇
度
回
転
し
て
従
空
出
仮
観
を
修
行
実
践
す
る
と
き
、
菩

薩
の
修
行
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
お
の
れ
に
合
致
し
た
丹
田
に
一
心
を
集

中
す
る
修
行
法
を
探
り
、
手
繰
り
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
の
い
ず
れ
か
で
修
行
実
践
す
る
な
か
で
、
深
い
禅
定
を
体
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現
し
た
り
、
浅
い
禅
定
を
体
得
し
た
り
す
る
。

深
い
に
し
ろ
、
浅
い
に
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
禅
定
の
境
地
の
な
か

で
、
菩
薩
の
修
行
者
は
、
お
の
れ
の
心
に
、
お
の
れ
の
心
が
本
来
具

え
て
い
る
自
性
清
浄
の
一
心
、
す
な
わ
ち
、
仏・

菩
薩
の
は
た
ら
き

で
あ
る
智
慧
を
切
り
開
い
て
い
く
。
そ
し
て
、
切
り
開
き
出
し
た
般

若
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
突
然
雲
が
晴
れ
る
よ
う
に
、
カ
ラ
リ
と
心
の

世
界
が
開
け
る
。

カ
ラ
リ
と
世
界
が
開
け
た
菩
薩
の
修
行
者
の
心
は
、
回
転
し
て
、

数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
の
悟
り
を
成
就
し
た
り
、

あ
る
い
は
、
従
仮
入
空
観
の
悟
り
を
一
八
〇
度
回
転
し
て
従
空
出
仮

観
の
悟
り
を
成
就
し
た
り
、
従
空
出
仮
観
の
悟
り
を
一
八
〇
度
回
転

し
て
従
仮
入
空
観
の
悟
り
を
成
就
し
た
り
し
て
、
自
在
に
悟
り
の
境

地
を
体
現
す
る
。

従
っ
て
、
真
実
を
悟
っ
た
菩
薩
の
修
行
者
の
心
に
は
、
束
縛
し
妨

げ
る
も
の
は
何
も
な
い
。

真
実
を
悟
っ
た
菩
薩
の
修
行
者
の
心
は
、
臍
下
三
寸
の
丹
田
の
自

性
清
浄
の
一
心
と
い
う
本
来
の
智
慧
に
あ
る
か
ら
、
坐
禅
の
な
か
で

生
起
す
る
妄
念
や
雑
念
と
い
う
、
介
爾
陰
妄
の
一
念
に
と
ら
わ
れ
た

り
寄
せ
つ
け
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
。

菩
薩
の
修
行
者
の
心
は
、
計
ら
い
が
な
く
、
自
由
自
在
に
真
実
の

世
界
に
出
入
り
し
、
世
俗
の
世
界
に
出
入
り
し
て
、
あ
る
が
ま
ま
に

従
仮
入
空
の
悟
り
を
従
空
出
仮
の
悟
り
に
回
転
し
、
従
空
出
仮
の
悟

り
を
従
仮
入
空
の
悟
り
に
回
転
し
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
門
の
悟
り
を
同
時
同
所
に
成
就
し
て
、
仏
の
教
え
の
悟
り
に

至
る
。

菩
薩
の
修
行
者
は
、
至
り
着
い
た
従
仮
入
空
の
悟
り
を
、
一
八
〇

度
回
転
し
旋
転
し
て
、
従
空
出
仮
の
悟
り
を
体
得
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
他
の
六
妙
門
の
悟
り
を
体
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
仏
と
な
る
菩

薩
の
修
行
者
の
悟
り
の
一
切
を
起
こ
す
。
こ
の
智
慧
の
解
了
の
回
転

に
よ
っ
て
到
達
す
る
旋
転
の
六
妙
門
の
悟
り
の
す
が
た
に
、
二
種
類

が
あ
る
。

第
一
は
、
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
、
悟
り
の
全

体
的
な
す
が
た
を
い
う「

総
相
旋
転
の
解
を
証
る
相」

で
あ
る
。

第
二
は
、
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
、
部
分
的・

段
階
的
な
悟
り
の
す
が
た
を
い
う「

別
相
旋
転
の
解
を
証
る
相」

で

あ
る
。

第
一
の
、
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
、
悟
り
の
全

体
的
な
す
が
た
を
い
う「

総
相
旋
転
の
解
を
証
る
相」

に
、
ま
た
二
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種
類
の
す
が
た
が
あ
る
。

そ
の
一
は
、
一
切
は
空
で
あ
り
無
実
体
で
あ
る
と
す
る
、
従
仮
入

空
の
悟
り
で
あ
る
真
実
の
智
慧
を
全
体
と
し
て
解
了
し
、
解
了
し
た

智
慧
を
回
転
し
旋
転
し
て
、
一
切
は
縁
起
し
て
お
り
、
縁
起
と
し
て

仮
に
存
在
し
て
平
等
で
あ
る
と
す
る
、
従
空
出
仮
の
悟
り
で
あ
る
真

実
の
智
慧
を
、
同
時
同
所
に
達
成
す
る
こ
と
は
勿
論
、
仏
と
な
る
菩

薩
行
の
悟
り
を
同
時
同
所
に
起
こ
す
、
悟
り
の
全
体
的
な
す
が
た
を

解
了
す
る「

解
真
総
相
の
旋
転
の
解
を
証
る
相」

で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
現
象
世
界
は
す
べ
て
存
在
し
種
々
の
差
異
が
あ
る
と

す
る
、
世
間
の
智
慧
を
全
体
と
し
て
解
了
し
、
解
了
し
た
世
間
の
智

慧
を
回
転
し
旋
転
し
て
、
一
切
は
縁
起
し
て
い
る
か
ら
、
存
在
し
現

象
し
て
い
る
も
の
は
幻
の
よ
う
で
あ
り
、
実
体
が
な
い
と
解
了
す
る

智
慧
を
、
同
時
同
所
に
達
成
す
る
こ
と
は
勿
論
、
仏
と
な
る
菩
薩
行

の
悟
り
を
同
時
同
所
に
起
こ
す
、
悟
り
の
全
体
的
な
す
が
た
を
解
了

す
る「

解
俗
総
相
の
旋
転
の
解
を
証
る
相」

で
あ
る
。

第
二
の
、
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
、
部
分
的・

段
階
的
な
悟
り
の
す
が
た
を
い
う「

別
相
旋
転
の
解
を
証
る
相」

に
、

ま
た
二
種
類
の
す
が
た
が
あ
る
。

そ
の
一
は
、
一
切
は
空
で
あ
り
無
実
体
で
あ
る
と
す
る
、
従
仮
入

空
の
悟
り
で
あ
る
真
実
の
智
慧
を
部
分
的・

段
階
的
に
解
了
し
、
解

了
し
た
智
慧
を
回
転
し
旋
転
し
て
、
一
切
は
縁
起
し
て
お
り
、
縁
起

と
し
て
仮
に
存
在
し
て
平
等
で
あ
る
と
す
る
、
従
空
出
仮
の
悟
り
で

あ
る
真
実
の
智
慧
を
、
段
階
的
に
達
成
す
る
こ
と
は
勿
論
、
仏
と
な

る
菩
薩
行
の
悟
り
を
段
階
的
に
起
こ
す
、
悟
り
の
部
分
的・

段
階
的

な
す
が
た
を
解
了
す
る「

解
真
別
相
の
旋
転
の
解
を
証
る
相」

で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
現
象
世
界
は
す
べ
て
存
在
し
種
々
の
差
異
が
あ
る
と

す
る
、
世
間
の
智
慧
を
部
分
的・

段
階
的
に
解
了
し
、
解
了
し
た
世

間
の
智
慧
を
回
転
し
旋
転
し
て
、
一
切
は
縁
起
し
て
い
る
か
ら
、
存

在
し
現
象
し
て
い
る
も
の
は
幻
の
よ
う
で
あ
り
、
実
体
が
な
い
と
解

了
す
る
智
慧
を
、
段
階
的
に
達
成
す
る
こ
と
は
勿
論
、
仏
と
な
る
菩

薩
行
の
悟
り
を
段
階
的
に
起
こ
す
、
悟
り
の
部
分
的・

段
階
的
な
す

が
た
を
解
了
す
る「

解
俗
別
相
の
旋
転
の
解
を
証
る
相」

で
あ
る
。

第
一
の
、
真
実
の
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
全
体

的
な
悟
り
や
、
世
俗
の
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
全

体
的
な
悟
り
を
回
転
し
旋
転
し
て
、
一
切
の
現
象
的
存
在
は
、
固
定

的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
な
い
、
無
所
得
空
の
有
り
様
に
あ
り
、
無

所
得
空
の
有
り
様
も
超
え
て
お
り
、
縁
起
に
よ
っ
て
仮
に
、
現
に
あ

る
が
ま
ま
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
真
実
を
全
体
的
に
悟
る
。
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第
二
の
、
真
実
の
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
部
分

的・
段
階
的
な
悟
り
や
、
世
俗
の
智
慧
の
解
了
の
回
転
に
よ
っ
て
到

達
す
る
部
分
的・

段
階
的
な
悟
り
を
回
転
し
旋
転
し
て
、
一
切
の
現

象
的
存
在
は
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
な
い
、
無
所
得
空
の

有
り
様
に
あ
り
、
縁
起
に
よ
っ
て
仮
に
、
現
に
あ
る
が
ま
ま
に
存
在

し
て
い
る
と
い
う
真
実
を
、
部
分
的
に
段
階
を
追
っ
て
悟
る
。

全
体
的
な
悟
り
に
し
て
も
、
部
分
的・

段
階
的
な
悟
り
に
し
て
も
、

悟
り
を
深
化
し
て
い
け
ば
、
総
相
旋
転
の
解
を
証
る
相
は
そ
の
ま
ま

別
相
旋
転
の
解
を
証
る
相
と
な
り
、
別
相
旋
転
の
解
を
証
る
相
は
そ

の
ま
ま
総
相
旋
転
の
解
を
証
る
相
と
な
り
、
互
い
に
礙
げ
る
も
の
は

さ
ま
た

な
い
。
だ
か
ら
、
悟
り
は
い
か
な
る
方
向
に
も
展
開
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
、修
行
の
実
践
の
回
転
に
よ
っ
て
到
達
す
る
、

旋
転
の
六
妙
門
の
悟
り
の
す
が
た
で
あ
る
と
い
う
の
か
。

す
な
わ
ち
、
菩
薩
の
修
行
者
は
、
天
台
智
顗
が
説
い
て
き
た
よ
う

に
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
い
ず
れ
か
一
つ

を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
思
の
煩
悩
に
よ
っ
て
、
我
あ
り
法

が

あ
り
と
執
著
す
る
、
虚
妄
の
仮
か
ら
空
の
道
理
に
入
る
従
仮
入
空
観

に
至
り
着
く
。
そ
し
て
、
至
り
着
い
た
従
仮
入
空
観
を
一
八
〇
度
回

転
し
て
、
空
を
観
じ
て
空
に
と
ど
ま
ら
ず
、
進
ん
で
因
縁
所
生
の
仮

を
観
じ
て
、
差
別
の
理
に
通
達
す
る
仮
有
の
道
理
に
入
る
従
空
出
仮

観
を
体
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
残
る
五
門
の
悟
り
を
、
同
時
同
所

に
体
得
す
る
。
菩
薩
の
修
行
者
は
、
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
を
体
得
す
る
こ
と
は
勿
論
、
そ
れ
に
と
ど
ま
る
こ
と
が

な
い
。
従
空
出
仮
か
ら
従
仮
入
空
へ
、
従
仮
入
空
か
ら
従
空
出
仮
へ

と
回
転
し
旋
転
し
、
回
転
が
旋
転
を
生
ん
で
相
互
に
循
環
し
て
悟
り

が
悟
り
を
生
み
、
仏
と
な
る
菩
薩
行
の
悟
り
を
同
時
同
所
に
起
こ
し

て
い
く
。

菩
薩
の
修
行
者
の
一
心
が
、
智
顗
が
説
く
旋
転
の
行
の
教
え
と
寸

分
違
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
菩
薩
の
修
行
者
の
一
心
と
、
智
顗
が
説

く
旋
転
の
行
の
教
え
と
が
、
寸
分
の
隙
間
な
く
ぴ
た
っ
と
結
び
つ
い

て
あ
い
和
し
、
離
れ
な
い
関
係
に
な
る
。
数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
修
行
実
践
に
よ
っ
て
悟
り
を

体
得
し
、
体
得
し
た
悟
り
を
回
転
し
旋
転
し
て
、
修
行
者
の
想
い
が

旋
転
の
行
の
教
え
と
同
じ
境
地
に
至
る
か
ら
、
修
行
者
の
心
は
、
自

然
に
自
我
に
塗
れ
た
境
地
を
離
れ
、
眼
前
に
明
ら
か
に
顕
わ
れ
出
る

仏
の
真
実
の
智
慧
で
あ
る
八
万
四
千
の
法
門
に
入
る
。

菩
薩
の
修
行
者
は
、
お
の
れ
が
救
わ
れ
る
よ
り
も
前
に
、
先
ず
他
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の
人
々
を
救
お
う
と
す
る
誓
願
に
生
き
る
。
だ
か
ら
、
布
施・

持
戒・

忍
辱・
精
進・

禅
定・

智
慧
と
い
う
、
仏
と
な
る
菩
薩
行
を
保
持
し
、

実
践
し
続
け
て
い
く
。
こ
の
上
求
菩
提・

下
化
衆
生
の
菩
薩
行
を
行

じ
ぬ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
波
羅
蜜
に
付
随
す
る
偉
大
な
善
で
あ
る

功
徳
が
増
大
し
、
自
然
に
湧
き
出
す
。

じ
っ
と
想
い
続
け
る
憶
念
の
修
行
に
よ
ら
な
く
て
も
、
布
施・

持

戒・

忍
辱・

精
進・

禅
定・
智
慧
と
い
う
、
仏
と
な
る
菩
薩
行
を
回

転
し
旋
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
回
転
が
旋
転
を
生
み
、
悟
り
が
悟

り
を
生
む
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
善
の
功
徳
が
、
自
然
に
湧
き
出
し
て

く
る
。
こ
う
し
て
、
善
と
い
う
功
徳
が
自
然
に
湧
き
出
し
て
く
れ
ば
、

悪
を
な
す
は
た
ら
き
は
自
然
に
消
滅
し
て
い
く
。

仏
と
な
る
菩
薩
行
を
回
転
し
旋
転
し
相
互
に
循
環
す
る
こ
と
に
よ

る
、
総
括
的・

普
遍
的・

全
体
的
に
同
時
同
所
に
悟
る「
総
相
旋
転

の
行
の
証
り」

の
有
り
様
も
、
個
別
的・

部
分
的
な
悟
り
を
段
階
的

に
一
つ
ひ
と
つ
悟
り
重
ね
る「

別
相
旋
転
の
行
の
証
り」

の
有
り
様

も
、
更
に
は
、

「

真
の
総
相
旋
転
の
行
の
証
り」

と「

俗
の
総
相
旋
転

の
行
の
証
り」

の
有
り
様
も
、「

真
の
別
相
旋
転
の
行
の
証
り」

と

「

俗
の
別
相
旋
転
の
行
の
証
り」

の
有
り
様
も
、
す
べ
て
は
こ
れ
ま
で

に
説
き
明
か
し
た
通
り
で
あ
る
。

菩
薩
の
修
行
者
が
心
に
思
う
こ
と
と
、
総
相
旋
転
の
行
の
教
え
や

別
相
旋
転
の
行
の
教
え
な
ど
と
の
違
い
は
、
修
行
者
自
身
の
心
の
持

ち
方
と
、
旋
転
の
教
え
と
を
受
け
入
れ
る
受
け
入
れ
方
の
違
い
に
よ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、仏
が
説
く
八
万
四
千
の
真
実
に
至
る
門
に
入
っ

て
も
、
旋
転
の
力
の
強
い
弱
い
に
よ
っ
て
、
表
に
顕
わ
れ
る
菩
薩
の

悟
り
の
現
わ
れ
方
に
、
深
い
浅
い
の
違
い
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

以
上
、
簡
略
で
は
あ
る
が
、
一
つ
の
修
行
実
践
に
よ
っ
て
生
じ
る

悟
り
を
回
転
し
、
旋
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
到
達
す
る
、
旋
転
の
六

妙
門
の
悟
り
の
有
り
様
を
説
き
明
か
し
た
。

例
え
ば
、
一
か
ら
十
ま
で
呼
吸
を
数
え
て
心
を
統
一
す
る
、
六
妙

門
第
一
の
数
息
門
の
修
行
実
践
の
な
か
で
生
じ
る
悟
り
を
回
転
し
、

旋
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
智
慧
の
解
了
を
回
転
し
旋
転
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
到
達
す
る「

旋
転
の
解
に
よ
る
悟
り」

と
、
修
行
の
実
践

を
回
転
し
旋
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
到
達
す
る「

旋
転
の
行
に
よ
る

悟
り」

と
い
う
二
種
類
の
悟
り
を
体
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

数
息
門
以
外
の
随
息
門・

止
門・

観
門・

還
門・

浄
門
の
修
行
実

践
の
な
か
で
生
じ
る
悟
り
を
回
転
し
、
旋
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
到

達
す
る
悟
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
数
息
門
と
同
じ
、

「

旋
転
の
解
に
よ
る
悟

り」
と「
旋
転
の
行
に
よ
る
悟
り」

と
い
う
、
二
種
類
の
悟
り
を
体
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現
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
簡
に
し
て
要
を
得
て
説
き
明
か
し
て
は
き
た
が
、
数

息
門・

随
息
門・

止
門・

観
門・

還
門・

浄
門
と
い
う
、
六
種
の
修

行
法
の
す
べ
て
が
具
え
る「

旋
転
の
解
に
よ
る
悟
り」

と「

旋
転
の

行
に
よ
る
悟
り」
と
を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
説
き
尽
く
し
た
わ
け
で

は
な
い
。

従
っ
て
、
菩
薩
の
修
行
者
自
身
で
よ
く
考
え
、
旋
転
の
解
お
よ
び

旋
転
の
行
に
よ
っ
て
体
得
す
る
悟
り
の
有
り
様
の
真
意
を
会
得
し
た

上
で
、
旋
転
の
六
妙
門
を
修
行
実
践
す
れ
ば
、
そ
の
悟
り
は
ひ
と
り

六
妙
門
の
悟
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
、
八
万
四
千
を
数
え
る
法
門

が
教
え
る
悟
り
と
ピ
タ
ッ
と
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
つ
の
六
妙
門
の
修
行
実
践
に
よ
っ
て
至
り
着
い
た
、
従
仮
入
空

の
悟
り
を
回
転
し
旋
転
し
て
、
従
空
出
仮
の
悟
り
を
体
得
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
他
の
六
妙
門
の
悟
り
を
体
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
空
と

仮
と
を
相
互
に
巡
ら
せ
て
解
と
行
の
悟
り
を
起
こ
す
か
ら
、
旋
転
の

六
妙
門
の
悟
り
は
、
ひ
と
り
六
妙
門
の
悟
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
六
妙

門
の
悟
り
を
回
転
し
旋
転
し
て
、
八
万
四
千
を
数
え
る
法
門
の
悟
り

を
得
、
一
切
の
仏
法
の
精
髄
を
体
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

修
行
者
は
、
現
象
す
る
事
物
は
す
べ
て
実
体
が
あ
る
と
し
、
実
体

が
あ
る
と
す
る
事
物
に
執
著
す
る
凡
夫
の
有
り
様
を
離
れ
、
空
の
理

法
を
観
じ
体
得
す
る
。
そ
し
て
、
体
得
し
た
空
の
悟
り
を
回
転
し
旋

転
し
て
、
空
の
眼
で
仮
を
体
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
妙
門
の
悟

り
を
体
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
空
と
仮
を
相
互
に
巡
ら
せ
て
、
旋
転

の
六
妙
門
の
解
と
行
の
悟
り
を
起
こ
す
。
だ
か
ら
、
障
り
の
な
い
理

解
能
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、自
由
自
在
な
言
語
的
表
現
力
を
体
得
し
、

衆
生
が
楽
い
求
め
る
と
こ
ろ
に
か
な
っ
て
巧
み
に
説
き
、
ま
た
自
ら

ね
が

も
楽
し
ん
で
説
く
、
智
顗
の
般
若
波
羅
蜜
に
基
づ
い
た
、
菩
薩
の
巧

み
な
手
立
て
を
体
現
す
る
。
こ
う
し
て
、
ど
の
よ
う
な
煩
悩
も
修
行

者
自
身
か
ら
遠
ざ
け
る
か
ら
、
煩
悩
は
起
こ
り
よ
う
が
な
い
。
八
万

四
千
を
数
え
る
ど
の
よ
う
な
功
徳
も
、
お
の
れ
自
身
の
生
き
方
に
な

り
き
っ
て
い
る
か
ら
、
も
は
や
漏
れ
出
す
も
の
は
な
い
。
こ
れ
が
、

旋
転
の
六
妙
門
の
悟
り
の
様
相
で
あ
る
。

六
妙
門
、
す
な
わ
ち
八
万
四
千
の
法
門
を
信
じ
、
お
の
れ
の
生
き

方
と
し
て
体
得
す
れ
ば
、
必
ず
や
、
や
が
て
は
、
自
利
利
他
に
生
き

る
菩
薩
の
境
地
に
入
り
、
こ
の
上
な
く
勝
れ
、
正
し
く
、
平
等
円
満

な
仏
の
無
上
正
等
覚
で
あ
る
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
到
達
す
る

も
の
で
あ
る
。

第
四
は
、
利
根
の
大
士
と
い
う
大
乗
の
菩
薩
の
悟
り
で
あ
る
、

「

円
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証
の
六
妙
門」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

菩
薩
の
修
行
者
は
、
第
八
の
観
心
六
妙
門
の
修
行
実
践
と
、
第
九

の
円
観
六
妙
門
の
修
行
実
践
と
い
う
、
二
種
類
の
六
妙
門
の
修
行
実

践
を
、
利
根
の
大
士
と
い
う
菩
薩
の
円
証
の
六
妙
門
に
至
る
巧
み
な

手
立
て
と
す
る
。

従
っ
て
、
第
八
の
観
心
六
妙
門
や
第
九
の
円
観
六
妙
門
の
悟
り
に

到
達
す
る
と
き
は
、
同
時
同
所
に
円
証
の
六
妙
門
の
悟
り
に
入
る
の

で
あ
る
。

円
証
の
六
妙
門
の
悟
り
に
、
二
種
類
が
あ
る
。

一
は
、
悟
り
を
智
慧
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。

利
根
の
大
士
の
菩
薩
に
は
、
妨
げ
と
な
る
も
の
が
な
く
、
巧
み
な

智
慧
に
よ
っ
て
お
の
れ
の
悟
り
を
得
る
の
で
あ
っ
て
、
心
の
は
た
ら

き
、
す
な
わ
ち
、
頭
で
理
解
し
て
悟
り
は
得
る
も
の
で
は
な
い
。
菩

薩
は
、
自
然
に
大
乗
の
菩
薩
の
悟
り
に
入
り
、
宇
宙
全
体
が
刹
那
生

滅
し
て
い
る
と
い
う
、
真
実
の
有
り
様
を
あ
り
の
ま
ま
に
識
る
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
悟
り
を
智
慧
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
を
、

「

証
を

解
す」

と
い
う
。

二
は
、
悟
り
を
禅
定
に
よ
っ
て
体
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。

利
根
の
大
士
と
い
う
菩
薩
は
、
般
若
の
智
慧
が
明
確
に
身
心
の
中

か
ら
開
発
さ
れ
、
明
ら
か
に
宇
宙
全
体
に
行
き
渡
り
、
一
切
の
こ
だ

わ
り
を
捨
て
て
、
真
実
を
真
実
の
ま
ま
に
観
る
こ
と
が
で
き
る
。

円
証
の
六
妙
門
の
悟
り
の
様
相
に
、
二
種
類
が
あ
る
。

一
は
、
菩
薩
の
真
実
の
悟
り
に
似
て
い
る
が
、
そ
の
一
歩
手
前
の

悟
り
の
す
が
た
に
あ
る
、「

相
似
の
証
相」

で
あ
る
。

『

法
華
経』

の
中
で
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
根
が
清
浄

と
な
り
、
一
切
の
煩
悩
を
生
じ
る
こ
と
の
な
い
、
六
根
清
浄
の
す
が

た
を
説
き
明
か
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

二
は
、
菩
薩
が
具
え
る
真
実
を
観
る
眼
か
ら
観
る
、
一
切
の
も
の

が
あ
り
の
ま
ま
に
あ
る
真
実
の
悟
り
の
す
が
た
の「

真
実
の
証
相」

で
あ
る
。

『

華
厳
経』

の
中
で
、
初
め
て
仏
道
を
求
め
る
心
を
起
こ
す
と
同
時

に
、
自
ら
も
仏・

菩
薩
に
な
り
、
衆
生
も
仏
に
な
る
と
い
う
功
徳
を

欠
け
る
と
こ
ろ
な
く
成
就
し
、
一
切
を
あ
る
が
ま
ま
に
観
る
智
慧
を

欠
け
る
と
こ
ろ
な
く
具
え
て
い
る
す
が
た
を
説
き
明
か
し
て
い
る
通

り
で
あ
る
。

一
体
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
、
大
乗
の
菩
薩
の
真
実
の
悟
り
に
似

て
い
る
が
、
真
実
の
悟
り
そ
の
も
の
に
至
り
着
い
て
い
な
い「

相
似
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円
証
の
六
妙
門」

の
悟
り
と
す
る
の
か
。

『
法
華
経』

が
、
眼
と
い
う
視
覚
機
能
で
あ
り
感
覚
器
官
で
あ
る
眼

根
が
清
浄
に
な
り
、
一
切
の
煩
悩
を
生
じ
る
こ
と
の
な
い
眼
根
の
清

浄
を
説
き
明
か
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

眼
根
が
清
浄
な
菩
薩
の
修
行
者
は
、
相
似
円
証
の
六
妙
門
の
悟
り

に
到
達
す
る
と
き
、
同
時
同
所
に
、
四
方
と
四
維
に
上
下
を
加
え
た

十
方
と
い
う
、
果
て
し
な
く
広
が
る
娑
婆
世
界
の
な
か
の
、
一
念
の

生
き
方
に
あ
る
凡
位
の
修
行
者
や
一
心
の
生
き
方
に
あ
る
聖
位
の
修

行
者
の
数
や
量
も
、
そ
し
て
、
一
切
の
物
質
的
存
在
や
、
心
お
よ
び

心
の
は
た
ら
き
の
一
切
の
数
や
量
も
、
余
す
こ
と
な
く
数
え
取
る
。

こ
の
理
由
か
ら
、
数
息
門
と
い
う
。

一
切
の
現
象
す
る
物
質
的
存
在
は
、
眼
と
い
う
視
覚
器
官
に
よ
っ

て
選
び
取
ら
れ
て
捉
え
ら
れ
る
が
、
眼
と
い
う
視
覚
器
官
は
、
一
切

の
現
象
す
る
物
質
的
存
在
と
違
い
が
な
く
、
眼
と
現
象
す
る
物
質
的

存
在
と
は
互
い
に
働
き
か
け
合
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
か
ら
、
随
息

門
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
眼
根
を
菩
薩
の
智
慧
の
眼
で
照
ら
し
出
し
て
観
る

と
、
視
覚
機
能
で
あ
り
感
覚
器
官
で
あ
る
眼
根
も
視
覚
の
認
識
作
用

を
司
る
眼
識
も
、
分
別
以
前
の
本
来
の
落
ち
着
き
に
安
定
し
て
い
る

か
ら
、
対
象
に
心
を
移
し
て
動
揺
す
る
と
い
う
心
の
は
た
ら
き
は
起

こ
さ
な
い
。
こ
の
理
由
か
ら
、
止
門
と
い
う
。

菩
薩
の
修
行
者
は
、
清
浄
な
視
覚
機
能
で
あ
る
眼
根
の
対
象
と
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
仏
が
在
す
仏
国
土
を
観
る
わ
け
で
は
な
い
。

い
ま

菩
薩
の
修
行
者
は
、
一
切
の
こ
だ
わ
り
の
心
を
捨
て
て
真
実
を
真

実
の
ま
ま
に
観
、
智
慧
の
は
た
ら
き
で
巧
み
な
手
立
て
を
巡
ら
し
て

一
切
を
分
別
し
、
す
べ
て
の
も
の
が
縁
起
し
空
な
る
す
が
た
に
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
観
る
の
で
あ
る
。

こ
の
理
由
か
ら
、
観
門
と
い
う
。

一
度
、
人
の
本
源
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
本
来
の

清
浄
な
眼
根
の
は
た
ら
き
が
は
た
ら
い
て
、
真
実
世
界
を
真
実
に
あ

る
が
ま
ま
に
観
る
な
か
で
、
眼
根
の
見
る
は
た
ら
き
は
、
耳
根
の
聞

く
は
た
ら
き
や
、
鼻
根
の
臭
ぐ
は
た
ら
き
や
、
舌
根
の
味
わ
う
は
た

ら
き
や
、
身
根
の
触
れ
る
は
た
ら
き
や
、
意
根
の
認
識
し
思
考
す
る

は
た
ら
き
な
ど
の
、
真
実
世
界
に
到
達
す
る
。

そ
れ
は
、
本
来
清
浄
な
眼
根
が
は
た
ら
く
真
実
世
界
も
、
本
来
清

浄
な
耳
根・

鼻
根・

舌
根・

身
根・

意
根
が
は
た
ら
く
真
実
世
界
も

共
に
、真
実
な
る
も
の
が
真
実
の
ま
ま
に
あ
る
在
り
方
を
し
て
お
り
、

眼・
耳・
鼻・

舌・

身・

意
の
六
根
は
、
縁
起
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、



─ ─242

天
台『

六
妙
法
門』

の
研
究（

九）

－

二（

大
野）

縁
起
に
よ
っ
て
還
っ
て
い
く
、
刹
那
生
滅
と
い
う
存
在
の
在
り
方
を

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

こ
の
理
由
か
ら
、
還
門
と
い
う
。

ま
た
、
次
に
、
見
る
機
能
を
も
つ
自
分
自
身
の
眼
根
の
本
来
の
在

り
方
を
徹
見
す
る
と
、
眼
根
は
本
来
、
も
っ
て
生
ま
れ
た
、
清
浄
な

真
実
世
界
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
自
我
に
塗
れ
た
す
が
た
に
あ
る
の

で
は
な
い
。

翻
っ
て
み
る
に
、
眼
根
が
自
我
に
塗
れ
た
す
が
た
に
あ
る
の
は
、

人
は
だ
れ
も
、
眼
根
が
果
て
し
な
く
広
が
る
娑
婆
世
界
の
中
に
、
仮

に
俗
な
る
世
界
と
、
聖
な
る
世
界
を
造
り
出
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ

て
、
眼
根
そ
の
も
の
が
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
の
理
由
か
ら
も
ま
た
、
還
門
と
い
う
。

本
来
の
清
浄
な
眼
根
が
は
た
ら
い
て
、
耳・

鼻・
舌・
身・

意
の

五
根
の
清
浄
な
真
実
世
界
に
明
ら
か
に
到
達
し
た
と
き
は
、
眼
根
の

見
る
は
た
ら
き
は
、
眼
根
本
来
の
在
り
方
に
あ
っ
て
、
清
浄
な
真
実

世
界
の
真
実
を
真
実
の
ま
ま
に
観
る
も
の
で
あ
る
。

眼
根
は
、
本
来
も
っ
て
生
ま
れ
た
清
浄
な
真
実
世
界
に
あ
っ
て
、

自
我
に
塗
れ
た
す
が
た
に
は
な
い
。
眼
根
が
自
我
に
塗
れ
る
の
は
、

眼
根
が
、
娑
婆
世
界
の
中
に
、
仮
に
俗
な
る
世
界
と
聖
な
る
世
界
と

い
う
、
二
極
相
対
の
対
立
を
造
り
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
に
徹
見
す
れ
ば
、
自
我
に
塗
れ
た
色
眼
鏡
を
通
し
て
、
世
界
が

実
在
す
る
と
見
る
幻
覚
の
世
界
を
、清
浄
な
真
実
世
界
で
あ
る
と
誤
っ

て
考
え
る
よ
う
な
迷
妄
の
心
は
起
こ
ら
な
い
。

人
の
眼
根
の
本
質
的
な
す
が
た
は
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体

が
な
い
清
浄
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
俗
の
世
界
、
あ
れ
が
聖
な
る
世

界
と
分
け
る
二
極
相
対
の
対
立
を
造
り
出
し
、
汚
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
と
知
る
。

こ
の
よ
う
に
修
行
者
は
徹
見
す
る
か
ら
、
眼
根
は
、
本
来
清
浄
で

実
体
の
な
い
空
の
有
り
様
に
あ
る
の
を
、
自
我
意
識
に
よ
っ
て
一
切

を
実
体
化
し
、
一
切
が
実
在
す
る
と
す
る
幻
覚
に
執
著
し
と
ど
ま
る

こ
と
が
な
い
。

こ
の
境
地
で
は
、
眼
根
は
、
本
来
清
浄
に
あ
る
か
ら
、
眼
根
の
対

象
と
な
る
現
象
や
、
対
象
と
し
て
存
在
す
る
事
物
に
執
著
を
起
こ
す

こ
と
が
な
い
。

こ
の
理
由
か
ら
、
浄
門
と
い
う
。

以
上
、視
覚
器
官
と
視
覚
能
力
と
い
う
眼
の
感
覚
器
官
で
あ
る「

眼

根」
が
、
三
界
の
う
ち
で
起
こ
す
見
思
の
惑
が
尽
き
、
汚
れ
を
払
っ

て
清
ら
か
に
な
っ
て
、
仏
の
真
の
悟
り
に
似
た
六
妙
門
の
清
浄
な
悟
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り
を
悟
る
、
相
似
円
証
の
六
妙
門
の
悟
り
の
様
相
の
要
点
を
ま
と
め

て
説
き
明
か
し
て
き
た
。

仏
の
悟
り
に
似
た
清
浄
な
六
妙
門
の
悟
り
は
、
眼
根
に
と
ど
ま
ら

な
い
。

眼
根
以
外
の
、
聴
覚
能
力
を
具
え
た
聴
覚
器
官
の「

耳
根」

も
、

嗅
覚
能
力
を
具
え
た
嗅
覚
器
官
の「

鼻
根」

も
、
味
覚
能
力
を
具
え

た
味
覚
器
官
の「

舌
根」

も
、
触
覚
能
力
を
具
え
た
触
覚
器
官
の「

身

根」

も
、
思
惟
能
力
を
具
え
た
思
惟
器
官
の「

意
根」

の
場
合
も
、

眼
根
と
同
様
、
三
界
の
う
ち
で
起
こ
す
見
思
の
惑
が
尽
き
、
汚
れ
を

払
っ
て
清
ら
か
に
な
っ
て
、
仏
の
悟
り
に
似
て
清
浄
と
な
る
相
似
の

証
相
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、

『

法
華
経』

の
法
師
功
徳
品
で
説
き
明
か

し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

一
体
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
、
真
実
を
欠
け
る
こ
と
な
く
円
満
に

具
え
た
、
大
乗
の
利
根
の
大
士
と
い
う
勝
れ
た
菩
薩
の
悟
り
の「

真

実
円
証
の
六
妙
門」

と
い
う
の
か
。

真
実
円
証
の
六
妙
門
に
、
二
種
類
が
あ
る
。

一
つ
は
、
別
の
立
場
に
配
当
さ
れ
る
、
真
実
円
証
の
六
妙
門
の
悟

り
で
あ
る
。

二
つ
は
、
通
の
立
場
に
配
当
さ
れ
る
、
真
実
円
証
の
六
妙
門
の
悟

り
で
あ
る
。

そ
の
一
は
、
別
の
立
場
に
配
当
さ
れ
る
、
真
実
円
証
の
六
妙
門
の

悟
り
で
あ
る
。

別
の
立
場
に
配
当
さ
れ
る
真
実
円
証
の
六
妙
門
の
悟
り
で
は
、
欲

界・

色
界・

無
色
界
の
三
界
の
内
を
い
う「

界
内」

に
お
い
て
、
見

か
い
だ
い

思
の
惑
と
塵
沙
の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
じ
、
三
界
の

外
を
い
う「

界
外」

に
お
い
て
、
塵
沙
の
惑
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な

か
い

げ

い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る「

十
住」

を
、
呼
吸
を
数
え
て
意
識

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
数
息
門
と
す
る
。

界
外
の
塵
沙
の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
じ
る「

十
行」

を
、
無
意
識
の
呼
吸
に
心
を
し
た
が
わ
せ
、
呼
吸
の
ま
ま
に
心
を
静

め
る
随
息
門
と
す
る
。

界
外
の
無
明
の
惑
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る「

十
廻
向」

を
、
対
象
に
心
を
移
す
こ
と
な
く
、
心
の
は
た

ら
き
を
停
止
し
、
心
意
識
の
運
転
を
止
め
る
精
神
集
中
の
止
門
と
す

る
。界

外
の
無
明
の
惑
が
、
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
じ
る「

十

地」
を
、
自
我
を
対
治
す
る
観
門
と
す
る
。

煩
悩
を
永
遠
に
断
ち
切
っ
て
智
慧
が
円
か
に
具
わ
り
、
真
実
の
教
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え
に
入
る
、
仏
の
一
歩
直
前
の
入
法
界
心
で
あ
る「

等
覚」

を
、
本

来
の
自
己
に
還
る
還
門
と
す
る
。

煩
悩
を
永
遠
に
断
ち
切
っ
て
智
慧
が
円
か
に
具
わ
り
、
心
の
障
害

を
断
っ
た
悟
り
の
極
致
の
断
証
究
竟
の
寂
滅
心
で
あ
る「

妙
覚」

を
、

あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
に
あ
る
自
己
の
確
立
に
向
か
う
生
き
方
の
浄

門
と
す
る
。

そ
の
二
は
、
事
象
は
す
べ
て
ま
ぼ
ろ
し
の
ご
と
く
空
で
あ
っ
て
、

固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
な
い
如
幻
即
空
で
あ
り
、
円
証
に
通

じ
る
通
の
立
場
に
配
当
さ
れ
る
、
真
実
円
証
の
六
妙
門
の
悟
り
で
あ

る
。円

証
に
通
じ
、
円
証
に
直
結
す
る
通
の
立
場
に
配
当
さ
れ
る
、
真

実
円
証
の
六
妙
門
の
悟
り
に
、
三
種
類
の
証
り
が
あ
る
。

第
一
は
、
欲
界・

色
界・

無
色
界
の
界
内
に
お
い
て
、
見
思
の
惑

と
塵
沙
の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
じ
、界
外
に
お
い
て
、

塵
沙
の
惑
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る「
初

証」

で
あ
る
。

第
二
は
、界
外
の
塵
沙
の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
じ
、

無
明
の
惑
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
更

に
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
じ
る「

中
証」

で
あ
る
。

第
三
は
、
無
明
の
惑
を
断
証
究
竟
す
る
、
究
極
の
証
り
の「

究
竟

証」

で
あ
る
。

「

初
証」

で
は
、
大
乗
の
利
根
の
大
士
と
い
う
勝
れ
た
菩
薩
の
修
行

者
が
、
宇
宙
人
生
を
阿
字
に
お
さ
め
て
、
存
在
し
現
象
す
る
も
の
は

す
べ
て
、
そ
れ
自
体
が
根
本
的
な
存
在
で
あ
り
現
象
で
あ
る
か
ら
、

生
じ
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
真
実
を
悟
り
、
阿
字
本

不
生
の
境
地
に
入
る
。

阿
字
本
不
生
の
境
地
は
、
初
め
て
悟
り
を
求
め
る
心
を
起
こ
す
と

き
に
、
欲
界・

色
界・

無
色
界
の
界
内
に
お
い
て
、
見
思
の
惑
と
塵

沙
の
惑
が
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
じ
、
界
外
に
お
い
て
、
塵

沙
の
惑
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
十
住

の
第
一
位
の「

初
発
心
住」

を
い
う
。

初
発
心
住
に
お
い
て
、
現
象
す
る
あ
ら
ゆ
る
物
事
が
、
そ
の
本
質

に
お
い
て
実
体
が
な
く
空
で
あ
る
か
ら
、
生
じ
た
り
滅
し
た
り
し
て

変
化
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
不
生
不
滅
の
理
を
徹
底
し
て
悟
る
、

真
の
無
生
法
忍
の
智
慧
を
体
得
す
る
。

真
の
無
生
法
忍
の
智
慧
の
境
地
に
至
り
着
い
た
菩
薩
の
修
行
者
は
、

日
常
の
一
瞬
の
心
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
に
説
き
明

か
そ
う
と
し
て
も
説
き
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、
細
か
く
砕
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か
れ
た
も
の
の
よ
う
に
数
多
く
の
現
象
世
界
に
在
す
、
い
ろ
い
ろ
な

お
わ

仏
の
心
の
は
た
ら
き
や
、
い
ろ
い
ろ
な
菩
薩
の
心
の
は
た
ら
き
や
、

い
ろ
い
ろ
な
声
聞
の
心
の
は
た
ら
き
や
、
い
ろ
い
ろ
な
縁
覚
の
心
の

は
た
ら
き
を
数
え
、
仏
や
菩
薩
や
声
聞
や
縁
覚
の
境
地
に
至
る
。
ま

た
、
無
量
の
功
徳
を
も
た
ら
す
、
計
り
知
れ
な
い
多
く
の
法
門
を
数

え
、
法
門
に
入
る
。
こ
う
い
う
理
由
か
ら
、
数
息
門
の
悟
り
と
い
う
。

修
行
者
が
起
こ
す
日
常
の
一
瞬
の
心
の
は
た
ら
き
は
、
地
獄・

餓

鬼・

畜
生・

修
羅・

人
間・

天
上・
声
聞・

縁
覚・

菩
薩・

仏
と
い

う
十
法
界
の
、
い
か
な
る
は
た
ら
き
に
も
よ
く
順
応
し
、
従
う
も
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
随
息
門
の
悟
り
と
い
う
。

修
行
者
が
起
こ
す
日
常
の
一
瞬
の
心
の
は
た
ら
き
は
、
百
千
種
を

数
え
る
ほ
ど
数
多
く
の
、
無
量
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
煩
悩
の

一
つ
ひ
と
つ
を
静
め
、
心
を
統
一
す
る
た
め
の
、
百
千
種
の
無
量
の

煩
悩
の
一
つ
ひ
と
つ
に
対
応
し
た
無
量・

無
数
の
修
行
法
、
す
な
わ

ち
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
塵
労
、
す
な
わ
ち
煩
悩
を
断
じ
る
修
行

法
を
実
践
し
、
一
切
の
煩
悩
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
身
心
不
動

の
禅
定
の
境
地
に
入
る
。
こ
の
境
地
で
は
、
一
切
は
実
在
す
る
と
す

る
、
真
実
と
異
な
る
嘘
偽
り
は
消
滅
し
、
煩
悩
そ
の
も
の
が
尽
き
た

後
に
残
る
煩
悩
の
名
残
も
は
た
ら
き
を
停
止
す
る
。
だ
か
ら
、
こ
の

境
地
を
名
づ
け
て
止
門
の
悟
り
と
す
る
。

修
行
者
が
起
こ
す
日
常
の
一
瞬
の
心
の
は
た
ら
き
は
、
存
在
す
る

一
切
は
、
現
象
と
し
て
あ
り
の
ま
ま
に
存
在
す
る
と
い
う
真
実
の
有

り
様
を
悟
り
、
心
静
か
で
清
浄
な
境
地
で
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
一

切
の
現
象
的
存
在
を
、あ
る
が
ま
ま
に
正
し
く
な
が
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
現
象
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
、
直
接
的
原
因
と
間
接
的
条

件
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
固
定
的
不
変
な
独
自
の
実
体
が
な
く
、
そ

の
ま
ま
が
真
実
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
い
う
、
真
実
の
智
慧
を
引
き

出
し
開
発
す
る
。
だ
か
ら
、
観
門
の
悟
り
と
い
う
。

修
行
者
が
起
こ
す
日
常
の
一
瞬
の
心
の
は
た
ら
き
は
、
す
べ
て
の

現
象
し
存
在
す
る
も
の
が
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
と
い
う
、
存
在
す
る

も
の
の
実
相
に
明
ら
か
に
は
っ
き
り
と
到
達
す
る
。
到
達
し
た
、
存

在
す
る
も
の
が
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
と
い
う
境
地
で
は
、
人
が
本
来

具
え
て
い
る
無
礙
自
在
な
不
可
思
議
な
力
で
身
を
変
え
、
一
切
の
生

き
と
し
生
け
る
も
の
を
教
化
す
る
。
こ
う
し
て
、
分
別
以
前
の
本
来

の
自
性
清
浄
の
自
己
で
あ
る
本
源
に
戻
り
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
世

界
に
還
る
。
だ
か
ら
、
還
門
の
悟
り
と
い
う
。

修
行
者
が
起
こ
す
日
常
の
一
瞬
の
心
の
は
た
ら
き
は
、
通
に
対
す

の
初
証
の
、
数
息
門
か
ら
還
門
ま
で
に
説
き
明
か
し
た
、
菩
薩
の
な
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す
べ
き
上
求
菩
提・

下
化
衆
生
と
い
う
使
命
を
実
践
す
る
。
上
求
菩

提・
下
化
衆
生
と
い
う
使
命
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
の
れ

の
心
に
と
ら
わ
れ
執
著
す
る
こ
と
が
な
く
、
心
の
対
象
で
あ
る
現
象

し
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
が
煩
悩
と
な
っ
て
、
清
浄
な
お
の
れ
の

心
を
汚
す
こ
と
が
な
く
な
る
。

こ
う
し
て
、修
行
者
が
起
こ
す
日
常
の
一
瞬
の
心
の
は
た
ら
き
は
、

仏
に
導
か
れ
る
国
土
で
あ
る
こ
の
娑
婆
世
界
を
浄
め
、一
切
衆
生
に
、

仏
の
教
え
を
聞
き
、
四
諦
を
観
じ
、
阿
羅
漢
果
を
証
る「

声
聞
乗」

の
果
を
得
さ
せ
、
次
に
、
十
二
因
縁
を
観
じ
て
迷
い
を
断
ち
、
師
な

く
し
て
証
る「

縁
覚
乗」

の
果
を
得
さ
せ
、
更
に
、
自
ら
仏
道
を
求

め
、
他
人
を
救
済
し
悟
ら
せ
る「

菩
提
乗」
の
果
を
得
さ
せ
る
と
い

う
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
三
乗
の
清
ら
か
で
汚
れ
の
な
い
悟
り
の

境
地
に
至
る
道
に
入
ら
せ
る
。
だ
か
ら
、
浄
門
の
悟
り
と
い
う
。

初
め
て
悟
り
を
求
め
よ
う
と
す
る
心
を
起
こ
し
た
初
住
位
の
菩
薩

の
修
行
者
は
、
通
に
対
す
る
初
証
の
法
門
に
入
り
、
第
十
証
相
六
妙

門
の
な
か
で『

法
華
経』

や『

華
厳
経』

が
説
く
、
眼・

耳・

鼻・

舌・

身・

意
の
六
根
清
浄
を
始
め
と
す
る
修
行
実
践
に
精
進
し
続
け

て
い
け
ば
、
や
が
て
は
、
自
ら
真
実
を
悟
り
、
他
人
を
悟
ら
せ
、
悟

り
の
は
た
ら
き
が
極
ま
り
満
ち
る
、
自
覚・

覚
他・

覚
行
窮
満
の
究

ぐ
う
ま
ん

極
の
覚
者
と
な
り
、「

仏」

と
呼
ば
れ
る
。

初
め
て
悟
り
を
求
め
る
心
を
起
こ
し
た
、
初
住
位
に
あ
る
菩
薩
の

修
行
者
は
、
菩
薩
か
ら
仏
に
な
る
道
を
、
次
の
よ
う
に
、
瞬
時
に
、

次
か
ら
次
へ
と
転
換
し
回
転
し
て
、
心
が
真
実
に
開
い
て
い
く
。

す
な
わ
ち
、
既
に
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
観
察
し
、
一
切
の
物
質

的
現
象
は
実
体
が
な
い
空
で
あ
る
と
認
識
し
、
一
切
の
物
質
的
現
象

に
と
ら
わ
れ
な
い
心
の
は
た
ら
き
で
あ
る
、
一
切
智・

道
種
智・

一

切
種
智
か
ら
成
る「

般
若
波
羅
蜜
の
正
慧」

を
体
得
し
た
。

般
若
波
羅
蜜
の
正
慧
に
よ
っ
て
、
衆
生
の
心
に
潜
む
道
理
に
迷
う

無
明
の
心
を
破
っ
て
、
衆
生
の
う
ち
に
あ
っ
て
仏
と
な
る
は
た
ら
き

の「

如
来
蔵」

を
打
ち
開
か
せ
た
。

仏
と
な
る
は
た
ら
き
の
如
来
蔵
を
打
ち
開
く
と
同
時
に
、
如
来
の

本
性
で
あ
り
、
宇
宙
の
存
在
の
一
切
を
貫
い
て
い
る
絶
対
の
真
実
で

あ
り
、
仏
と
な
る
は
た
ら
き
の「

真
の
法
身」

を
顕
わ
し
示
し
た
。

百
八
三
昧
の
頂
点
に
あ
り
、
汚
れ
を
砕
き
破
る
勇
猛
な
仏
の
三
昧

に
よ
っ
て
、
十
住
の
第
七
住
の
不
退
転
の「

首
楞
厳
定」

の
悟
り
に

あ
る
。

首
楞
厳
定
の
悟
り
の
中
で
、
す
べ
て
の
人
、
す
べ
て
の
存
在
に
本

来
具
わ
っ
て
い
る
、
衆
生
が
仏
で
あ
る
本
質
の「

仏
性」

と
、
仏
の
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「
仏
性」

と
は
、
た
だ
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
観
る
。

迷
い
の
か
け
ら
も
残
さ
な
い
勝
れ
た
悟
り
の
境
地
で
あ
る
、
性
浄

涅
槃・

円
浄
涅
槃・

方
便
浄
涅
槃
と
い
う
、
三
涅
槃
か
ら
成
る「

大

涅
槃」

を
保
ち
進
ん
だ
。

法
華
三
昧
の
中
で
、
実
相
中
道
の
理
を
感
得
し
観
察
し
て『

法
華

経』

の
悟
り
に
入
り
、
こ
と
ば
で
い
う
こ
と
も
、
心
で
思
い
は
か
る

こ
と
も
で
き
な
い
、
玄
妙
で
不
思
議
な
、

『

法
華
経』

に
明
か
す
、
存

在
す
る
も
の
す
べ
て
が
真
実
の
す
が
た
に
あ
る
、
一
乗
真
実
の
教
え

の
悟
り
に
入
る
の
で
あ
る
。

前
段
で
、

「

す
で
に
般
若
の
正
慧
を
得
、
如
来
蔵
を
開
き
、
真
の
法

身
を
顕
わ
し
、
首
楞
厳
を
具
え
、
明
ら
か
に
仏
性
を
見
、
大
涅
槃
に

住
し
、
法
華
三
昧・

不
思
議
の
一
実
の
境
界
に
入
る
な
り」

と
説
き

示
し
た
が
、
こ
れ
と
同
じ
立
場
で
説
か
れ
て
い
る
教
え
を
、
範
囲
を

広
げ
て
取
り
上
げ
て
み
る
な
ら
ば
、
宇
宙
を
統
括
し
、
仏
は
衆
生
で

あ
り
、
衆
生
は
仏
で
あ
る
と
す
る
、
仏
自
身
の
悟
り
の
内
容
で
あ
る
、

円
頓
円
融
の
世
界
を
そ
の
ま
ま
説
く
、

『

華
厳
経』

の
な
か
で
説
き
明

か
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

以
上
、
説
き
明
か
し
た
第
十
証
相
六
妙
門
の
真
実
証
相
の
通
に
対

す
の「

初
証」

の
法
門
は
、
初
め
て
悟
り
を
求
め
る
心
を
起
こ
し
た

菩
薩
の
修
行
者
が
、
一
切
は
実
在
す
る
と
す
る
見
惑
を
永
遠
に
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
断
じ
る
初
住
位
に
お
い
て
、

「

般
若
の
正
慧
を
得
、
如

来
蔵
を
開
き
、
真
の
法
身
を
顕
わ
し
、
首
楞
厳
を
具
え
、
明
ら
か
に

仏
性
を
見
、
大
涅
槃
に
住
し
、
法
華
三
昧・

不
思
議
の
一
実
の
境
界

に
入」

る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
初
住
位
に
あ
る
菩
薩
の
修
行
者
は
、
菩
薩

か
ら
仏
に
な
る
道
を
、
二
住
か
ら
十
住
ま
で
の
九
住
と
十
行
と
十
廻

向
と
の
二
十
九
位
に
わ
た
っ
て
飛
び
越
え
、
瞬
時
に
初
住
位
か
ら
初

地
位
に
達
す
る
。

こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
修
行
者
の
心
の
は
た
ら
き
は
、
こ
と
ば
で
い

う
こ
と
も
、
心
で
思
い
は
か
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
玄
妙
で
不
可
思

議
な
現
象
で
あ
る
。
不
可
思
議
な
現
象
の
一
切
は
無
自
性
空
で
あ
っ

て
、
仮
に
現
象
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
一
切
は
、
現
象

す
る
だ
け
の
不
生
不
滅
に
あ
る
、
真
実
の
す
が
た
で
あ
る
と
す
る
、

不
可
思
議
真
実
の
六
妙
門
の
悟
り
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。

「

中
証」

と
い
う
悟
り
は
、
初
住
を
除
く
二
住
か
ら
十
住
ま
で
の
、

欲
界・

色
界・

無
色
界
の
界
内
に
お
い
て
、
仮
か
ら
空
に
入
る
空
観

に
よ
っ
て
、
迷
理
の
惑
で
あ
る
一
切
は
実
在
す
る
と
す
る
見
惑
と
、

迷
事
の
惑
で
あ
る
眼
前
の
衣・

食・

住
な
ど
の
事
物
に
対
し
て
起
こ



─ ─248

天
台『

六
妙
法
門』

の
研
究（

九）

－

二（

大
野）

る
思
惑
と
を
、
永
遠
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
断
ち
、
衆
生
の
教
化
の

障
害
と
な
り
、空
に
執
着
す
る
惑
と
な
る
界
内
の
塵
沙
の
惑
を
断
ち
、

微
細
な
化
道
障
の
惑
と
著
空
の
惑
で
あ
る
界
外
の
塵
沙
の
惑
を
一
時

的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
伏
し
、
凡
聖
同
居
土
に

住
む
の
が「

九
住
位」
で
あ
る
。

そ
れ
に
続
く
利
他
行
を
実
践
す
る
な
か
で
空
か
ら
仮
に
出
て
、
相

対・

差
別
の
現
象
を
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
と
観
る
仮
観
に
よ
っ
て
、

微
細
な
化
道
障
の
惑
と
著
空
の
惑
で
あ
る
、
界
外
の
塵
沙
の
惑
を
断

ち
、
方
便
有
余
土
の
住
む
の
が「

十
行
位」

で
あ
る
。

一
切
は
空
と
観
る
眼
を
裏
打
ち
に
し
て
、
相
対・

差
別
の
現
象
を

あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
と
観
る
仮
観
か
ら
、
空
観
と
仮
観
と
を
並
べ
て

用
い
、
空
で
も
な
く
仮
で
も
な
い
絶
対
の
真
実
を
中
と
観
じ
る
。
中

道
の
理
観
に
向
か
い
、
十
地
以
前
の
修
行
を
地
上
の
証
果
に
振
り
向

け
、
修
行
の
功
徳
を
す
べ
て
衆
生
に
振
り
向
け
、
非
有
非
空・
亦
有

亦
空
の
理
に
迷
う
、
界
外
の
無
明
の
惑
を
伏
し
、
方
便
有
余
土
に
住

む
の
が「

十
廻
向
位」

で
あ
る
。

空
と
仮
と
が
釣
り
合
う
中
観
に
よ
っ
て
、
初
地
か
ら
十
地
ま
で
の

そ
れ
ぞ
れ
に
、
非
有
非
空・

亦
有
亦
空
の
理
に
迷
う
、
界
外
の
無
明

の
惑
を
一
部
ず
つ
断
ち
、
一
部
ず
つ
の
法
身・

般
若・

解
脱
の
三
徳

を
現
わ
し
、
実
報
無
障
礙
土
に
住
む
の
が「

十
地
位」

で
あ
る
。

そ
し
て
、
更
に
絶
対
的
世
界
に
体
達
す
る
空・

仮・

中
の
三
観
に

よ
っ
て
、
最
後
に
残
る
一
部
の
界
外
の
無
明
の
惑
を
永
遠
に
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
断
と
う
と
す
る
現
在
、
実
報
無
障
礙
土
に
住
む
、
仏
の

一
歩
手
前
に
あ
る
去
仏
一
等
が「

等
覚
位」

で
あ
る
。

以
上
の
境
地
の
す
べ
て
で
得
る
悟
り
を
、
中
証
と
す
る
。
こ
れ
は
、

こ
と
ば
で
言
い
表
わ
す
こ
と
も
、心
で
推
し
量
る
こ
と
も
で
き
な
い
、

玄
妙
で
不
可
思
議
な
真
実
を
説
く
六
妙
門
の
証
り
で
あ
る
。

一
体
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
、
心
の
障
害
を
断
っ
て
悟
り
を
得
、

悟
り
を
極
め
尽
く
し
て
円
か
で
欠
け
る
と
こ
ろ
の
な
い
断
証
究
竟
の
、

「

究
竟
円
証
の
六
妙
門」

の
証
り
と
い
う
の
か
。

仏
道
を
求
め
る
心
を
起
こ
し
た
後
、
九
住・

十
行・

十
廻
向・

十

地
と
長
く
修
行
を
積
ん
で
き
て
、
等
覚
位
に
あ
る
後
心
の
菩
薩
の
修

行
者
は
、
現
実
に
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
す
る
お
の
れ
の
心
を
突
き
詰
め

て
、
そ
の
本
源
を
覚
知
す
る
、
口
や
文
字
で
は
表
わ
す
こ
と
が
で
き

な
い
、
菩
薩
究
極
の
悟
り
の
境
地
で
あ
る
荼
字
門
に
入
る
。

荼
字
門
で
は
、
等
覚
位
に
あ
る
後
心
の
菩
薩
の
修
行
者
は
、
空・

仮・
中
の
三
観
に
よ
っ
て
、
最
後
に
残
る
等
覚
位
の
一
部
の
無
明
の

惑
を
断
じ
、
日
常
の
一
瞬
の
迷
い
心
の
は
た
ら
き
で
あ
る
介
爾
陰
妄
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の
一
念
を
、臍
下
三
寸
の
丹
田
に
す
わ
る
本
来
の
悟
り
の
一
心
に
よ
っ

て
包
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
流
れ
出
る
智
慧
に
ぴ
っ
た
り
と
直
結

さ
せ
る
。

無
明
の
惑
を
断
じ
尽
く
し
、
一
念
を
一
心
に
よ
っ
て
包
み
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
流
れ
出
る
智
慧
に
ぴ
っ
た
り
と
直
結
す
る
と
、
心
の
根

源
的
な
障
害
で
あ
る
一
切
の
無
明
の
惑
が
消
滅
し
、
妙
覚
位
の
一
心

の
智
慧
が
円
か
に
流
れ
出
、
後
心
の
菩
薩
の
修
行
者
の
現
前
が
一
瞬

に
明
る
く
開
け
る
。

妙
覚
位
の
智
慧
に
よ
っ
て
現
前
が
開
け
る
と
、
欲・

色・

無
色
の

三
界
の
枠
組
み
の
中
に
あ
る
娑
婆
世
界
の
、
自
我
が
造
り
出
す
、
地

獄・

餓
鬼・

畜
生・

修
羅・

人
間・

天
上
の
心
で
あ
る
一
念
を
、
臍

下
三
寸
の
丹
田
に
坐
る
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩・
仏
の
心
で
あ
る
一

心
に
直
結
さ
せ
統
合
さ
せ
て
、
差
別
な
く
平
等
に
照
ら
し
尽
く
す
。

後
心
の
菩
薩
の
修
行
者
は
、
修
行
者
自
身
の
心
の
有
り
様
で
あ
る

十
法
界
を
明
ら
か
に
、
平
等
に
照
ら
し
尽
く
し
て
、
数
息・
随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
種
の
法
門
の
修
行
実
践
の
究
極
の
悟
り
に
到

達
す
る
。

六
種
の
法
門
の
修
行
実
践
の
、
究
極
の
悟
り
に
到
達
し
た
後
心
の

菩
薩
の
修
行
者
は
、
自
ら
悟
り
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
を

悟
ら
せ
、
あ
ま
ね
く
覚
行
窮
満
し
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

こ
の
よ
う
に
後
心
の
菩
薩
の
修
行
者
は
、

「

荼
字
門
に
入
り
、
一
念

相
応
の
慧
を
得
て
妙
覚
現
前
し
、
法
界
を
窮
照
し
て
六
種
の
法
門
に

お
い
て
究
竟
通
達
し
、
功
用
を
あ
ま
ね
く
備
え
て
欠
減
す
る
と
こ
ろ

な
し」

と
、
順
次
に
悟
り
を
起
こ
し
、
し
か
も
同
時
同
所
に
悟
り
を

連
鎖
し
て
い
く
。

こ
れ
が
、
妙
覚
位
と
い
う
、
自
覚・

覚
他・

覚
行
窮
満
の
菩
薩
の

位
を
極
め
尽
く
し
て
、
円
か
で
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い「

究
竟
円
満

の
六
妙
門」

の
悟
り
で
あ
る
。

数
息・

随
息・

止・

観・

還・

浄
の
六
妙
門
の
、
究
極
の
悟
り
の

様
相
の
違
い
を
区
別
し
、
開
き
示
し
て
も
、
前
に
説
い
た
通
に
対
す

の
初
証
と
中
証
の
内
容
と
相
違
が
な
い
。

相
違
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

「

究
竟
円
満
の
六
妙
門」

の
悟
り
は
、
た

だ
円
満
で
あ
り
、
究
極
に
達
し
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
だ
け
で

あ
る
。

以
上
、
説
き
明
か
し
て
き
た
こ
と
を
、

『

仁
王
般
若
波
羅
蜜
経』

巻

上・

菩
薩
教
化
品
第
三
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
き
示
す
。

「
十
住・

十
行・

十
廻
向
の
位
に
あ
る
三
賢
位
の
菩
薩
は
、
煩
悩

を
抑
え
て
は
た
ら
か
せ
る
こ
と
は
な
い
が
、
ま
だ
断
滅
し
て
い
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な
い
伏
忍
位
に
あ
る
。

十
地
と
い
う
高
位
に
あ
る
十
聖
の
菩
薩
の
う
ち
、
初・

二・

三

地
の
菩
薩
は
信
忍
位
、
す
な
わ
ち
、
無
漏
智
と
と
も
に
起
こ
る
、

信
を
認
め
て
心
を
安
ん
じ
、
四・

五・

六
地
の
菩
薩
は
順
忍
位
、

す
な
わ
ち
、
理
に
順
い
無
生
の
果
に
向
か
っ
て
観
じ
て
心
を
安

ん
じ
、
七・

八・
九
地
の
菩
薩
は
無
生
忍
位
、
す
な
わ
ち
、
存

在
し
現
象
す
る
一
切
の
不
生
の
理
を
認
め
て
心
を
安
ん
じ
、
十

地
は
寂
滅
忍
位
、
す
な
わ
ち
諸
惑
を
断
ち
尽
く
し
て
寂
静
に
心

を
安
ん
じ
る
。

と
い
う
、菩
薩
の
階
位
に
応
じ
た
五
種
の
法
忍
の
境
地
に
あ
る
。

た
だ
仏
一
人
だ
け
が
一
切
種
智
を
具
え
て
お
り
、
諸
惑
を
断
ち

尽
く
し
て
寂
静
に
安
住
し
た
、
寂
滅
忍
を
認
め
て
心
を
安
ん
じ

る
と
共
に
、
煩
悩
惑
が
起
き
よ
う
が
な
い
、
分
別
以
前
の
本
来

の
自
己
で
あ
る
本
源
に
あ
り
、
あ
る
が
ま
ま
の
世
界
に
あ
る
。」

『

妙
法
蓮
華
経』

方
便
品
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

「

一
相
一
味
の
悟
り
の
境
地
に
あ
る
仏
が
、
永
遠
の
な
か
の
今
、

あ
ら
ゆ
る
存
在
の
真
実
の
す
が
た
を
究
め
尽
く
し
て
い
る
の
は

勿
論
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
仏
と
な
る
一
切
の
衆
生
も
、
仏
が
説

く
教
え
の
大
道
を
歩
み
続
け
て
い
け
ば
、
感
応
道
交
が
無
限
に

連
動
し
て
、
い
つ
の
日
に
か
、
永
遠
の
な
か
の
今
に
あ
る
、
あ

ら
ゆ
る
存
在
の
真
実
の
す
が
た
を
、
究
め
尽
く
し
悟
る
こ
と
が

で
き
る
。」

以
上
の
二
偈
は
、
修
行
の
面
と
教
義
の
面
と
の
両
面
に
結
び
つ
け

て
、
菩
薩
は
、
十
住・

十
行・

十
廻
向
の
三
賢
の
修
行
実
践
の
な
か

と
、
十
地
の
十
聖
の
修
行
実
践
の
な
か
と
で
無
生
法
忍
を
成
就
し
、

衆
生
も
、
仏
が
究
め
尽
く
し
た
一
相
一
味
の
諸
法
実
相
の
教
え
を
受

け
保
ち
、
仏
に
至
る
修
行
に
精
進
し
続
け
る
こ
と
を
説
き
明
か
し
た

も
の
で
あ
る
。

一
切
は
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
と
い
う
、
一
相
一
味
の
諸
法
実
相
の

教
え
を
具
体
的
に
説
く
な
ら
ば
、
人
の
心
は
と
き
に
地
獄
の
心
に
な

り
、
と
き
に
天
上
の
心
に
な
り
、
と
き
に
仏
の
心
に
な
る
。
畜
生
の

心
も
悟
れ
ば
菩
薩
の
心
と
な
り
、
仏
の
心
に
な
る
。
仏
の
心
も
迷
え

ば
、
地
獄
の
心
に
な
り
、
修
羅
の
心
に
な
る
。
地
獄・

餓
鬼・

畜
生・

修
羅・

人
間・

天
上・

声
聞・

縁
覚・

菩
薩・

仏
か
ら
な
る「

十
法

界」

の
心
の
は
た
ら
き
は
、
互
い
に
十
法
界
に
行
き
渡
り
、
妨
げ
る

こ
と
が
な
い
。

い
ろ
い
ろ
な
仏
が
悟
っ
た
教
え
も
、
い
ろ
い
ろ
な
菩
薩
が
初
発
心

の
と
き
に
悟
る
教
え
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
教
え
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
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に
優
劣
な
ど
の
差
別
は
存
在
し
な
い
。

そ
う
い
う
理
由
か
ら
、

『

大
品
経』

す
な
わ
ち『

摩
訶
般
若
波
羅
蜜

経』

巻
第
二
十
四・

四
摂
品
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

「

始
め
て
、
阿
字
に
不
生
を
観
想
し
て
、
阿
字
門
に
入
り
、
続
い

て
、
羅
字
に
離
垢
を
観
想
し
、
第
四
十
一
字
門
の
咤
字
ま
で
い

ろ
い
ろ
な
不
可
得
を
観
想
し
続
け
て
、
第
二
の
羅
字
門
か
ら
第

四
十
一
の
咤
字
門
ま
で
を
成
就
し
、
そ
し
て
、
最
後
に
、
不
終

不
生
の
悟
り
の
荼
字
を
観
想
し
て
、
究
極
の
荼
字
門
を
完
成
す

る
。四
十
二
字
門
は
ど
れ
も
、不
生
不
滅
の
悟
り
の
境
地
で
あ
っ

て
、
境
地
に
差
別
は
な
い
。」

『

南
本
涅
槃
経』

巻
第
三
十
四・

迦
葉
菩
薩
品
之
四
に
は
、
次
の
よ

う
に
説
か
れ
て
い
る
。

「

仏
陀
が
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
の
菩
提
樹
の
下
に
坐
し
て
、
初
め
て

悟
り
を
求
め
る
心
を
起
こ
し
た
と
き
の
有
余
依
涅
槃
の
境
地
と
、

ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
沙
羅
双
樹
の
間
で
、
肉
体
に
よ
る
生
存
の
制
約

か
ら
完
全
に
離
脱
し
て
入
っ
た
無
余
依
涅
槃
の
境
地
と
は
、別
々

の
境
地
で
は
な
い
。

こ
の
初
発
心
の
有
余
依
涅
槃
と
畢
竟
覚
の
無
余
依
涅
槃
と
の
二

つ
の
境
地
は
、
ま
っ
た
く
同
じ
悟
り
の
境
地
で
あ
る
か
ら
、
初

発
心
の
有
余
依
涅
槃
と
畢
竟
覚
の
無
余
依
涅
槃
と
の
境
地
で
、

ど
ち
ら
が
先
に
生
じ
、
ど
ち
ら
が
後
に
生
じ
る
か
を
論
じ
る
こ

と
は
意
味
が
な
い
。

両
者
は
、
不
即
不
離
で
あ
り
、
一
で
あ
っ
て
二
で
は
な
い
関
係

に
あ
る
。」

『

六
十
巻
華
厳
経』

巻
第
一・

世
間
浄
眼
品
第
一
之
一
に
は
、
次
の

よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

「

菩
薩
が
、
初
信
位・

初
住
位・

初
行
位・

初
廻
向
位・

初
地
位

の
い
ず
れ
か
の
境
界
に
入
る
と
、
そ
の
境
界
以
後
、
妙
覚
位
ま

で
の
境
界
そ
れ
ぞ
れ
の
、
法
身・

般
若・

解
脱
と
い
う
三
徳
の

功
徳
を
兼
ね
具
え
る
。」

『

妙
法
蓮
華
経』

方
便
品
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

「『

六
妙
法
門』

が
説
く
真
意
は
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の
悟
り

を
体
得
す
る
に
止
ま
ら
な
い
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
は
す

べ
て
、
仏
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
て
、
声
聞・

縁
覚・

菩
薩
の

悟
り
を
体
得
す
る
こ
と
を
究
極
と
す
る
こ
と
に
は
な
い
。

仏
は
、
一
相
一
味
の
平
等
の
境
界
に
あ
る
。

衆
生
は
、
不
惜
身
命
の
修
行
実
践
に
よ
っ
て
、
一
歩
一
歩
、
仏

の
境
地
に
至
る
精
進
を
続
け
る
力
を
具
え
て
い
る
。
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衆
生
が
至
り
着
く
境
地
は
、
平
等
な
一
相
一
味
の
仏
の
境
界
で

あ
り
、
仏
と
衆
生
と
は
等
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
す
べ
て
、
存
在
の
最

初
か
ら
究
極
の
段
階
ま
で
、
仏
と
等
し
い
存
在
の
在
り
方
に
あ

る
。」

『

六
妙
法
門』

一
巻


